
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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プロローグ







　平へい成せいもそろそろ終おわりを告つげようとしていたある日ひ、オレのちっぽけな世せ界かいは、もっとちっぽけな箱はこにつめられて、どこかへ運はこばれようとしていた。

「かあちゃん、オレの部へ屋やで何なにしてんだよ。」

「ん？　見みたらわかるやろ。あんたの荷に物もつ、段だんボールにつめてあげてるんやないの。あんたも見みてんとはよ手て伝つだってえな。」

　目めの前まえでオレのマンガをせっせと段だんボール箱ばこにつめているのは、関かん西さい弁べんをしゃべるでっけえ「マリモ」。ではなく、年ねん中じゅうおんなじクルクルボンバーなパーマをかけてる、うちのかあちゃんだ。

「そんなのは見みたらわかんだよ！　なんで段だんボールにオレのマンガを入いれてんのか聞きいてんだよ！」

「うるさっ！　もういややー、そんな急きゅうに大おおきい声こえ出ださんといてよ。おかあちゃん、どんだけ遠とおくにおる設せっ定ていやねん。あんたの目めの前まえにおるんやから、普ふ通つうの声こえで聞きこえますぅ。」

（くそ、どうして、うちのかあちゃんは、いちいちムカつく言いい方かたすんだろう。）

　いいかげん腹はらがたったオレはかあちゃんを置おいて部へ屋やを出でようとした。するとかあちゃんはオレの背せ中なかにむかって、さっきとはちがうまじめな声こえでぼそりとつぶやいた。

「おとうちゃん、会かい社しゃリストラされてたんやって。」

「はぁ？　リストラぁ？」

　たいていのことじゃおどろかねえオレも、ちょっと声こえが裏うら返がえっちまった。

「あんた、ほんまアホやねぇ。リストラってのは、会かい社しゃをクビになるって意い味みで……。」

「知しってるよ！　つか、そっちに『はぁ？』じゃねえよ。オヤジ、リストラされたってマジかよ？」

「マジよ、マジマジ。激げきマジ、鬼おにマジ。しかも、昨日きのう今日きょうじゃないんやて。おとうちゃん、もう半はん年としも前まえに会かい社しゃから『来こなくていい。』って言いわれたんやって。」

「はぁ？　半はん年とし前まえ？　だって、今け朝さも普ふ通つうに家いえ出でてったじゃねえか。」

「それがね……おとうちゃんね……ぷぷっ。」

　何なにがおもしろいのか、かあちゃんは笑わらいをこらえている。

「毎まい日にち、公こう園えんでハトにえさあげてたんやって。ぶはは。半はん年とし間かん、毎まい日にちやで。ハトがすっかりなついちゃって、最さい近きんじゃあ、おとうちゃんが公こう園えんに入はいるだけでハトが集あつまってくるんやて。近きん所じょの小しょう学がく生せいがそれを見みてつけたあだ名なが『ハト神がみさま』。ばははっ。あんな貧ひん相そな神かみさまおるかいな。あ、貧びん乏ぼう神がみくらいか、がはは。」

（こういうとこもムカつくんだよな。）

　かあちゃんはひとがまじめに聞きいてても笑わらい話ばなしにしようとするクセがある。ただ、その笑わらい声ごえはすぐにやみ、かあちゃんはふっと真ま顔がおに戻もどった。

「ほんま、貧びん乏ぼう神がみやわ。」

　そう言いい捨すてると、思おもい出だしたかのようにオレの荷に物もつを段だんボール箱ばこにつめだした。

「いやいやいや、かあちゃん！　オヤジがリストラされたのはわかった。でも、なんでオレの荷に物もつを段だんボールにつめてんだよ。引ひっ越こしでもするんかよ？」

　かあちゃんはぴたっと手てを止とめて、オレのほうを見みた。口くち元もとは笑わらってるけど、目めはちっとも笑わらってねえ。こういう顔かおは見みたことある。二個こ上うえのクニサキ先せん輩ぱいがときどきこういう顔かおをするのをオレは思おもい出だしていた。顔かおは笑わらってんのに、目めがちょーこええ。いまのかあちゃんもクニサキ先せん輩ぱいばりにこええ。

「半はん分ぶんピンポーン！　半はん分ぶんブー！」

　ボンバーヘッドの上うえで両りょう腕うでを使つかい「○」をつくったかと思おもうと、すかさず腕うでを交こう差ささせて「×」をつくり、かあちゃんは続つづけた。

「引ひっ越こしっていうか、夜よ逃にげやわ。」

「夜よ逃にげ？」

「そう。さっきおとうちゃん半はん年とし前まえにリストラされてたって言ゆうたやろ。じゃ、この半はん年とし間かん、あんたのごはん代だいやらおこづかいやらどうやってたと思おもう？」

「貯ちょ金きんくらいあんだろ？」

「ないよ、ないない。そんなんおとうちゃんがリストラされる前まえからないよ。借しゃっ金きんしてたんやて、どっかから。」

「マジかよ？」

「というわけで、今こん夜やこの町まち出でてくから。ほら、わかったらあんたも準じゅん備び手て伝つだって。」

（なんてこった。）

　オレは心こころの中なかでため息いきをついた。さっきまで近きん所じょをぶらつきながら「地じ元もとサイコー！」「オレは、一いっ生しょう地じ元もとで生いきるぜ。」と、ひとりさけんでたのに。

「で、でもよー。あ、あてはあんのかよ。この町まち出でて、どこに行いくってんだよ！」

「それがね、おとうちゃんが公こう園えんでハトにえさをあげてるときに仲なか良ようなったひとがいて、そのひとが新あたらしい働はたらき口ぐちを紹しょう介かいしてくれたんやて。しかも、今こん夜やの夜よ逃にげの手て配はいもそのひとが全ぜん部ぶしてくれるらしいんよ。ありがたいなー。捨すてられるハト神がみもあれば、拾ひろわれるハト神がみもあるんやなー。」

「なに、うまいこと言いおうとしてんだよ。めちゃくちゃあやしいじゃねえか、そんなの。オレはこの町まちをはなれねえぞ。地じ元もとを愛あいしてんだよ！」

「何なに言ゆうてんの。あんたひとり残のこして行いけるわけないやろ。おかあちゃんかて地じ元もとラブやったのに、こうして地じ元もとをはなれて暮くらしてるやないの！」

「何なにが地じ元もとラブだよ。社しゃ員いん旅りょ行こうで来きてたオヤジにひと目めぼれして、ソッコーで地じ元もと出でてオヤジのこと追おっかけたんだろ！　『おかあちゃんは、すべてを捨すてておとうちゃんとの愛あいを選えらんだの♥』って気き持もち悪わるいセリフ、こっちは耳みみにタコができてんだよ！」

　オレは全ぜん力りょくでイヤミを言いったつもりだったのだが、巨きょ大だいマリモには通つうじていなかった。

「そうそう、そうやったわ。あのころのおとうちゃんが、そりゃかっこよくてな～」

　ヤバい。イヤミが通つうじてないどころか、いつものキモいのろけがはじまっちまう。仕し方かたがねぇから、オレはいったん話はなしを合あわせておくことにした。

「わかったよ。オレはこっちやるから、かあちゃんはそっちのほうやっといてくれよ。」

「はーい、がってんしょうちのすけぇ。」

（ほんとに緊きん張ちょう感かんがねえなぁ。わが親おやながらよくわかんねぇ。）

「ところで、オヤジはどこいんだよ？」

「おとうちゃんは、公こう園えん行いってるわ。ハトたちにお別わかれ言ゆうんやて。りちぎな神かみさまやなぁ。」

（かあちゃんだけじゃなく、オヤジも意い味みわかんねぇ。）

　オレが心こころの底そこからあきれてると、かあちゃんがまるで宝たから物ものでも見みつけたみたいにはずんだ声こえで話はなしかけてきた。

「ちょっと、ねえねえ、これどないする？」

　かあちゃんがニヤニヤしながら手てに持もっていたのは、オレがこっそりかくしておいたグラビアアイドルの写しゃ真しん集しゅうだった。

「ちょ、ばっ、何なに見みつけてんだよ！　ふっ、ふざけんなよ、ババア！」

　──バサン！

　かあちゃんがオレの大だい事じな写しゃ真しん集しゅうを床ゆかにたたきつけた。

「バ～バ～ア～？」

　しまった。しかし、気きづいたときには遅おそかった。

「いま、あんた、おかあちゃんのこと、ババアって言ゆうた？」

　うちのかあちゃんは、いつもヘラヘラニコニコしてるのに「ババア」って言いわれると鬼おにのようにキレる。

「親おやにむかってババアとはなんや！　このクソガキが！」

（息むす子こに「クソガキ」はいいのかよ。）

　オレは心こころの中なかでツッコんだが、そんなことはおかまいなし。ぶちキレたかあちゃんを止とめる術すべはもうない。




　気きづけば、オレはクルマに乗のっていた。外そとは真まっ暗くら。どこを走はしってるのかもわかんねぇ。運うん転てんしているのは、知しらないおっさん。おそらく、とうちゃんが公こう園えんで知しりあったってやつだろう。バックミラー越ごしにオレに話はなしかけてきた。

「お、起おきたかい？　はじめまして。おとうさんにはお世せ話わになってます。のどかわいたろ。コーヒーでも飲のむかい？」

　手て渡わたされた缶かんコーヒーは、オレの好すきなミルクたっぷりの苦にがくないやつだった。ひと息いきに飲のむと、また眠ねむくなってきた。クニサキ先せん輩ぱいにお別わかれも言いえなかったな、と思おもいながら、車しゃ内ないを見みるとかあちゃんたちも眠ねむっていた。オレも到とう着ちゃくまでふたたび寝ねることにした。

　いままで人じん生せいのすべてだと思おもっていたちっぽけな世せ界かいに、さよならもできなかったことを悔くやみつつ、オレは深ふかい深ふかい眠ねむりに落おちていった。





1　絶ぜつ滅めつ種しゅ『ヤンキー』との遭そう遇ぐう







　その日ひ、ボクの世せ界かいはひっくり返かえった。

　これは、たとえ話ばなしでもなんでもなくて、本ほん当とうにボクは地じ面めんにあお向むけになっていて、目めの前まえには灰はい色いろの空そらが広ひろがっていた。空そらをながめるのなんて久ひさしぶりすぎて、「空そらってこんな色いろだったっけ。」とか考かんがえていた。ぼーっとしている。どうやら、頭あたまも少すこし打うったようだ。どうして、こんなことになっているのか、ボクはちょっと落おち着ついて思おもい出だしてみることにした。




　そう。ボクはたしか、いつもと変かわらず【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】を読よみながらスクールから帰かえっている途と中ちゅうだった。いつもの道みちを、いつものように。ただ、そこでだれかにぶつかった。

「おおっと！　いてーな、おい。どこ見みて歩あるいてんだ、コラ！」

　でもボクは図ず鑑かんを読よむのに夢む中ちゅうで、ぶつかったことを気きにもとめず、そのまま歩あるいていこうとした。

「おいコラ！　なにシカトしてんだよ。」

　そこで『シカト』って言こと葉ばをどこかで読よんだな、なんて意い味みだったっけ、なんてぼんやり考かんがえていたときにうしろから肩かたをつかまれたんだ。そして気きづいたら足あしがふわっと浮ういた感かんじがして、ドターンと派は手でにひっくり返かえり、いまにいたるというわけだ。




「お、おい。大だい丈じょう夫ぶかよ？」

　心しん配ぱいそうな声こえが耳みみに届とどくと同どう時じに、空そらしかなかったボクの視し界かいには、黒くろくて太ふとい棒ぼうみたいなものがにょきっとつき出でてきた。
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「やべーな。ぜんぜん動うごかねぇじゃねぇか。そんなに力ちから入いれたつもりはなかったんだけどなぁ。」

　どうやらボクは、この黒くろい棒ぼうのひとに肩かたをつかまれたらしい。それにしても、いまにも泣なきだしそうな声こえだ。前まえを見みてなかったボクも悪わるいし、なんだか申もうし訳わけなくなってきた。

「救きゅう急きゅう車しゃって何なん番ばんだっけか。１１０ひゃくとお……って、これじゃマッポが来きちまう。つか、そもそもオレ、ケータイ持もってねぇじゃねぇか。くそ！」

　言いっていることはよくわからないけど、黒くろい棒ぼうのひとがすごくあわてているのはわかる。大たい変へんなことになる前まえに起おきあがったほうがよさそうだ。

「すみません、もう大だい丈じょう夫ぶです。」

　ボクは、そう言いってなんともないことをアピールするためにさっと立たとうとした。

　──ウインウイーン！

　シューズが変へんな音おとをたてたかと思おもうと、立たちあがろうとしていたボクの足あしは、どうしたことか空そらにむかって飛とび立たとうとし、またもやボクの世せ界かいはひっくり返かえりそうになった。

　──ガシッ！

　頭あたまが地じ面めんにぶつかるすれすれのところでボクの腕うではつかまれ、ぐいっとひきあげられた。そしてそのまま力ちから強づよい腕うでがボクのカラダを支ささえてくれている。

「なんだよ、ぜんぜん大だい丈じょう夫ぶじゃねぇじゃねぇか。やっぱり救きゅう急きゅう車しゃよぶか。公こう衆しゅう電でん話わ、どっかにねえかなぁ。」

　黒くろい棒ぼうのひとが、ボクを支ささえてくれている。何なにか探さがしているみたいなので、その間あいだにボクはシューズを確かく認にんした。やっぱりだ。反重力アンチグラビティダイヤルがゆるくなって「ＭＡＸマックス」になっている。これじゃあひっくり返かえって当とう然ぜんだ。ボクはシューズを脱ぬいで、裸足はだしで地じ面めんに立たった。

「ありがとう。もう、大だい丈じょう夫ぶです。」

「お、立たてるか？　でも、ほんとに大だい丈じょう夫ぶなのか？」

「はい。反重力アンチグラビティダイヤルが壊こわれてただけなんで。」

「あ、あんちぐらびてぃ？」

　反重力アンチグラビティダイヤルを知しらないなんて、このひと、どこか海かい外がいから来きたのかな。そう思おもいながらボクは支ささえてくれていた手てからはなれ、黒くろい棒ぼうのひとの正しょう面めんに立たった。あらためて見みると、黒くろい棒ぼうのひとはすごく変へんなかっこうをしていた。シューズはテカテカと黒くろ光びかりしたものをスリッパのようにはいている。ズボンは太ふとももの部ぶ分ぶんがダボダボなのに、足あし首くびのところは細ほそくキュッとなっていてアンバランスな形かたちだ。上うわ着ぎはボクらのスクールユニフォームに少すこし似にているけど、なんだか丈たけが短みじかい。おなかが少すこしかくれるくらいまでしかなくて、腰こしの部ぶ分ぶんは下したに着きているシャツが見みえてしまっている。そして何なにより変へんなのが、頭あたま。黒くろくて太ふとい棒ぼうだと思おもっていたのは髪かみの毛けだった。おでこの上うえの部ぶ分ぶんから髪かみの毛けがどーんと前まえにつき出でている。こんな変へんなかっこうのひとは見みたことない。いや、ちがう。見みたことはある。でも、それはボクの大だい好すきな【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】の中なかでだった。

「あの～、そのシューズってもしかして……。」

「あ？　ローファーのことか？　いかすだろ、このかかとのつぶれぐあいとかよ～。」

　そうだ、たしか『ローファー』も図ず鑑かんにのっていた。【かかとをふんではく】とも書かいてあった。

「じゃ、そのズボンは？」

「ん？　おまえくらいの年としじゃボンタンは知しらねぇか。」

　やっぱり。あの不ふ自し然ぜんな形かたちのズボンは『ボンタン』だ。

「上うえに着きているのはもしかして『短たんラン』ですか？」

「お！　知しってんじゃねぇか！　しかも、これは特とく注ちゅう品ひんでよ。裏うら地じがまたシブいのよ。」

　そう言いいながら黒くろい棒ぼうのひとは上うわ着ぎの内うち側がわを自じ慢まんげに見みせてくれた。左ひだりには『ドラゴン』、右みぎには『タイガー』が描えがかれていた。もう九十九パーセント間ま違ちがいない。けど、最さい後ごに頭あたまのことも一いち応おう確かく認にんしておこうとボクは思おもった。

「その髪かみ型がたは『リーゼント』ってやつですよね？」

「もう、おまえサイコー！　この髪かみ型がたがわかるやつなんてオレの地じ元もとでも少すくなかったぜ。そうよ、毎まい朝あさビシッとキマるまで一時じ間かんはかかるこだわりのヘアースタイルよ。」

　決きまりだ、とボクはとんでもない喜よろこびにカラダがふるえた。目めの前まえのひとは、【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】の最さい後ごのほうに六ページにもわたってくわしく紹しょう介かいされている、あの『絶ぜつ滅めつ種しゅ』に間ま違ちがいない。

「あなたは『ヤンキー』ですよね？」

「お、おう。面めんとむかって言いわれるとなんだか変へんな感かんじだけど、まあ、まわりはオレのことをそうよぶわな。」

　ちょっと照てれくさそうな黒くろい棒ぼうのひと、いや正しょう真しん正しょう銘めいの『ヤンキー』を目めの前まえにして、ボクは最さい高こうに興こう奮ふんしていた。

「うわー、感かん動どうだ！　まさか『ヤンキー』に会あえるなんて。」

「なんだ、すごい喜よろこんでんな。オレ、生うまれてこのかたヤンキーだってことで嫌きらわれることはあっても、喜よろこばれることなんてなかったぜ。」

「何なに言いってるんですか！　すごいことですよ。実じっ際さいに生いきた『ヤンキー』を見みれるなんて。」

「生いきたヤンキーって。そりゃ生いきてるだろうよ、ヤンキーは。」

「まだ海かい外がいにはたくさん生いき残のこってたりするんですか？」

「ん？　海かい外がい？　ちょっと待まて、ここって日に本ほんじゃねーのかよ？」

「え？　ニホンですよ。あれ？　『ヤンキー』さんって海かい外がいのひとじゃないんですか？」

「バカ言いうなよ。バリバリの日に本ほん人じんだっつーの。めちゃくちゃ日に本ほん語ごしゃべってるだろうが。」

　どうやらこの『ヤンキー』さんは海かい外がいから来きたんじゃないらしい。でも、反重力アンチグラビティのことも知しらなかったし、いまも『ニホンゴ』って。もしかして自動翻訳機オートレンダーのことも知しらないのかもしれない。世せ界かいから言こと葉ばの壁かべがなくなったのは、ボクが生うまれるずっとずっと前まえのことだ。

　だが、ボクが不ふ思し議ぎに思おもっていることを気きにもしないで『ヤンキー』さんはひとりでしゃべり続つづけている。

「ま、ここが日に本ほんでよかったわ。まさか、寝ねてる間あいだに海かい外がいまで連つれてこられてたらどうしようかと一いっ瞬しゅんあせったぜ。つか、ありえねーよな。そもそもオレ、パスポート持もってねーし。」

　海かい外がいじゃなければどこから来きたんだろう。ボクが『ヤンキー』さんに聞きいてみようとしたとき、逆ぎゃくに質しつ問もんをされてしまった。

「ところでさ、このへんコンビニねーの？」

「『コンビニ』？」

「ああ、引ひっ越こしてきたばっかでよ。このへんに何なにがあるかまだよくわかんなくて、とりあえずコンビニ行いくかって探さがしてたら、おまえにぶつかったってわけよ。」

「あの、『コンビニ』ってなんですか？」

『ヤンキー』さんの話はなす言こと葉ばの中なかにはたまに、いや頻ひん繁ぱんにわからないワードがまじる。『マッポ』とか『コウシュウデンワ』とか。この『コンビニ』も知しらないワードだ。もしかして【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】にのってないこともあるのかもしれない。やっぱりナマの『絶ぜつ滅めつ種しゅ』はちがうな、とボクは感かん心しんした。

「なに、ニヤニヤしてんだよ。コンビニだよ、コンビニ。コンビニエンスストア！」

「ああ、『コンビニエンスストア』！」

　それなら図ず鑑かんにものっていた。『ヤンキー』の群むれがよく発はっ見けんされる場ば所しょのひとつだ。『コンビニエンスストア』の入いり口ぐち付ふ近きんで『ウンコズワリ』をする習しゅう性せいが『ヤンキー』にはあると書かいてあった。

「わかりました。群むれて『ウンコズワリ』をする場ば所しょですね。」

「は？　ちげーよ。たしかに集あつまってだべったりするやつらもいるけど、オレはそういうのしねーことにしてんだよ。」

「え？　しないんですか？」

「しねーよ！　ひとさまの迷めい惑わくになんだろうがよ。」

　図ず鑑かんに書かいてあることがすべて正ただしいとは限かぎらないようだ。大だい好すきな図ず鑑かんにも間ま違ちがいがあると知しってボクは少すこしショックを受うけたが、それでもリアルな『ヤンキー』から本ほん当とうの生せい態たいを聞きけるのはうれしくてたまらなかった。

「だから、なにニヤニヤしてんだよ。別べつにだべったりするダチがいねぇからとかじゃねぇからな。」

「『ダチ』？」

「友ともだちのことだよ！　それはいいから、コンビニはどこかって聞きいてんの！」

「あ、ごめんなさい。『コンビニエンスストア』ですよね。」

「そうだよ、どっち行いきゃいい？」

「ありません。」

「は？」

「『コンビニエンスストア』はありません。」

「なんだよ、コンビニもねーのかよ。もしかして、ここすっげー田舎いなかなんじゃねーの。えれーとこ越こしてきちまったなー。」

「『ウンコズワリ』できなくて残ざん念ねんでしたね。」

「バカ！　だからしねーって言いってんだろ。コンビニがねーと買かい物ものとか不ふ便べんだろーがよ。」

　やはりどこか特とく別べつな場ば所しょから来きたんだ、この『ヤンキー』さんは。普ふ通つう、ほしいものは仮想店舗バーチャルストアで探さがせるし、必ひつ要ようなら端たん末まつに打うちこめば即そく時じ転てん送そうされる。ショッピングモールはあるけれど、そこは買かい物もの自じ体たいを楽たのしみたいひとが行いくもので、『ヤンキー』さんの言いう『コンビニ』とはちがう気きがした。

「コンビニがないなら、ゲーセンは？」

「『ゲーセン』？」

「いやな予よ感かんがするな。ゲームセンターだよ。」

「ああ、『ゲームセンター』！」

「お、なんだよ、ゲーセンはあるのかよ。よかったー。」

「ありません。」

「ないのかよ！　うれしそうに言いうからあんのかと思おもっちまったじゃねーか。」

『ゲームセンター』も『ヤンキー』を発はっ見けんするならはずせない場ば所しょのひとつだと図ず鑑かんに書かいてあった。ただ、ゲームをするためにわざわざどこかへ足あしを運はこぶというひとをボクは聞きいたことがない。

「あと、あれですよね？　『ボウリングジョウ』？」

「おお！　ボウリングはあんのか？」

「ありませんけど。」

「やっぱりないのかよ！」

『ヤンキー』さんは「ないのかよ！」と言いうたびに開ひらいた手ての甲こうで何なにもないはずの空くう中ちゅうを思おもいっきりたたいていたが、その動うごきになんの意い味みがあるのか、ボクにはわからなかった。

「それ、なんですか？」

「ん？　それって。」

　ボクは『ヤンキー』さんの動うごきをマネして手ての甲こうで何なにもない空くう中ちゅうをたたいてみた。

「ああ、これか。これはかあちゃんにガキのころからやらされてたからクセになっちまっててよ。」

　ボクがよくわからないという顔かおをしていると、『ヤンキー』さんはちゃんと説せつ明めいしてくれた。

「ツッコミっていってな、相あい手てがなんか変へんなことやズレたこと言いってボケたときに入いれるんだけど、うちのかあちゃんしょっちゅうボケるからよ、ツッコミまくりよ、毎まい日にち。」

『ツッコミ』そして『ボケ』。これはもしかして『マンザイシ』のことだろうか。かつてニホンのひとたちを笑え顔がおにしてきたといわれる『マンザイシ』。『ヤンキー』と『マンザイシ』は同おなじ種しゅ族ぞくだったんだ。【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】にも書かいていない新しん事じ実じつだ。

「わかりました！」

「ああ、いまの説せつ明めいで伝つたわってよかったよ。」

「『ヤンキー』さんは、『マンザイシ』さんでもあるんですね！」

「は？　んなわけねーだろ！」

『ヤンキー』さんは手ての甲こうで、今こん度どは空くう中ちゅうではなくボクの胸むねをパシンとたたいてきた。

「おまえまでボケてんじゃねーよ。」

「え？　ちがうんですか？」

「ちげーよ。それに漫まん才ざい師しになるのはすげー大たい変へんだってかあちゃんが言いってたぞ。オレみたいなヤンキーが簡かん単たんになれるもんじゃねーってよ。」

「そうか、ちがうんですね。ごめんなさい。」

　ボクがすごく残ざん念ねんそうにしていたのがわかったのか、『ヤンキー』さんはやさしくなぐさめてくれた。

「ま、そんぐらいツッコミがうまかったって言いいたかったんだろ？　ありがとな。」

　そういえば、ボクは絶ぜつ滅めつ種しゅの『ヤンキー』に会あえたことだけで興こう奮ふんして忘わすれていたが、『ヤンキー』はたしかこわい生いき物ものではなかっただろうか。仲なか間まにはやさしいが、他た人にんには攻こう撃げき的てきな面めんもあると書かいてあった。でも、この『ヤンキー』さんはちっともそんな感かんじがしない。むしろ、普ふ通つうのひとよりやさしいくらいだ。やはり図ず鑑かんにはすべて正ただしいことがのっているわけではないらしい。

「ところでさ、その『ヤンキーさん』ってのやめねーか？」

「お名な前まえあるんですか？」

「あたりめーだろ！　ヤンキーがみんな名な無なしだったら、おたがいなんてよびあうんだよ！」

　言いわれてみればそのとおりだ。

「では、あらためて自じ己こ紹しょう介かいといくか。」

『ヤンキー』さんはゴホンとせき払ばらいをすると、大おお声ごえで自じ己こ紹しょう介かいをはじめた。

「オレの名な前まえは福ふく家いえとおる。『とおる』でいいぜ。中ちゅう学がく二年ねん。十四歳さいだ。勉べん強きょうはからっきしだが、ケンカ上じょう等とう、県けん内ない最さい強きょう目め指ざしてるんで、そこんとこ夜よ露ろ死し苦くぅ！」

　聞きいてるこっちが気き持もちよくなるくらい堂どう々どうとした自じ己こ紹しょう介かいだった。『ヤンキー』さん、いや『とおる』さんってなんだか、かっこいいな、とボクは思おもいはじめていた。

「おまえの名な前まえは？」

「ボクは『ヒラナリ』。」

「お、シブい名な前まえだね。」

「『シブイ』？」

「かっこいいってことだよ。」

　とおるさんにほめられてなんだかボクはうれしくなってしまった。だって、名な前まえをほめられたことなんていままで一いち度どもなかったから。

「じゃ、ヒラナリ、オレはそろそろ帰かえるわ。コンビニもゲーセンもないんじゃ、ぶらぶらしててもしょーがねーしな。」

「うん。」

「そういやおまえもそろそろ帰かえんなきゃいけねー時じ間かんじゃねぇか？」

　言いわれてみれば灰はい色いろだった空そらはいつしかオレンジ色いろに変かわっていた。早はやく帰かえらないとマザーに怒おこられてしまう。

「ボクも帰かえります。さようなら、とおるさん。」

「おお、またな。」

　早はやく帰かえらなきゃとあわてたボクは、とおるさんが住すんでいる場ば所しょを聞きくことも、次つぎに会あう約やく束そくをすることも忘わすれて、脱ぬいだシューズを両りょう手てに、その場ばをかけ出だしてしまった。裸足はだしで走はしるのなんて初はじめてだったけど、さっきまでの興こう奮ふんで、反重力アンチグラビティを使つかっていないのにボクの足あしは軽かるくて、まるで空そらを飛とんでいるみたいだった。





2　絶ぜつ滅めつ種しゅ『ヤンキー』に救すくわれる







　昨日きのうは結けっ局きょく、門もん限げんまでに家いえに帰かえれず、マザーにはこっぴどくしかられてしまった。おかげで絶ぜつ滅めつ種しゅの『ヤンキー』に会あえたことも言いいそびれてしまった。でも、それでよかったのかもしれない。マザーは、ボクが絶ぜつ滅めつ種しゅに夢む中ちゅうになっているのをあまりよく思おもっていないみたいだから。

　ボクが図ず鑑かんを読よんでいると決きまってマザーは、宿題ホームワークをしたか、スクールの授業クラスワークにはついていけているか、などと聞きいてくる。ボクは宿題ホームワークもちゃんとしているし、授業クラスワークにも問もん題だいなくついていっている。ただ、じつをいうとスクール自じ体たいはあまり好すきではなかった。

　だからこうしてスクールにいるときは、大だい好すきな絶ぜつ滅めつ種しゅのことを考かんがえながらぼーっと窓まどの外そとをながめている。本ほん当とうだったら、スクールに来きてから帰かえるまで、ずっとそうしていたいけれど、そうさせてくれないひとたちがいる。だから、ボクはスクールが嫌きらいだ。

「ヘイ、ヒラナリ。また死しんだ生いき物ものの妄もう想そうごっこか？」

　今日きょうも来きたか、とボクはげんなりした。クラスメートのタイラくん。ホームルームが終おわるとだいたいボクの席せきに近ちかづいてきてこの質しつ問もんをしてくる。

「『死しんだ』んじゃないよ、タイラくん。『絶ぜつ滅めつ』したんだ。もうこの世せ界かいには存そん在ざいしていないってことだよ。」

「それを、死しんだっていうんじゃないのかよ～、ヒラナリ～。」

　耳みみが痛いたくなるようなかん高だかい声こえで反はん論ろんしてきたのはケニーくん。いつもタイラくんといっしょになってボクをからかっておもしろがっている。

「生いきたり死しんだりは個こ体たいの生いき物ものに関かかわることで、絶ぜつ滅めつはその種しゅ全ぜん体たいが存そん在ざいしなくなることだってティーチャーも言いってたでしょ。」

「また難むずかしいこと言いってるぅ。ちょっと頭あたまがいいからってすぐワタシたちをバカにするのよね、ヒラナリって。ねえ、そう思おもわないみんなぁ？」

　クラスメート全ぜん員いんにむかってそう投なげかけたのは、このクラスのリーダー的てき存そん在ざい、ソフィさんだ。彼かの女じょにはだれもさからえない。クラスのみんなもニヤニヤしながらこちらの様よう子すを観かん察さつしている。

「そんなつもりはないよ、ソフィさん。」

　彼かの女じょのほうを見みないようにしてボクは答こたえた。ソフィさんの持もつ不ふ思し議ぎな「チカラ」を避さけるためだ。なぜだかわからないけど、彼かの女じょの目めを見みてしまうと、自じ分ぶんの気き持もちに反はんして彼かの女じょに言いわれたとおりの行こう動どうをとってしまうんだ。

「ヘイ、ヒラナリ！　ちゃんとソフィさんの目めを見みて答こたえろよ。失しつ礼れいだろ！」

　タイラくんがボクのデスクをたたいてどなる。こうなるといつものパターンだ。ボクはタイラくんの攻こう撃げき的てきな態たい度どがすごく苦にが手てで、カラダが固かたまってしまう。するとソフィさんがボクの目めをのぞきこんで、ゆっくりと、まるで小ちいさな子こどもに言いって聞きかせるように命めい令れいしてくるんだ。

「そう。いい子こね。ヒラナリ。じゃあ、いつもみたいにあなたのだ～い好すきな絶ぜつ滅めつした生いき物もののマネをして、クラスのみんなに絶ぜつ滅めつ種しゅの生せい態たいをレクチャーしてちょうだい。」

　ソフィさんがそう言いうと、タイラくんが待まってましたとばかりにさけぶ。

「ツッチノッコ！」とケニーくんもガラスをつめで引ひっかいたような声こえでさけぶ。
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「ツッチノッコ！」

　クラスのみんなもそれに合あわせて手て拍びょう子ししながらさけぶんだ。

「ツッチノッコ！」

　ボクのクラスはこんなくだらないことのときだけ一いっ致ち団だん結けつする。ちなみに、『ツチノコ』はおなかの部ぶ分ぶんがぷっくりとふくらんでおり、二メートルはジャンプしたといわれている伝でん説せつのヘビだ。しかし、『ツチノコ』は実じっ際さいに存そん在ざいしたかどうかが確かく認にんできていない『未み確かく認にん生せい物ぶつ』であって、ボクの愛あいする『絶ぜつ滅めつ種しゅ』ではない。でも、彼かの女じょたちにとって、そんなことはどうでもいいんだ。ボクの両りょう手てと両りょう足あしをしばって、手て足あしのない『ツチノコ』のようにし、その状じょう態たいのボクをみんなで放ほうり投なげる「遊あそび」がしたいだけなんだ。放ほうり投なげたあとにキャッチしてくれるならまだいい。宙ちゅうに放ほうり投なげられたボクは、そのまま床ゆかにたたきつけられる。このときばかりは、クラスメートのみんなと地ち球きゅうの重じゅう力りょくを憎にくまずにはいられない。ボクが反重力アンチグラビティシューズを愛あい用ようしているのは、このときに植うえつけられた重じゅう力りょく恐きょう怖ふ症しょうのせいでもある。

　こんなことをさせられるのはいやなのに、ソフィさんに命めい令れいされたボクは、立たちあがって、自みずからタイラくんたちに近ちかづいていってしまう。カラダが勝かっ手てに動うごいてしまうんだ。

　タイラくんがボクの手て足あしをしばろうとしたとき、窓まどの外そとからボクをよぶ声こえがした。

「おーい、ヒーラーナーリー！」

　この声こえはとおるさんだ。突とつ然ぜんの大おお声ごえにみんなもソフィさんもびっくりしている。そのせいなのか、ボクのカラダは自じ由ゆうに動うごくようになった。ボクはおどろいているタイラくんたちをかわして、窓まどに近ちかづいた。

「とおるさーん！」

「おお、ヒラナリー。」

　とおるさんは、ゲートの向むこう側がわに立たっていた。昨日きのうとまったく同おなじかっこうだ。かかとをふんだ『ローファー』に『ボンタン』、おなかが見みえている『短たんラン』に、バチッと決きまった『リーゼント』。とおるさんは、ボクを見みつけると両りょう手てをふってくれた。

「とおるさーん。どーして、ここにー？」

　ボクはふだん出ださないような大おおきな声こえで、ゲートの向むこうのとおるさんに問といかけた。

「おめーよー、昨日きのう、オレと会あったあとによー、これ落おとしていったろー？」

　遠とおくてよくわからないが、とおるさんは右みぎ手てにカード型がたのものを持もっている。ボクの持もち物ものでカードの形かたちをしているものといえば、スクールのＩアイＤディーしかない。どうやら、ボクは昨日きのう、ひっくり返かえったときに大だい事じなＩアイＤディーカードを落おとしてしまっていたらしい。とおるさんはそれを拾ひろってわざわざ届とどけに来きてくれたんだ。

「ありがとー。いま取とりに行いくよー。」

　幸こうか不ふ幸こうか今日きょうは自主学習セルフスタディの日ひだ。ティーチャーはいない。もしとおるさんが来こなかったら、一いち日にち『ツチノコ』として放ほうり投なげられ続つづけただろうが、とおるさんが来きたことでみんなもそれどころではなくなっている。さっそくボクはクラスルームを出でてゲートのほうにむかった。

　ゲートに着つくと、とおるさんは守衛ロボガーディアンに押おさえつけられていた。

「おお、ヒラナリ。なんだよ、このロボットみてーなのは。オレはヒラナリのダチだって言いってもぜんぜん聞きく耳みみ持もたねーんだよ。」

「とおるさんとボクが友ともだち？」

「あ？　ちげえのか？」

「いや、ボクなんかが友ともだちでいいのかな、って。」

「はあ？　何なに言いってんだ。オレを見みて引ひいちまうどころか、喜よろこんでくれて。ツッコミまでほめてくれてよ。オレはうれしかったんだよ。むしろオレのほうがおまえとダチになりてーんだよ。」

　ボクは感かん激げきしてしまった。でもその反はん面めんはずかしくもあった。とおるさんを『絶ぜつ滅めつ種しゅ』としてしか見みてなかった自じ分ぶんを、とおるさんは友ともだちだと思おもってくれていた。図ず鑑かんの中なかの『ヤンキー』ととおるさん自じ身しんはちがう。図ず鑑かんが間ま違ちがっていたわけじゃない。ボクの考かんがえ方かたがおかしかったんだ。とおるさんに友ともだちだと言いわれてうれしいはずなのに、ボクはひどく落おちこんでしまった。

「おいおい、そんなにオレとダチになるのがいやなのかよ。」

「ち、ちがうよ！　そんなわけない！　うれしいよ。」

「ならよかった。じゃ、ヒラナリよ、ダチとしてまずはこのロボットみてーなのをなんとかしてくんねーか？」

「そういえば、とおるさん、どうして警備ロボガーディアンにつかまってるの？」

「オレが聞ききてーよ！」

　とおるさんは両りょう手てを警備ロボガーディアンにつかまれているので、『リーゼント』の先さきっぽで宙ちゅうをたたいてツッコんだ。

　ボクは警備ロボガーディアンに事じ情じょうを説せつ明めいしてとおるさんをはなしてもらった。

「いちち。こいつらすげー力ちからつえーな。」

「とおるさん、ＩアイＤディーを届とどけてくれてありがとう。」

「おお、たぶん大だい事じなもんだろうと思おもってよ。ま、そいつのおかげでオレもヒラナリにまた会あえたんだけどな。」

　それはボクも同おなじだよ、と心こころの中なかで答こたえた。もう一いち度どとおるさんに会あうにはどうしたらいいか考かんがえていたところだったから。

「で、うしろのやつらはおまえのダチ公こうか？」

　ボクはおどろいてふりむいた。するとソフィさん、タイラくん、ケニーくんがニヤニヤしながらボクととおるさんを囲かこんでいた。

「ヘイ、ヒラナリ。なんだよ、そのクレイジーなかっこうしたやつはよ。」

「変へんなの～。全ぜん身しん真まっ黒くろで、ワタシの大だい嫌きらいなあの虫むしみたい。」

「ソフィさん、それってゴキブリのことだろ～？　くくっ。」

「ちょっと、ケニー、その名な前まえを出ださないで！　聞きくだけで吐はき気けがするんだから。」

　三人にんはとおるさんが『ヤンキー』だと気きづいてない。好すき勝かっ手て言いってバカにしている。

「なんだと、コラァ！」

　とおるさんがボクの横よこを抜ぬけて三人にんの前まえに立たった。こうして見みると三人にんの中なかでいちばん背せの高たかいタイラくんよりも、さらに頭あたまふたつ分ぶんとおるさんのほうが大おおきい。それでも、三人にんはとおるさんをちっともこわがる気け配はいがない。おそらくソフィさんがいるからだろう。彼かの女じょの目めを見みてしまったら、とおるさんだって言いいなりになってしまうかもしれない。

「ちょっとあなた、ワタシの目めを見みなさい。」

「あ？　なんだ？　ガンのつけあいでもしよーってのか？」

　とおるさんはソフィさんの正しょう面めんに立たって、顔かおをぐぐっと近ちかづけた。

「とおるさん、その子この目めを見みちゃダメだ！」

　ボクがさけんだときには遅おそかった。とおるさんはしっかりとソフィさんの目めをにらみつけている。

（ああ、とおるさんが彼かの女じょたちのおもちゃになるのなんか見みたくない。）

　ボクはふたりから目めをそらした。

（やめてくれ！　そのひとは、あの有ゆう名めいな『ヤンキー』なんだぞ。ケンカジョートー、ケンナイサイキョーの『ヤンキー』なんだぞ。）

　ボクは目めをつむり、背せを丸まるめ、何なにもできない自じ分ぶんを本ほん当とうにくやしく思おもった。

　しかし、いつまでたってもソフィさんは何なにも言いいださない。おそるおそるふたりを見みると、とおるさんは顔かおを前ぜん後ごにゆらしながらソフィさんに近ちかづいていた。リーゼントの先さきっぽがいまにもソフィさんのおでこに当あたりそうだ。でも当あたらない。なぜなら、ソフィさんが少すこしずつうしろに下さがっているからだ。ソフィさんは、何なにが起おきているのかわからないという顔かおで、おびえていた。タイラくんやケニーくんも同おなじ表ひょう情じょうだ。どうやら、とおるさんにはソフィさんのチカラが効きかないみたいだ。
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　ついに、とおるさんのリーゼントがソフィさんのおでこにこつんと当あたった。そのひょうしにソフィさんは尻しりもちをついてしまった。

「ソフィさん！」

「ヘイ！　大だい丈じょう夫ぶかい。」

　ふたりがソフィさんにかけ寄よる。

「へへ、オレのガンつけに勝かてるのはクニサキ先せん輩ぱいくらいよ。」

　ソフィさんは尻しりもちをついたまま、とおるさんにむかって言いった。

「あ、あなた、いったいなんなのよ！」

「何なにって言いわれてもな。それじゃ、自じ己こ紹しょう介かいといきますか。」

　とおるさんはちらっとボクのほうを見みて、三人にんにむかって自じ己こ紹しょう介かいをはじめた。

「オレの名な前まえは福ふく家いえとおる。十四歳さいだ。勉べん強きょうはからっきしだが、ケンカ上じょう等とう、県けん内ない最さい強きょう目め指ざしてる。そこのヒラナリとは昨日きのうからダチになったんで、そこんとこ夜よ露ろ死し苦くぅ！」

（出でたー、『ヨロシクゥ』。）

　ボクはとおるさんのかっこいい自じ己こ紹しょう介かいに感かん激げきしていた。だが、三人にんは口くちを開あけてぽかんとしている。特とくにソフィさんのあの顔かお。クラスの窓まどからこちらをうかがっているみんなにも見みせてあげたい。ボクは楽たのしくなってしまって、つい声こえを出だして笑わらってしまった。

「ヘイ、ヒラナリ。なに笑わらってんだ。ソフィさんにこんなことして、明日あしたからどうなるかわかってんのか！」

　ボクはその言こと葉ばでわれに返かえって、ぞっとした。『ツチノコ』よりも、もっとひどい仕し打うちを受うけるかもしれないと思おもうと、明日あしたからスクールになんか来こないほうがいいかもしれない。でも、マザーがそんなことゆるしてくれるはずもない。ボクの顔かおはみるみる青あおくなっていく。しかし、ボクがだまっていると、とおるさんがひと言こと。

「おい、おまえら、もしかしなくてもいじめっ子こだな。かーっ、かっこわりー。大おお勢ぜいでひとりをいじめてよ。おい！　そこの窓まどから見みてるおめーらもいっしょだかんな！」

　とおるさんの大おおきな声こえで、クラスメートたちはいっせいに窓まどからかくれた。

「気きに入いらないことがあんなら、正せい々せい堂どう々どうタイマンでやれや。」

　タイラくんもケニーくんもソフィさんも、そしてボクもぽかんとしてしまっている。

「お、もしかして、タイマンもわかんねーか。一対たい一でって意い味みだよ。」

　なるほど、それなら正せい々せい堂どう々どうだ。ただ、ボクはとおるさんに言いわなければならない。『タイマン』という方ほう法ほうでもタイラくんやソフィさんに勝かてる自じ信しんはないよ、と。そんなボクの心こころを読よんだかのように、とおるさんはこっちを見みながら言いった。

「ま、ヒラナリだけでどうしようもないときは、オレが助すけ太だ刀ちしてやるけどよ。それが、ダチってもんだしな。」

「とおるさん。」

　ボクは今日きょう何なん度どとおるさんをかっこいいと思おもっただろう。「かっこいい。」って口くちから出でちゃいそうだ。

「かっこいい♥」

（あれ、ボクは言いってないぞ？）

　声こえのしたほうを見みるとソフィさんがとおるさんを見みつめてぽーっとしている。まさか、いまのセリフはソフィさんの口くちから出でたものだろうか。

「こんなひと、初はじめて♥」

　やっぱりソフィさんだった。彼かの女じょがこんな表ひょう情じょうするなんて。タイラくんとケニーくんもボクと同おなじ気き持もちのようだ。ソフィさんを見みて、おどろきのあまり固かたまっている。とおるさんは気きづいていないのか、気きにしていないのか、いたって普ふ通つうだ。

「なあ、ヒラナリ。今日きょうはこの感かんじだと、自じ習しゅうだろ？」

「うん、まあ、そんなとこ。」

「じゃあよ、フケちまおうぜ。」

「『フケル』？」

「あー、サボるってことだよ。」

「『サボル』？」

「なんだよ、そっちもかよ。んー、要ようはここを出でて遊あそびに行いこうぜってことだよ！」

「ええ！　だって、スクールには休やすまず行いきなさいってマザーが……。」

「たまには息いき抜ぬきも必ひつ要ようだよ。」

　そう言いって、とおるさんはボクの腕うでをつかむと、そのままゲートを抜ぬけて外そとに出でてしまった。そこには見みたこともないバイクが一台だい。丸まるい輪わっかがふたつついていて、ハンドルの前まえには編あみこまれたバスケットのようなものがついている。とおるさんはそれにまたがると、うしろにボクを座すわらせた。

「いいだろ、オレの愛あい車しゃ。シューティングスター号ごうだ。」

　ボクらがどこかへ行いこうとしたことで、やっと正しょう気きに戻もどったタイラくんがさけんだ。

「ヘイ、ヒラナリ、逃にげんのかよ！」

　すると、とおるさんがタイラくんにビシッと人ひと差さし指ゆびをむけて言いった。

「さっきも言いったろ。ヒラナリはオレのダチだ。オレのダチに手てを出だすやつはゆるさねえぞ。二に度どとこいつによけいなことすんじゃねーぞ。」

　タイラくんが何なにか言いおうとする前まえに、ソフィさんが答こたえていた。

「はい！　あなたの『ダチ』に手てを出だしたりしません、絶ぜっ対たいに。」

「ソ、ソフィさん。」

　ふたりは納なっ得とくいかないという顔かおで、ソフィさんを見みつめた。するとその視し線せんをそのまま見みつめ返かえしてソフィさんは言いった。

「絶ぜっ対たいにヒラナリには手てを出ださないわよね。」

「は、はい。」

　やっぱりソフィさんのチカラはとおるさん以い外がいには効きくようだ。ふたりは素す直なおにうなずいていた。

「よーし、わかればよろしい。じゃ、ちょっくらヒラナリは借かりてくぜ。」

　とおるさんが『シューティングスターゴウ』をこぎだそうとすると、ソフィさんがよび止とめた。

「あ、あの！」

「なんだよ、まだなんかあんのか？」

「いえ、また会あえますか？」

「あ？　ああ、オレはこの町まちに越こしてきたんだ。またいつでも会あえるぜ。」

　ソフィさんは、それを聞きくとうれしそうにほほ笑えんだ。

「さて、行いくかヒラナリ！」

　とおるさんが勢いきおいよくこぎだした『シューティングスターゴウ』は、ぐっと加か速そくしてスピードに乗のりはじめた。

「でも、とおるさん、行いくってどこに？」

「あ？　それはおまえが決きめろよ。オレはこの町まちに越こしてきたばっかだぜ。」

「えー、そんなこと言いっても。」

　そう言いっている間あいだにもスクールはどんどんうしろに遠とおざかっていく。ソフィさんたちの姿すがたも、もう小ちいさくて見みえない。初はじめてスクールを休やすんでしまった。きっとあとからマザーにしかられる。それなのに、ボクの顔かおはにやけている。わかっている。楽たのしくて、楽たのしみで仕し方かたがないんだ。

「とおるさん！」

　びゅんびゅんと風かぜを切きる音おとに負まけないように、とおるさんの背せ中なかに話はなしかけた。

「行いき先さきは決きまったか、ヒラナリ。」

「見みせたいものがあるんだ。」

「よっしゃ。じゃ、そこまでの道みち案あん内ない頼たのんだぜ！」

「うん！」

　とおるさんのこぐ『シューティングスターゴウ』で、ボクらはタウンのはずれにある丘おかを目め指ざして、いっそう強つよく風かぜを切きって進すすんでいった。





3　絶ぜつ滅めつ種しゅ『ペット』を語かたる







　ボクらの住すむタウンのはしには、タウンをぐるりと見み渡わたせるくらいの小こ高だかい丘おかがある。ボクのホームもそのふもとあたりにあるのだけれど、いま目め指ざしているのはホームではない。丘おかの頂ちょう上じょうでとおるさんに見みせたいものがふたつあるんだ。

　丘おかを目め指ざしている途と中ちゅうで、ボクらが乗のっているちょっと変かわったバイクが『ママチャリ』というものであることを、とおるさんが教おしえてくれた。『シューティングスターゴウ』はとおるさんがつけた名な前まえだそうだ。「ヤンキーがただのママチャリに乗のってたらダサいだろ。」と、とおるさんは言いい訳わけっぽくつぶやいた。ちなみに『ダサイ』は『シブイ』の逆ぎゃくで、かっこ悪わるいということらしい。

　とおるさんと話はなしていると、言こと葉ばもたくさん絶ぜつ滅めつしてしまっているんだな、と感かんじる。とおるさんが前まえに住すんでいたタウンには、まだまだボクの知しらない生いき物ものも言こと葉ばもたくさん残のこっているのだろうか。ボクは、『シューティングスターゴウ』のうしろで、いつかとおるさんといっしょに、そのタウンへ行いってみたいなと考かんがえていた。

「おい、ヒラナリ！」

　とおるさんが『シューティングスターゴウ』を止とめて、ボクの名なをよんだ。

「このまま、まっすぐでいいんだよな？」

「うん、もう丘おかのふもとだから、この坂さかをのぼれば頂ちょう上じょうだよ。」

「のぼれば、っておまえ……。」

「ん？　とおるさん、どうかした？」

「こんな急きゅうな坂さか、オレの地じ元もとでもなかったぜ。これをニケツでのぼんのはちょっと……。」

　そうか。『ママチャリ』はこのふたつの輪わっかで走はしっているんだ。ボクらがふだん使つかっているバイクには反重力アンチグラビティの装そう置ちがついているから、坂さかとか気きにしたことがなかったけれど、反重力アンチグラビティなしでのぼるのは大たい変へんにちがいない。

「とおるさん、ボクおりるよ。『ママチャリ』は押おしてのぼろう。」

「な、なめんなよ、ヒラナリ。オレとこの『シューティングスターゴウ』にのぼれない坂さかなんてねーんだよ！　そのままうしろに乗のっとけ！」

　そう言いうと、とおるさんはさけびながら『シューティングスターゴウ』を発はっ進しんさせた。

「ううううおおおおおりゃぁぁぁあああああ！！！」

　とおるさんはサドルからおしりをはなし、立たっている状じょう態たいでガシガシとこいでいる。

（すごい、すごい！　どんどん坂さかをのぼっていくや。）

　やっぱりとおるさんは普ふ通つうじゃない。このまま一いっ気きに頂ちょう上じょうまで行いけそうだ。

　しかし、その勢いきおいも長ながくは続つづかなかった。坂さか道みちを半はん分ぶんと少すこしのぼったところで、とおるさんの足あしが動うごかなくなってしまったのだ。ボクらは『シューティングスターゴウ』からおりて、『ママチャリ』を押おしながら歩あるいてのぼった。

「はあ、はあ……、すまねえ、ヒラナリ。オレ、ダッセーな。」

「はあはあ、はあはあ。ダ、ダサク、なんか、ないよ。あそこまで、ア、反重力アンチグラビティも、なしで、のぼれる、なんて、と、とおるさんは、すごいよ。」

　ボクもとおるさんに合あわせてシューズの反重力アンチグラビティダイヤルを「ゼロ」にしていたから、話はなすのも、とぎれとぎれになるくらい息いきが切きれてしまっていた。

　なんとか頂ちょう上じょうに着ついたときには、ふたりとも息いきが切きれて話はなすこともできなくなっていた。芝しば生ふがあったので、そこに寝ね転ころんで息いきを整ととのえる。

「はあー、着ついたぜー。」

「はあはあ、歩あるいてのぼるのがこんなに大たい変へんだとは知しらなかったよ。」

「で、ヒラナリよ、オレに見みせたいものってなんだ？」

　ボクはまだ息いきがはずんでいたけど、とおるさんはもう平へい気きそうだ。

「はあはあ、もう少すこし行いったとこにボクの秘ひ密みつの場ば所しょがあるんだ。」

　とりあえず『シューティングスターゴウ』はここに置おいて、とおるさんをボクのとっておきの場ば所しょに案あん内ないする。丘おかの頂ちょう上じょうはタウンのみんなが集つどうパークのようになっているのだけれど、ボクらがのぼってきた坂さか道みちとは逆ぎゃく側がわのほうに少すこし下くだると、ちょっとしたスペースがある。そこは木きやしげみにかくれて、パークからは見みえないようになっている。

　しげみを抜ぬけて、その秘ひ密みつのスペースにたどり着つくと、とおるさんが歓かん声せいをあげた。

「おおおおお！　なんじゃこりゃー！　すっげーなー。」

「でしょ？　これを見みせたかったんだ。」

　ボクらふたりの目めの前まえには金きん色いろの景け色しきが広ひろがっていた。一いち面めんの小こ麦むぎ畑ばたけだ。ボクらのタウンはぐるりと広こう大だいな小こ麦むぎ畑ばたけに囲かこまれている。この小こ麦むぎがボクらのタウンをずっと昔むかしから支ささえてくれているとマザーが教おしえてくれた。だけど、タウンのひとたちはそれが当あたり前まえすぎて、この景け色しきをすごいとも、見みようとも思おもわないみたい。でも、ボクはこの美うつくしい景け色しきが大だい好すきだった。とおるさんもきっと気きに入いってくれると思おもったけれど、当あたりだった。
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「ほんと、すげーなー。」

「ちょうど収しゅう穫かく前まえの季き節せつでよかったよ。」

「すげーなー。」

「はは。とおるさん、さっきから『すげーなー。』しか言いってないよ。」

「いや、マジですげーからさ。」

「『マジ』？」

「『本ほん気き』と書かいて『マジ』って読よむんだよ。」

「へえー。」

「それにしてもこの町まちは自し然ぜんが多おおいよな。やっぱ田舎いなかだからか？」

「『イナカ』はよくわかんないけど、このタウンでは人ひとひとりに対たいして木きを十本ぽん植うえなければいけないんだよ。」

「へー、ずいぶんとエコな決きまりだな？」

「『エコ』？」

「地ち球きゅうにやさしいって意い味みじゃなかったっけな。つか、あんまオレの説せつ明めいを信しんじんなよ。自じ慢まんじゃねーけど、オレ、成せい績せきは下したから数かぞえたほうが早はやいくらい頭あたま悪わるいんだからよ。」

「うん。」

「そこは、『そんなことないよー。』って言いっとけよ！」

　とおるさんの手ての甲こうがシュパッと宙ちゅうを切きる。

「はは。で、とおるさん、じつはもうひとつ見みせたいものがあるんだ。」

「ん？　まだあんのか。この景け色しきだけでもじゅうぶんおどろいたけどよ。」

　ボクは秘ひ密みつのスペースのはしにあるボックスのほうにとおるさんを連つれていった。

「お、この箱はこん中なかに何なにか入はいってんのか？」

　ボクはあえて答こたえを言いわずに、だまってボックスを開あけた。とおるさんはボックスの中なか身みを見みてさけんだ。

「おお！　こいつは、ロボケンじゃねーか！」

　その言こと葉ばに、ボクのほうがびっくりした。まさかとおるさんが知しっているとは思おもわなかったからだ。そう、ボックスの中なかにはかつて『ロボケン』とよばれて大だい流りゅう行こうした、イヌの形かたちをしたロボットが入はいっていた。

「とおるさん、知しってるの？」

「おおよ、オレのダチにも持もってるやつがいたな。こいつはヒラナリのか？」

「うん。いや、正せい確かくに言いうとここで拾ひろったんだ。こういうアニマルタイプのロボットは大おお昔むかしに製せい造ぞうされなくなったって聞きいてたから、ずっと前まえからここにあったんだと思おもう。」

「ふーん。こいつ動うごくのか。」

「うん。ただ、あまり長ながい時じ間かんはムリだけど。」

　そう言いってボクはロボケンをボックスから取とり出だしてスイッチを入いれた。

「キュイーンキュイーン。」

　ロボケンはぎこちなく動うごきだすと、しっぽをふって、とおるさんにすり寄よった。

「おお、なんだ、こいつ。ずいぶんひとなつっこいな。」

「とおるさんのことが気きに入いったみたいだね。」

「オレ、イヌには好すかれるたちでよ。ところで、こいつ名な前まえはなんていうんだ？」

「名な前まえ？　そんなのないよ。」

「おいおい、こいつはおまえのペットみたいなもんだろ？　名な前まえくらいつけてやれよ。」

『ペット』と言いわれて、ボクの頭あたまにはいつもの【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】が浮うかんだ。たしか、かわいがったり、大だい事じにしたりするためにひとが飼かう生いき物もののことだ。その代だい表ひょうがイヌだったと記き憶おくしている。昔むかしはイヌも普ふ通つうにたくさんいたらしい。いまでは、セントラルのドッグミュージアムに行いかないと見みられないけれど。

「オレも飼かってるんだぜ、イヌ。雑ざっ種しゅだけどな。ロッキーっていうんだ。強つよそうだろ？」

「とおるさん、イヌ飼かってるの？　ロボットじゃなくて？　本ほん物もののイヌ？」

「おお、今こん度ど見みに来こいよ。オレに似にてバカでよ、人ひと見み知しりしねーんだ。きっとヒラナリにもすぐなつくぜ。」

「いいなー、『ペット』まで飼かってるんだ～。」

　ボクは、絶ぜつ滅めつ種しゅだからという理り由ゆう以い上じょうに、『ペット』を飼かえるということがうらやましくて仕し方かたなかった。

「なんだ、おめーんとこはペット禁きん止しなのか？」

「禁きん止しというか、ほかの生いき物ものといっしょに生せい活かつしちゃダメなんだ。」

「なんでよ。」

「死しぬから。」

「は？」

「死しんじゃうものといっしょに暮くらしちゃダメなんだ。」

「そりゃまた、おめーんとこも極きょく端たんだな。でも、ちょっとわかるぜ。」

　そう言いうと、とおるさんは腕うでの中なかのロボケンを見みつめながら話はなしはじめた。

「じつはよー、オレんち、ロッキーの前まえにもイヌを飼かってたのよ。」

「そうなんだ。」

「きよしって名な前まえでよ。これは、うちのかあちゃんがつけたらしいんだけど、オレが生うまれたときには、すでにきよしは家いえにいたわけよ。」

　どうやらとおるさんは昔むかしを思おもい出だしながらしゃべっているみたいだ。ボクはしばらくだまって聞きくことにした。

「ガキのころからいっしょだからよー。もうなんつーか、いっしょにいるのが当あたり前まえっつーか。だから、それがいつかは終おわるって知しったときは、なかなか理り解かいできなかったなー。ほら、オレ、バカだからよ。」

　そう言いうと、とおるさんはやっとボクのほうを見みてくれた。でも、その顔かおは笑わらっているのに泣ないているみたいで、出で会あって間まもないボクだけど、それはとおるさんらしくない表ひょう情じょうに思おもえた。

「オレが九歳さいのときだったよ。家いえに帰かえるとさ、いつもは庭にわの小こ屋やん中なかにいるきよしが、居い間まの真まん中なかにいてよ。かあちゃんもオヤジもみんないて、きよしをなでてたんだ。」

　ふたたびとおるさんはロボケンの顔かおを見みつめ、頭あたまをなでながら続つづきを話はなしてくれた。

「んでさ、きよしがもうすぐ死しんじゃうんだって。だから、最さい期ごはみんなでいっしょにいようってさ。」

　とおるさんの横よこ顔がおが、なんだかボクより小ちいさな男おとこの子このように見みえてきた。

「ずいぶん年としとってたのは知しってたし、もうすぐかもって言いわれてはいたんだけどよ。なんかそのままずっと生いき続つづけるんじゃねーかってオレは思おもってたからさ、ぜんぜん納なっ得とくいかなくてよ。『いやだいやだ。』って泣なきわめいたのよ。ダセーよな。」

　ボクはだまって首くびを横よこにふった。

「そしたらさ、じいちゃんがさ。あ、そんときはまだじいちゃんといっしょに暮くらしてたんだけどよ。んで、じいちゃんが言いうんだよ。『とおる、イヌはひとより早はやく死しぬ。それは、イヌのほうがひとよりずっとかしこいからなんじゃ。ひとは自じ分ぶんたちがなんのために生いきているかわかるまで、ひどく時じ間かんがかかる。イヌはそれを生うまれたときから知しっとるんじゃ。だから、ひとみたいに迷まよったり、道みちをふみはずしたりせずにまっすぐ生いきる。目もく的てき地ちにはまっすぐ行いったほうが早はやかろう？　だから、きよしはわしらより先さきに目もく的てき地ちに着ついて、待まっとってくれとるよ。』ってな。」

　とおるさんは、わざと声こえをがらがらにして話はなした。

「『だから、とおるはゆっくりあとから行いけばいい。じいちゃんも先さきに行いって待まっとってやるからな。』じいちゃんはそう言いって、オレにもきよしをなでさせてくれたんだ。」

　わかるような、わからないような、不ふ思し議ぎな感かん覚かくだった。だって、ボクは生いき物ものが死しぬのを見みたことがない。「死し」はひとによくない影えい響きょうを与あたえるものだから近ちかづかないように、といつもマザーがきつく言いっているから。でも、本ほん当とうにそうなんだろうか。今こん度ど、マザーに聞きいてみようとボクは思おもった。

　とおるさんは、ボクからもロボケンからも目めをそらして、しばらく小こ麦むぎ畑ばたけのほうを見みつめていた。やがて、とおるさんらしいすがすがしい笑え顔がおでふりむいた。

「なんか、しんみりした話はなしになっちまったな。」

「とおるさん！」

　ボクは、とおるさんの話はなしを聞きいている途と中ちゅうで決きめたことがあったのだ。

「ボク、このロボケンに『ツヨシ』って名な前まえをつけたいと思おもうんだけど、いいかな？」

「つよし？」

「うん。とおるさんが飼かってた『きよし』みたいにかしこくてまっすぐで、しかも強つよくあってほしいから、『ツヨシ』！」

「いいんじゃねーか。何なによりおまえが考かんがえてつけた名な前まえだ。きっとこいつも喜よろこぶぜ。」

　とおるさんはロボケンをボクに手て渡わたしてくれた。

「ほら、よんでみろよ。」

「うん。」

　ボクは、ロボケンの、いや、ツヨシのほうをむいて、大おおきな声こえでよんでみた。

「ツヨシ！　きみは今日きょうからツヨシだ。」

「ワン！」

　名な前まえをよんだ瞬しゅん間かん、ツヨシは大おおきく鳴ないた。たまたまかもしれない。いや、きっとこの名な前まえを気きに入いってくれたにちがいない。

「なあ、そいつ、まだここに置おいとく気きかよ？」

　ボクは大おおきく首くびをふった。

「いいや、うちに連つれて帰かえるよ。だって、ツヨシはボクの『ペット』だもん！」

「ああ、そうしな。じゃ、そろそろ帰かえるか。」

　ボクはツヨシをかかえ、ふたりで『シューティングスターゴウ』のところまで戻もどった。とおるさんはサドルにまたがると、ボクからツヨシを受うけ取とり、バスケットに乗のせた。

「ほら、ヒラナリ。うしろに乗のれ！　行いきはダセーとこ見みせちまったけど、帰かえりは下くだり坂ざか。シューティングスター号ごうの真しんの実じつ力りょくを見みせてやるぜ。」

　ボクはとおるさんのうしろに乗のった。とおるさんがぐっとこぎだす。坂さか道みちを下くだりはじめた。少すこしずつスピードが出でてくる。目めの前まえにはぽつぽつとライトがかがやきだしたタウンが広ひろがる。空そらはオレンジ色いろからムラサキ色いろに変かわろうとしている。

　でもすぐに景け色しきを見みる余よ裕ゆうはなくなった。『シューティングスターゴウ』はまさに流ながれ星ぼしのように、丘おかをかけおりていく。風かぜがビュンビュン耳みみを切きりさく。タウンのライトも空そらのオレンジ色いろやムラサキ色いろも横よこ一いち文もん字じに流ながれていく。バイクでもこんなスピードで走はしったことはない。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが早はやくなる。こわくなってボクはぎゅっと目めをつぶって、とおるさんの背せ中なかを強つよくつかんだ。

「ヒラナリぃ！　目めぇつぶってんじゃねーだろーなー？」

「え～？」

　風かぜの音おとでよく聞きこえない。

「ヒラナリ、こういうスリルを楽たのしまなきゃ、男おとこじゃねーぜ！　目めぇ開あけて、オレみたいにさけんでみな。」

　そう言いうと、とおるさんはタウン中じゅうに聞きこえそうな大おお声ごえでさけんだ。

「ひゃっほーーーーーーーーー、サイコーだぜー！」

　とおるさんはどうしてこんな状じょう態たいでも楽たのしめるんだろう。信しんじられない。

「ほら、ヒラナリ！」

　ボクはこわくて目めは開あけられなかったけど、がんばってさけんでみた。

「ひゃ、ひゃ、ひゃっっほーーーーー！」

「そうだ！　いいぞ、ヒラナリ！」

　なんだか、さけんでみるとこわいって気き持もちが少すこしうすらいだ気きがする。そーっと目めを開あけてみた。とおるさんの背せ中なか、肩かた、そして『リーゼント』のうしろ頭あたまの向むこうには星ほしがまたたきはじめていた。人じん生せい二度ど目めの門もん限げんやぶり。マザーに怒おこられるのは決けっ定てい的てきなのに、この前まえ以い上じょうにボクの心こころは激はげしくはずんでいた。

「サイコーーーーーーー！」

　今こん度どは心こころの底そこからさけんでいるボクがいた。





4　絶ぜつ滅めつ種しゅ『サラリーマン』を助たすける







　いつものスクールからの帰かえり道みち。でも、いつもはひとりで帰かえっている道みちを今日きょうは四人にんで歩あるいていた。ボクのとなりには終しゅう始しニコニコして機き嫌げんのよさそうなソフィさん。ボクらのうしろにはしかめっ面つらのタイラくんと、笑わらっていいのか怒おこっていいのかわからないという顔かおをしてとまどっているケニーくんがついてきていた。どうして、こんなことになっているかというと、この前まえのスクールでの一いっ件けんが原げん因いんだった。

　どうやらソフィさんはあの日ひから、とおるさんのことが気きになって仕し方かたがないらしい。ボクらが秘ひ密みつの場ば所しょに行いっていた翌よく日じつ、マザーにこってりしかられてげっそりしていたボクに、朝あさイチバンで挨あい拶さつをしてきたのは、なんとソフィさんだった。




「ヒラナリくん、ごきげんよう。今日きょうもいい天てん気きね。」

　ボクは一いっ瞬しゅん、自じ分ぶんがソフィさんに挨あい拶さつをされたという事じ実じつが信しんじられず、まわりをきょろきょろしてしまった。しかし、ソフィさんはしっかりとボクのほうをむいて、もっと信しんじられないセリフを、信しんじられないくらいやさしい声こわ色いろで放はなった。

「ヒラナリくん、顔かお色いろがすぐれないわね。保健室メディカルルームへ連つれていってあげましょうか？」

　ボクはあわてて首くびを横よこにふりながら、状じょう況きょうを理り解かいしようとした。

「そう。でも何なにかあったらすぐにワタシに言いってね。」

　今こん度どは、首くびを横よこにふるわけにはいかない。ボクは無む言ごんでコクコクと縦たてに首くびを動うごかした。

「あ、そうそう。昨日きのうの黒くろずくめのお方かた。とおるさんとおっしゃったわよね。今こん度どお会あいすることがあれば、ソフィがよろしくと言いっていたと伝つたえてくれる？」

　言こと葉ばづかいもいつものソフィさんとちがう。ここでボクはやっと気きづいた。ソフィさんはとおるさんのことが気きになっているんだと。




　その日ひからクラスのだれも、ボクを『絶ぜつ滅めつ種しゅ』のことでからかったりしなくなったし、『ツチノコ』にして、二メートルも放ほうり投なげたりしなくなった。なんとも平へい和わで、穏おだやかなスクールライフを送おくっている。ただひとつ、ずっとこちらをにらんでくるタイラくんの視し線せんを気きにしさえしなければ。

　そうしてワンウィークがたった今日きょう、なぜだか突とつ然ぜん、ソフィさんがいっしょに帰かえろうと言いいだして、いまこんな状じょう況きょうになっている。

　スクールの帰かえり道みちは【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】を読よみながら、というのがボクの日にっ課かなんだけど、ソフィさんたちがいっしょだとそういうわけにもいかない。おそらくソフィさんは、ボクからとおるさんのことについて聞ききたいんだろう。仕し方かたないのでソフィさんの気きがすむまでつきあうことにした。

「とおるさんとはどこで出で会あわれたの？」

　その質しつ問もんにボクはあの日ひを思おもい出だしながら答こたえていた。最さい初しょはソフィさんと話はなすということ自じ体たいに抵てい抗こうと恐きょう怖ふを感かんじていたけれど、話はなしているうちにだんだん熱ねつが入はいってきて、とおるさんのかっこよさや男おとこらしさを、ジェスチャーを加くわえながら一いっ生しょう懸けん命めい話はなしていた。

　そんなボクの話はなしを、とおるさんをイメージしながら聞きいているのか、ソフィさんは、ニコニコとうれしそうだ。ボクの話はなしが一いち段だん落らくすると、ソフィさんから別べつの質しつ問もんがあった。

「とおるさんは、どこに住すんでらっしゃるの？」

「え？　あ、そういえば、知しらない。」

「じゃあ、ふだんは何なにをしてらっしゃるの？」

「たぶんスクールだと思おもうけど、どこに通かよってるかは知しらない。」

「連れん絡らく先さきはご存ぞんじ？」

「……知しらない。」

　ボクは自じ分ぶんがとおるさんのことをほとんど何なにも知しらないことに気きづいてがっくりと肩かたを落おとした。しかし、ボク以い上じょうにソフィさんががっかりしているのにはおどろいた。

「そうなの……。じゃ、次つぎいつお会あいできるかもわからないのね……。」

　てっきりソフィさんは怒おこってボクをなじってくるだろうと思おもっていたので、その反はん応のうにはどうしたらいいかわからなかった。とりあえず、精せい一いっ杯ぱい前まえ向むきな希き望ぼうを伝つたえてはげますことにした。

「で、でも、このあたりで出で会あったわけだし、きっとこの近ちかくに住すんでるんだよ。また会あったら、今こん度どこそ連れん絡らく先さきを聞きいておくから。」

「ありがとう。お願ねがいね。」

　これが、あのおそろしかったソフィさんだろうか。ひとは、変かわれば変かわるものだと思おもった。絶ぜつ滅めつ種しゅだけでなく、生いき物もの全ぜん般ぱんにも興きょう味みのあるボクは、純じゅん粋すいにソフィさんのこの変へん化かをこれからも観かん察さつしていたい気き持もちになっていた。

　とおるさんの連れん絡らく先さきゲットを約やく束そくして、ソフィさんたちとは別わかれた。ここまでケニーくんは相あいづちをうったりして、ボクの話はなしを聞きいてくれていたが、タイラくんはひと言こともしゃべらず、ずっとボクをにらみながらついてきていた。このタイラくんの状じょう況きょうも、ソフィさんの変へん化かと同おなじくらい気きになっている。観かん察さつが必ひつ要ようだとボクは思おもった。

　そんなことを考かんがえながら歩あるいていると、いつの間まにかホーム近ちかくのパークまで来きていた。ここは、マザーに見みつからないように【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】を読よむためによく来きている。帰かえり道みちではソフィさんたちがいて読よめなかったし、今日きょうも寄よっていくことにした。

　しかし、ボクの特とく等とう席せきのベンチには先せん客きゃくがいた。そのひとは何なにをするでもなく、ただぼんやりと地じ面めんを見みつめていた。ボクは別べつのベンチに座すわって、腕うでの空中映写機ホログラムシステムから【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】を映うつし出だして読よみはじめた。

「あの～。」

　だれかの声こえがした気きがしたが、図ず鑑かんに夢む中ちゅうになっていたボクは気きにせず読よみ続つづけた。

「あの～。」

　やはり気きのせいではなかった。顔かおをあげると、ベンチに座すわっていたさっきのひとが申もうし訳わけなさそうにボクの前まえに立たっていた。

「はい。なんでしょう？」

　返へん事じをしながら、ボクはそのひとのかっこうを見みておどろいた。ちょうどいま開ひらいていた図ず鑑かんに描えがかれたイラストとまったく同おなじだったからだ。

『セビロ』とよばれる上じょう下げそろいの服ふく。首くびにはなんのためかはよくわからないが、『ネクタイ』という細ほそ長ながい布ぬのを結むすび、鼻はなの上うえには『メガネ』というものをのせていた。イラストでは『シチサン』とよばれる髪かみ型がたになっているが、目めの前まえのひとはおでこが広ひろくなっていて、髪かみの毛けの量りょうも少すくなそうだった。

　ボクが見みていたページのタイトルには、絶ぜつ滅めつ種しゅ『サラリーマン』と書かかれていた。
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「ちょっとおたずねしたいんですが……。」

『サラリーマン』さんは、さっきよりもさらに申もうし訳わけなさそうに聞きいてきた。

「この公こう園えんには、ハトはいないんですかね？」

「は？　『ハト』？」

「そうです。それか、ハトが集あつまっている公こう園えんがあれば教おしえてくれませんかね？」

『ハト』。たしか、絶ぜつ滅めつはしていないけれど、かなり数かずが少すくなくなって保ほ護ご生せい物ぶつになっているはずだ。『イヌ』といっしょで、セントラルに行いかないと見みることはできない。

「このタウンには『ハト』はいないんです。」

「ハトはいないんですか。」

『サラリーマン』さんは、力ちからなくボクの言こと葉ばを繰くり返かえした。そのまま立たち去さろうとするので、ボクはあわててよび止とめた。

「あ、あの！」

「はい？　なんでしょう。」

　さっきとは立たち場ばが逆ぎゃくだ。

「ちょっとおたずねしたいんですが、あなたは、『サラリーマン』さんですか？」

「はい？」

「いえ、『サラリーマン』をなさっている方かたなのかな～と思おもって。」

「まあ、たしかにサラリーマンですかね。ちょっと前まえまでは『ノーサラリーマン』でしたけど。」

　そう言いって『サラリーマン』さんは力ちからなく笑わらった。

「やっぱり！」

　元げん気きのない『サラリーマン』さんとは対たい照しょう的てきにボクは興こう奮ふんしてしまった。とおるさんという『ヤンキー』との出で会あいに続つづき、絶ぜつ滅めつ種しゅ『サラリーマン』に会あえるなんて、これはもう奇き跡せきとしか言いいようがない。ボクには絶ぜつ滅めつ種しゅと出で会あえる才さい能のうか何なにかあるのではないかという気きさえしてきた。

「すごいや！　まさか『サラリーマン』に会あえるなんて。」

「ずいぶんと喜よろこんでますけど、そんなにサラリーマンがめずらしいですか？」

「めずらしいもなにも、ボクは初はじめて本ほん物ものを見みました。」

「本ほん物ものって……。」

「あれですよね、『サラリーマン』といえば、『マンインデンシャ』！」

「別べつにサラリーマンじゃなくても乗のりますけど、まあ、あれはつらいですね。」

「『カイギ』！」

「よく居い眠ねむりをして怒おこられてました。」

「『セクハラ』！」

「わ、わたしは、したこと、あ、ありませんよ！」

「『ザンギョウ』！」

「ほとんど毎まい日にちサービス残ざん業ぎょうでしたね～。」

「『パワハラ』！」

「うっ！」

「『リストラ』！」

「んぐ……。」

　ボクは何なにかいけないことを言いってしまったのだろうか。『サラリーマン』さんはさきほどにも増まして力ちからなくうなだれてしまった。

「そこ、いいですか。」

　ボクの座すわってるベンチを指ゆびさして、『サラリーマン』さんは言いった。

「ど、どうぞ。」

『サラリーマン』さんはボクの横よこにトスンと力ちからが抜ぬけたように座すわると、ぼそっと切きりだした。

「ちょっと、話はなしを聞きいてもらっていいですか？」

「は、はい。」

「じつはわたし、前まえの会かい社しゃをリストラされまして。一いっ生しょう懸けん命めい働はたらいてたつもりなんですけどね、なんだか新あたらしく上じょう司しになったひとと相あい性しょうが悪わるくて。いえ、ひとのせいにするのはよくないですね。ただ、そのひとが上じょう司しになってからは、わたしが苦にが手てな仕し事ごとや、だれもやったことのないような仕し事ごとばかりをやらされることが増ふえましてね。どうしてもミスが多おおくなっちゃって。気きづけばリストラされてました。」

　どうやら、ボクはこのひとの悲かなしい過か去こにふれてしまったようだ。

「リストラされたあとは、毎まい日にちがヒマでね～。公こう園えんに行いっちゃあ、ハトにえさをあげてたんですよ。そうするとね、ハトがわたしになついてね。公こう園えんに行いくたび、近ちか寄よってくるわけですよ。それがなんだかうれしくてね。こんなわたしでも必ひつ要ようとされる場ば所しょがあるんだ、なんて。で、いやなことがあるとつい公こう園えんに来きてハトを探さがしちゃうんですよ。」

「何なにか、またいやなことがあったんですか？」

　ボクは、気きづけば『サラリーマン』さんの相そう談だんに乗のっていた。

「じつはね、新あたらしい職しょく場ばを紹しょう介かいされて、そこで働はたらきはじめたんですけど……。」

　そこで『サラリーマン』さんは、口くちから何なにかこぼれ落おちてしまいそうなほど、深ふかい深ふかいため息いきをついた。

「その仕し事ごとがまた、わたしがいちばん苦にが手てな機き械かい相あい手ての仕し事ごとで。」

　それはそうだろうとボクは思おもった。このタウンでマシンを使つかわない仕し事ごとはない。やはりこのひとも、とおるさんのように少すこしちがう文ぶん化かを持もった場ば所しょから来きたんだろうか。

「さっきも、ロボットっていうんですかね。その操そう作さをしていたら、えらいことになっちゃって。」

『サラリーマン』さんがそこまで話はなしたところで、パークの入いり口ぐちから大おおきな声こえがした。

「あー、いた！　もう、こんなとこにいたんですか、チーフ。」

　こちらはいたって普ふ通つうの、上じょう下げ一いっ体たいとなった作業着ワーキングスーツを身みにまとった若わかい男だん性せいがこちらに近ちかづいてきた。

「もー、捜さがしましたよ。こんなところで何なにしてんですか。」

『サラリーマン』さんは、そのひとがあらわれると、しゅんとひと回まわり小ちいさくなってしまった。

「あの、ほんと、申もうし訳わけない。」

『サラリーマン』さんは、となりのボクでも聞きこえるか聞きこえないかくらいの小ちいさな声こえで作業着ワーキングスーツの男だん性せいにあやまった。

「は？　なんです？　声こえが小ちいさくて聞きこえませんよ。」

　作業着ワーキングスーツの男だん性せいはニヤニヤしながらそう答こたえた。怒おこっているというよりは、『サラリーマン』さんをバカにしているような言いい方かただ。この感かんじ。ボクも身みに覚おぼえがある。『ツチノコ』をやらされていたころのクラスメートたちがこんな感かんじだった。このひとは、いいひとではないな。直ちょっ感かん的てきにボクはそう悟さとった。

「いや、ちゃんと説せつ明めい書しょどおりにやってたつもりなんですがね。」

『サラリーマン』さんはどうやらミスの弁べん解かいをしようとしているらしい。

「マニュアルどおりにやってて、どうして作さ業ぎょうロボがいっせいにトイレに行いこうとするんですか。」

「いや、なんでですかね？」

「となりのチームから、『おや、ロボットもトイレ休きゅう憩けいですか』ってイヤミ言いわれちゃいましたよ。」

　作業着ワーキングスーツの男だん性せいは口くちの先さきで冷ひややかに笑わらっている。つられて『サラリーマン』さんも口くちだけで笑わらった。

「なに、ヘラヘラしてんですか。」

　作業着ワーキングスーツの男だん性せいは急きゅうに厳きびしい表ひょう情じょうになって『サラリーマン』さんをにらんだ。

「はい。すみません。」

「ともかく、いまもシステムの復ふっ旧きゅうをしているところです。なにしろ、どういじったらああなるのか、だれも見けん当とうがつかないんだから。直なおしようがありませんよ。」

「すみません、すみません。」

『サラリーマン』さんは、ひたすらあやまっている。

「こりゃ、上うえに報ほう告こくするしかないですね。」

『サラリーマン』さんはこの言こと葉ばに敏びん感かんに反はん応のうした。

「いや、それだけはやめてください。もうクビになるわけにはいかんのです。」

「え～、そう言いわれてもなぁ。」

　作業着ワーキングスーツの男だん性せいは最さい初しょのニヤニヤ顔がおに戻もどって『サラリーマン』さんを見み下おろしている。

「あやまります。ほんとあやまるしかできないですけど、なんとかおさめてくれませんか。」

「え～、ただあやまられてもなぁ。」

「どうすればいいんですか。」

「じゃあ、あれ見みせてくださいよ、あれ。『ドゲザ』ってやつ。」

　わかった。この作業着ワーキングスーツの男だん性せいは、『ドゲザ』が見みたくて、わざわざここまで『サラリーマン』さんを追おっかけてきたんだ。なんていやらしいひとなんだ。

　図ず鑑かんにものっていた。『ドゲザ』は、地じ面めんにひれ伏ふして、心こころからの謝しゃ罪ざいを表ひょう現げんする方ほう法ほうらしい。だがその一いっ方ぽうで『ドゲザ』をするほうはプライドをひどく傷きずつけられるとも書かいてあった。『サラリーマン』さんがそんなことをする必ひつ要ようはない。この作業着ワーキングスーツの男だん性せいは、ただ『ドゲザ』が見みたいだけなんだ。

　しかし、ボクの思おもいに反はんして、『サラリーマン』さんはすっとベンチから立たちあがると、一いっ瞬しゅん目めをつぶって何なにかを考かんがえていたが、すぐにひざを折おり、地じ面めんに両りょう手てをついた。

「このとおりです。なんとかクビだけは……。」

　頭あたまを下さげようとしたところで、ボクは反はん射しゃ的てきに声こえを出だしていた。

「ちょっと、待まってください。」

『サラリーマン』さんは、頭あたまを下さげるのをやめ、作業着ワーキングスーツの男だん性せいはボクがいることに初はじめて気きづいたかのように、おどろいた顔かおでこちらを見みた。

「なんだいきみは？　なんで止とめるんだい？」

　作業着ワーキングスーツの男だん性せいは、見みたかった『ドゲザ』を途と中ちゅうで止とめられておもしろくなかったようだ。ボクを見みる目めは敵てき意いに満みちていた。

「『ドゲザ』とは、自じ分ぶんのプライドを捨すてて行おこなう最さい大だい限げんの謝しゃ罪ざいです。聞きいていたところ、このひとはチーフで、あなたはその管かん理りの下もと、働はたらく立たち場ばのようですが？」

「まあ、このひとが新あたらしく職しょく場ばに来きたときに上うえがそう決きめたようだね。」

　作業着ワーキングスーツの男だん性せいは不ふ本ほん意いだけど、という顔かおをしている。

「そうなると、そのチーフに謝しゃ罪ざいをさせるということは、それ相そう応おうの手て続つづきをすでにふんでいらっしゃるんですよね、あなたは？」

「ん、ま、手て続つづき、ね、そりゃ、まぁ。」

　歯は切ぎれが悪わるい。これはあやしい。

「どうなんですか？　ちゃんとした手て続つづきなく職しょく場ばの管かん理り体たい制せいを混こん乱らんさせた場ば合あいは処しょ罰ばつもありうることをご存ぞんじないわけではないですよね？」

「そ、それはもちろん知しってるさ。手て続つづきも、もちろんすませてある。」

　そう言いいながらも、作業着ワーキングスーツの男だん性せいの目めは泳およいだままだ。もうひと押おしだと思おもった。

「本ほん当とうですか？　なんなら、この場ばで確かく認にんさせてもらってもいいですか？」

　ボクは腕うでの端たん末まつを口くち元もとに近ちかづけ、コールするしぐさをした。

「ああ、手て続つづきはまだだよ！　戻もどったらしようと思おもってたんだよ！」

　職しょく場ばにコールされては困こまると思おもったのか、作業着ワーキングスーツの男だん性せいはあわてて前ぜん言げんを撤てっ回かいした。

「ではこの続つづきは、職しょく場ばに戻もどられて手て続つづきをちゃんとすませてからどうぞ。」

「ちっ！　なんだよ、こいつ。チーフ！　先さきに帰かえってますからね！」

　そう言いい残のこして作業着ワーキングスーツの男だん性せいはパークを足あし早ばやに出でていった。よかった、図ず鑑かんでさっき読よんでいた『サラリーマン』のページが役やくにたった。かつてさまざまな『ハラスメント』が原げん因いんで職しょく場ばの人にん間げん関かん係けいがムチャクチャになってしまっていたらしい。そこからいまの『職しょく場ば管かん理り法ほう』が制せい定ていされたと書かいてあった。上じょう司しからの命めい令れいはもちろん、部ぶ下かからの依い頼らいもちゃんと手て順じゅんをふまないと厳きびしく罰ばっせられるという法ほう律りつだ。

「なんだかよくわからないけど、ありがとうございます。」

『サラリーマン』さんは、ひざの土つちを手てではらい落おとしながら、ボクにお礼れいを言いった。

「いえ、なんかあのひとは好すきな感かんじがしなくて。」

「はは、たしかに、気き持もちのいい男おとこではないですね。」

「でも、『サラリーマン』さん。さっき『ドゲザ』をするのにまったく迷まよいがなかったですけど、そんなに簡かん単たんにできるものなんですか？」

「そんなことはないですよ。ひとによっては絶ぜっ対たいにしたくないことだと思おもいますし、わたしもちょっと迷まよいました。」

「だったらなんで？」

「プライドとかよりも、もっと大たい切せつなものがわたしにはあるからですかね。」

「プライドより？」

「大たい切せつなものを守まもるために働はたらくのが『サラリーマン』の使し命めいなんですよ。」

　そう言いう『サラリーマン』さんは、もう小ちいさくなってはいなかった。

「なんて、えらそうに言いってもロボットの操そう作さをミスしたのはたしかですからね。ほんと、機き械かいが苦にが手てで。あと、わたし、頭あたまも悪わるくてダメなんですよね、説せつ明めい書しょとか読よむの。」

　そう言いって少すこしほほ笑えんだ顔かおは、さきほどのような悲かなしそうな笑え顔がおではなかった。

「じゃ、わたしも戻もどって対たい応おうしますね。なんだかたまたまお会あいしただけなのに、ご迷めい惑わくおかけしました。」

　最さい初しょから最さい後ごまで子こどものボクにもびっくりするほどていねいなひとだ。でも、相あい手てによって態たい度どをころころ変かえるひとよりだんぜんいい。ボクはなんとなくとおるさんを思おもい浮うかべていた。たぶん、とおるさんもだれにでも同おなじ態たい度どなんだろうな。大人おとなにも子こどもにも「夜よ露ろ死し苦くぅ。」って言いいそうだ、とそのシーンを想そう像ぞうしていたらつい笑わらってしまった。

「どうしました？」

「あ、すみません。ちょっと知しってるひとと似にてるなぁと思おもったもので。」

「こんなおじさんの知しりあいが？」

「いえ、外がい見けんというか、中なか身みが。」

『サラリーマン』さんはきょとんとしている。

「すみません。気きにしないでください。」

「そうですか。では、失しつ礼れいします。」

　そう言いうと『サラリーマン』さんは深ふか々ぶかと頭あたまを下さげてから、さっとふり返かえり、パークを出でていった。夕ゆう日ひにむかって去さっていく『サラリーマン』さんの背せ中なかは、大おおきく堂どう々どうとしたもので、本ほん当とうにとおるさんに似にているな、とボクは思おもった。





5　絶ぜつ滅めつ種しゅ『シュフ』にごちそうになる







　ボクはあらためて興こう奮ふんしていた。絶ぜつ滅めつしたはずの『ヤンキー』であるとおるさん。この前まえパークで会あった『サラリーマン』さん。十二年ねん間かん生いきてきて一いち度ども遭そう遇ぐうしたことがなかった絶ぜつ滅めつ種しゅに、このツーウィークほどでふたりも。この感かんじだと、あと二、三人にん絶ぜつ滅めつ種しゅと会あえるんじゃないだろうか。

　めずらしくボクはなんの根こん拠きょもない考かんがえ方かたをしていた。ソフィさんのチカラのように、ボクにも特とく別べつなチカラが眠ねむっていたんじゃないだろうか。それが、絶ぜつ滅めつ種しゅと出で会あえるチカラで、最さい近きんになって目め覚ざめたとか。

　そんな妄もう想そうをしていると楽たのしくて仕し方かたなかった。ひとりでニヤニヤして、まわりから見みたらきっと気き味みが悪わるいこと間ま違ちがいなしだ。

「どうしたん、ぼく？　ニヤニヤして気き持もち悪わるい。」

　ボクは飛とびあがりそうになるくらいびっくりした。妄もう想そうしているところに話はなしかけられたというのもあるが、考かんがえていることを読よまれたのかと思おもっておどろいた。

　顔かおをあげると、見み慣なれないけれど、見みたことのあるバイクにまたがった女じょ性せいがいた。そのバイクは、見み間ま違ちがえるはずもない。とおるさんの『ママチャリ』だった。

「あ、『シューティングスターゴウ』！」

　思おもわずボクはバイクを指ゆびさしてさけんでいた。

「あらま、そのダッサい名な前まえ知しってるゆうことは、ぼく、うちのとおるの知しりあい？」

「とおるさんを知しってるんですか？」

「知しってるもなにも。あのバカが何なにか迷めい惑わくかけたりしてへん？」

「迷めい惑わくだなんて、とんでもない。ボク、ヒラナリっていいます。とおるさんには『ダチ』って言いってもらってます。」

「またあのバカは、こんなかしこそうな子こに『ダチ』なんてきたない言こと葉ば教おしえてからに。」

　バイクにまたがった女じょ性せいは、まるでうしろにとおるさんがいるかのように、ふり返かえって言いい捨すてた。

「ん？　ヒラナリ？　いまぼく、ヒラナリって言ゆうた？」

「はい。」

「あんたがヒラナリちゃんか。うちのとおるが、こっち来きて初はじめてできた友ともだちやって言ゆうとったわ。そかそか、ええ子こそうで安あん心しんしたわ。」

　この女じょ性せいはとおるさんのことをよく知しってそうだ。それにしても、これまた見みたことのないかっこうをしている。

　足あし下もとは、シューズでも『ローファー』でもない。スリッパのようだが、底そこの部ぶ分ぶんが木きでできていて分ぶ厚あつい。それをソックスばきの足あしにはいている。ズボンの代かわりにはいているのはおそらくスカートだろうか。ニホンの女じょ性せいがスカートをはいているのを初はじめて見みた。海かい外がいの民みん族ぞく衣い装しょうで男だん性せいがはいているのは何なにかで読よんだことがあるのだけれど。上じょう半はん身しんは、キラキラ、いやギラギラといったほうが正ただしいかもしれない。絶ぜつ滅めつ種しゅの『ヒョウ』が描えがかれた服ふくを着きている。加くわえて、なんと言いったらいいだろうか、服ふくの上うえから、もう一枚まい布ぬのをつけていた。それもカラダの前まえ半はん分ぶんだけ。いったいその布ぬのになんの意い味みがあるのだろう。そして、頭あたまはとおるさんの『リーゼント』よりもっとインパクトがあった。もじゃもじゃで、もこもこで。そうだ、これも図ず鑑かんで見みた。絶ぜつ滅めつ種しゅの『マリモ』。あれにそっくりなのだ。

（さすが、とおるさんの知しりあい。見みた目めからしてすでに強つよそうだ。）

　強つよそうな女じょ性せいは、ボクが全ぜん身しんを観かん察さつしているのに気きづいたようだ。

「あらなに、そんなにじーっと見みて。もしかして、おばちゃんのナイスボディに見みとれてもうた？」

「ナイスボディ」がどういう意い味みで「ナイス」なのかはわからなかったが、ボクは思おもったままを正しょう直じきに答こたえることにした。

「はい。とても強つよそうなナイスボディです。」

「だれが霊れい長ちょう類るい最さい強きょうの女おんなやねーん！」

　強つよそうな女じょ性せいは、ハンドルから右みぎ手てをはなし、手ての甲こうで大おおきく右みぎ上うえの空くうをたたいた。
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「あ、『ツッコミ』！」

「あはは、なんや、まじめな子こやと思おもったけど、いまの、ボケにボケを重かさねてきたんかい。なかなかやるやないの。」

　ボクは『ボケ』てはいないのだが、ここは否ひ定ていしないほうがいい気きがしたのでだまっておいた。

「そや。とおるのお友ともだちやったらちょうどええわ。なあ、ヒラナリちゃん。このへんにスーパーあらへん？」

「『スーパー』？」

「そ。とおるから、コンビニはないって聞きいてたんやけど、まさかスーパーがないってことはないよね？」

「『スーパー』ってなんですか？」

「ウソや！　スーパー知しらへんの？　スーパーマーケット。そうやんなー。今日きょうびの子こらは、スーパーなんかで買かい物ものせえへんもんなー。」

『スーパーマーケット』は記き憶おくにある。たしか絶ぜつ滅めつ種しゅの『シュフ』がよく集あつまる場ば所しょのひとつだ。食しょく料りょうを求もとめて毎まい日にち、決きまった時じ間かんをねらって狩かりに来くる習しゅう性せいがあると図ず鑑かんにあった。

（このひとももしかして、いや、きっとそうにちがいない。）

　いまのボクは絶ぜつ滅めつ種しゅと出で会あえるチカラが強つよくなっている。女じょ性せいに質しつ問もんするときは決けっして間ま違ちがいや失しつ礼れいのないように、とマザーが言いっていたのをボクは思おもい出だし、できるだけていねいにたずねた。

「あの、もしかして、あなたは『シュフ』ですか？」

「あん？　そうやで。よーわかったな。あ、とおるから聞きいとったん？　おばちゃんは、主しゅ婦ふの中なかの主しゅ婦ふ、専せん業ぎょう主しゅ婦ふやで。」

　すごい。『シュフ』よりももっと前まえに絶ぜつ滅めつしたといわれる『センギョウシュフ』だった。ホームのことならなんでもおまかせ。家事ロボットハウスワーカーが一いっ般ぱん普ふ及きゅうするまでは、ニホンにも多おおくいた『シュフ』のプロフェッショナルだ。

「すごい！　ボク初はじめて見みました。感かん動どうだな。握あく手しゅしてもらってもいいですか。」

「なんや、なんや。けったいな子こやね。主しゅ婦ふがそんなにめずらしいんかいな。でも、感かん動どうされるんは気き分ぶん悪わるうないな。ほな握あく手しゅ。」

「わー、ありがとうございます！」

　ボクは『シュフ』さんの手てを両りょう手てでそっとにぎった。指ゆび先さきが少すこし赤あかいのは家事ハウスワークをするからなのだろうか。

「って、ちょー待まった。ヒラナリちゃん、スーパーは？」

「あ、すみません。スーパーマーケットですよね。」

「そやそや。忘わすれるとこやったで。」

「ありません。」

『シュフ』さんは、「ズコー。」と言いいながら、サドルからずり落おちそうになった。

「ないんかい！」

「はい。ありません。」

「ほな、この町まちのひとはどこで食しょく材ざい買かってんの？」

「おうちにフリッジ、いや、冷れい蔵ぞう庫こはありませんか？」

「ああ、あったよ。前まえのが古ふるいんです言ゆうたら、新あたらしい家いえには備そなえつけでありますて。」

「開あけてみました？」

「もちろん。主しゅ婦ふなめたらあかんよ。こっち着ついてイチバンに開あけたわ。」

「そこに食たべ物ものが入はいってたと思おもうんですけど。」

「うん、入はいっとった。ほんまこっちのひと、親しん切せつやな。ぎっちりつまっとって、この二週しゅう間かんは、それでじゅうぶんやったわ。で、食しょく材ざい使つかい切きってもうたから、買かい物ものに出でてきたの。なんかおかしい？」

「帰かえってもう一いっ回かい冷れい蔵ぞう庫こを開あけたらいいと思おもいます。」

「あらま。この子こかしこいと思おもったけど、案あん外がいうちのとおるみたいなとこあんねんね。ヒラナリくん、おばちゃんの話はなし聞きいてた？　冷れい蔵ぞう庫こはもう空からなの。」

「大だい丈じょう夫ぶですよ。またいっぱいになってますから。」

　眉まゆと眉まゆの間あいだにしわをつくって、いいかげんにしろという顔かおを『シュフ』さんがしてきた。おもしろくてやさしそうなひとだけど、こういう顔かおをするところを見みると、とおるさんに近ちかしいひとなんだなと納なっ得とくする。とはいえ、このままイライラさせてしまってはダメだ。ちゃんと説せつ明めいしよう。

「このタウンでは、食しょく料りょうは冷れい蔵ぞう庫こに自じ動どう転てん送そうされるんです。食たべるひとの体たい重じゅうや体たい調ちょうをセンサーで察さっ知ちして、一いち日にちにどのくらいのカロリーや栄えい養よう素そをとればいいか冷れい蔵ぞう庫こが自じ動どうで判はん断だんします。そこからだいたいワンウィークからツーウィーク分ぶんの食しょく料りょうを計けい算さんして転てん送そうするシステムになってます。」

「なになに？　ぜんぜんわからん。でも、要ようは宅たく配はいシステムみたいなもん？」

「ま、そんなとこだと思おもいます。」

「ふーん。」

『シュフ』さんはまだ完かん璧ぺきには納なっ得とくしてくれていないようだけれど、とりあえず、全ぜん面めん的てきに疑うたがうのはやめてくれたようだ。

「ということは、スーパーもないなら、タイムセールもないん？」

「ないと思おもいます。」

「ポイントカードは？」

「ないと思おもいます。」

「万まん引びきＧジーメンは？」

「よくわからないけど、ないと思おもいます。」

「ま、最さい後ごのは冗じょう談だんやけど。そうかー、いろいろないねんなー。便べん利りなんはええけど、なんかさみしいなあ。」

「すみません。」

「なんでヒラナリちゃんがあやまんのよ。おばちゃんたちがこの町まちに引ひっ越こしてきたほうなんやから。こっちが慣なれんとね。郷ごうに入いってはなんとやらよ。」

　よかった。納なっ得とくしてくれたみたいだ。ボクはホッとしつつ、丘おかに行いってからとおるさんと会あっていないことを思おもい出だした。このひとに聞きけば、とおるさんに会あう方ほう法ほうがわかるかもしれない。

「あの、すみません。とおるさんって最さい近きんどこにいるかわかります？」

「ん？　とおる？　会おうてへんの？　あの子こ、昼ひる間まはふらふらしとるからねー。」

　会あえないのかな、そんな気きがしてちょっとがっかりした。

「でも、おなかが空すいたら帰かえってくる子こやから、うちに来くれば会あえるで。」

「ほんとですか？」

「ほんまほんま。いろいろ教おしえてもろうたし、ヒラナリちゃん、今日きょううちでごはん食たべてってーな。」

　絶ぜつ滅めつ種しゅ『シュフ』。しかも、よりめずらしい『センギョウシュフ』のつくる料りょう理りを食たべられる。しかも、とおるさんにも会あえるかもしれない。これは断ことわることなんてできない。ボクはあとから怒おこられるのを覚かく悟ごで、マザーあてにメールを送おくっておいた。簡かん潔けつに、【遅おそくなります。ごめんなさい。】と。返へん事じは待またない。端たん末まつもオフにしておこう。

「じゃ、うしろに乗のり。」

「いや、ボクがこぎますよ。」

「何なに言ゆうてんの、おばちゃん乗のせてこげるわけないやろ。」

「いえ、女じょ性せいにはやさしくとマザーから教おそわっているので。」

『シュフ』さんは、とたんに大おお笑わらいした。

「ははははっ！　ええね。ジェントルマンやん。ありがとう。でも、その気き持もちだけでじゅうぶんよ。こんなおばさんやなくて、もっとかわいい子こと会あったときにやさしくしてあげえ。」

　そう言いって、『シュフ』さんはボクを『シューティングスターゴウ』のうしろに乗のせてくれた。

「ほな、しっかりつかまっときぃよ。」

「はい。」

『シュフ』さんの腰こしはしっかりしていて、ボクが手てをまわしても、おなかの前まえまで届とどかなかった。だからボクは『シュフ』さんがカラダの前まえ半はん分ぶんにつけている用よう途と不ふ明めいの布ぬのをぎゅっとつかんで落おちないように気きをつけた。だって、『シュフ』さんの『シューティングスターゴウ』の運うん転てんは、とおるさんよりはるかに乱らん暴ぼうだったから。

「はい、着ついた。」

　縦たてに横よこに、ゆれにゆれてボクがもう少すこしで「気き持もち悪わるいです。」と申しん告こくしそうな段だん階かいで、『シューティングスターゴウ』は目もく的てき地ちに到とう着ちゃくした。場ば所しょはボクのホームと近ちかかった。『サラリーマン』さんと出で会あったパークをはさんで、うちと反はん対たい側がわに位い置ちしている感かんじだった。

　いつの間まに引ひっ越こしてきたのだろうか。ボクはそう思おもいながらゲートをくぐった。

「わん！」

　本ほん日じつ二度ど目めの飛とびあがりそうなびっくり。ツヨシの鳴なき声ごえと似にているけど、もっと生なま々なましくて力ちから強づよい声こえだ。ボクが横よこを見みると、【ロッキー】と書かいた小ちいさなハウスの前まえで、『イヌ』がしっぽをふっていた。本ほん物ものの『イヌ』は初はじめて見みる。そして絶ぜつ滅めつ種しゅの『ペット』も初はじめてだ。

「もしかして、ロッキー？」

「わん！　わん！」

　ロッキーはボクに飛とびついてきた。とおるさんが言いうとおりひとなつっこい。初はじめてかぐ動どう物ぶつのにおい。「ハッハッハッ。」と小こきざみに吐はく息いきも生なまあたたかくて、生いきているというのを実じっ感かんする。毛け皮がわはふわふわさらさらしていて、ずっとなでていたい気き持もちよさだ。手てにはロッキーの体たい温おんが伝つたわる。

「ロッキー、またずいぶんなついたな。ヒラナリちゃんが好すきみたいやね。」

『シューティングスターゴウ』を置おいて、『シュフ』さんはホームに入はいっていく。

「しばらくロッキーと遊あそんでてええよ。料りょう理りできたらよんであげるから。もうじきしたらみんな帰かえってくるやろ。」

「はい。ありがとうございます。」

　ボクはロッキーとじゃれあいながら待まつことにした。しばらくするとホームの中なかからさけび声ごえがした。

「うっわー！　ほんまに冷れい蔵ぞう庫こいっぱいになっとる！　なんやのこのシステム！　すごすぎるわ！」

　よかった、これで百パーセント信しんじてもらえただろう。『シュフ』さんのさけび声ごえにびっくりしたのか、ロッキーが「きゅうん。」とおびえるように鳴ないたのが、ボクにはおかしかった。




　どのくらいたったろうか。ゲートの外そとから名な前まえをよばれた。

「ヒラナリ？」

　ふりむくと、とおるさんが立たっていた。

「とおるさん！」

「おお、ヒラナリ！　なんでうちにいんだよ。」

「『シュフ』さんに招しょう待たいしてもらったんだ。」

「しゅふ？　ああ、うちのかあちゃんのことか。でっけえマリモみてえだったろ？」

「うん。『ヒョウ』を着きた『マリモ』みたいだった。」

「ははっ、またヒョウのやつだったんかよ。かあちゃん、いつもあの服ふくだかんな。」

　すると中なかからまたさけび声ごえが。

「とおる！　あんたに言ゆわれたないわ！　いつも学がくランのくせに。帰かえってきたなら、手てぇ洗あらって、うがいして、皿さら並ならべんの手て伝つどうてや！　あと、外そと寒さむうなってきたから、ヒラナリちゃんにも入はいってもらって。」

「へいへい。」

　とおるさんは目めで「な、うるせえだろ。」と言いっているようだった。

　とおるさんといっしょにお手て伝つだいをしていると、キッチンからはいいにおいがしてきて、玄げん関かんからはもうひとり帰かえってきた。

「ただいま～。」

　ボクはそのひとの顔かおを見みておどろいた。

「『サラリーマン』さん！」

「ああ、この前まえの公こう園えんの！」

「なんだ、ヒラナリ。オヤジとも知しりあいだったのかよ。」

「知しりあいというか、この前まえちょっと。」

「おかげさまで、なんとかクビにならなくてすみましたよ。」

　そう言いってボクにやさしくほほ笑えんでくれた。

「ちょっと、おとうちゃん、クビってどういうこと？　もう夜よ逃にげは勘かん弁べんしてや。」

「はいはい、大だい丈じょう夫ぶですよ。」

「ま、クビになってもハト神がみさまの道みちがあるけどな。」

　三人にんの会かい話わはテンポがよくて気き持もちいい。それぞれの役やく割わりがしっかりと決きまっている感かんじがする。ボクとマザーの会かい話わとはだいぶちがう。ボクらもおたがいの役やく割わりははっきり決きまっているのだけれど。

　そうこうしているうちに、今日きょうの晩ばんごはんができたようだ。家事ロボットハウスワーカーや自動調理器オートクッカーがつくったものじゃない料りょう理りを食たべるのは生うまれて初はじめてだ。『サラリーマン』さんはなにやら黄き色いろくて泡あわが出でるドリンクをグラスについでいる。とおるさんは、食しょっ器きに山やま盛もりのライスをよそっている。ボクも空あいている席せきに座すわらせてもらう。みんなで食しょく卓たくを囲かこむ。

「いただきまーす。」

　声こえをそろえて食たべはじめる。これも初はじめての経けい験けんだ。

「これ、なんですか？」

「ん？　あ、それはポテサラ。」

「これは？」

「肉にくじゃが。」

「じゃ、これは？」

「粉こふきいも。」

「いもばっかりじゃねーか！」

　途と中ちゅう、とおるさんの『ツッコミ』が入はいる。
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「聞きく順じゅん番ばんの問もん題だいやろ。ほかにもあるやないの。ほら、これも食たべ、ヒラナリちゃん。」

　ほんとにたくさん見みたこともない料りょう理りが並ならんでいた。どれもおいしかった。家事ロボットハウスワーカーや自動調理器オートクッカーがつくる料りょう理りも、栄えい養ようバランスや味あじの好このみを計けい算さんしてつくられているはずなのに、『シュフ』さんの料りょう理りにはぜんぜんかなわなかった。ボクは素す直なおにそのことを聞きいてみた。

「それは、おばちゃんの料りょう理りの腕うでや、と言いいたいところやけど、それだけでもないんやないかな。」

「それ以い外がいもあるんですか？」

「ずばり、おばちゃんの愛あい、やね。」

　とおるさんが手てのひらを口くちの下したに持もってきて、「おえー。」と言いった。

「やかましいわ、とおる！　愛あいこそ最さい大だいの調ちょう味み料りょうやないの！　あとね……。」

「あと？」

「みんなで食たべることが大だい事じかな。ひとりで食たべると、どんなにおいしい料りょう理りでも味あじ気けのう感かんじるもんやからね。な、おとうちゃん。」

「うんうん。」

『サラリーマン』さんは黄き色いろいドリンクを片かた手てにうなずいている。ボクも納なっ得とくした。だって、みんなで食たべるのがこんなに楽たのしいなんて知しらなかったから。でも、とおるさんはひとり真ま顔がおで、ライスを食たべながらつぶやいた。

「うちにもひとりで食たべてるやつがいるけどな。」

「とおる、こら！」

『シュフ』さんがとおるさんを制せいした。以い降こう、そのことが話わ題だいになることはなかった。

　ごはんを食たべている間あいだに、『シュフ』さんは『かおる』という名な前まえで、『サラリーマン』さんは『よしお』さんであることがわかった。かおるさんは「おばちゃん、おじちゃん、でええって。」と言いってくれたけど、ボクはとおるさんに「ヒラナリ」という名な前まえをほめられたこともあり、ぜひ名な前まえでよばせてくださいとお願ねがいした。ふたりとも照てれながらだけど、それをゆるしてくれた。

　いろいろ話はなして、いろいろ食たべて、「ごちそうさま」をしたあとは、なんだかおなかだけじゃなくて心こころもいっぱいになった気きがした。みんなで食たべるってことがこんなに楽たのしいなんて知しらなかった。

「また食たべにおいで。」と見み送おくってくれたかおるさんやとおるさんとさよならしての帰かえり道みち。ボクはほくほくした気き分ぶんをかみしめながらも、「うちにもひとりで食たべてるやつがいる。」というとおるさんの言こと葉ばがほんの少すこし引ひっかかっていた。





6　絶ぜつ滅めつ種しゅ『ニート』を説せっ得とく







　とおるさんの家いえもわかった。とおるさんの暮くらしぶりも知しることができた。でも、まだボクにはとおるさんたちについて知しらないことがたくさんあるんだろうな。

　スクールからの帰かえり道みち。今日きょうはソフィさんたちをうまく「まく」ことができたので、ボクはひとりそんなことを思おもいながら歩あるいていた。いつものパークの横よこを抜ぬけようとしたとき、聞きき慣なれないけど、聞きいたことのある声こえがしてボクは立たち止どまった。

「わん！　わん！」

　ロッキーだ。ボクは鳴なき声ごえのほうに視し線せんをむけた。すると、ロッキーもボクのほうをむいてうれしそうにしっぽをふっている。

　ボクはかけ寄よった。近ちかづいてみるとロッキーはリードをつけている。その先さきを目めで追おってみると、ベンチに知しらないひとが座すわっていた。

　上じょう下げグレーの服ふく。足あしにはかおるさんと同おなじようなスリッパ状じょうのもの。おそらく男だん性せいだろうが、髪かみの毛けは肩かたまである。しかも口くちのまわりにも毛けが生はえている。ボクは初はじめて見みるが、あれは『ヒゲ』というやつだろう。この見みたことないものだらけのかっこう。ボクの『絶ぜつ滅めつ種しゅ』アンテナがビンビン反はん応のうしていた。

　男おとこのひとはボクと目めが合あうとふっと目めをそらした。でもロッキーを連つれているということは、あきらかにとおるさんの関かん係けい者しゃだろう。思おもい切きって声こえをかけてみることにした。

「あの～。」

　ロッキーといっしょにベンチまで近ちかづいて男おとこのひとに声こえをかけた。しかし、男おとこのひとは向むこうをむいたままぴくりともしない。

（もしかして声こえが小ちいさかったかな。）

「あの～、すみません。」

　ボリュームをあげて声こえをかけるも、やはり動うごきはない。もしかして、ボクは迷めい惑わくなことをしているんだろうか。でも、ここまできたら後あとには引ひけない。

「あの～、ちょっといいですか？」

「だからいやだったんだ。」

「え？」

　男おとこのひとは向むこうをむいたまま、小こ声ごえでつぶやいた。

「たまに外そとに出でるとこれだ。越こしてきたばかりだから知しってるやつなんかいないと思おもったのに、間かん接せつ的てきな知しりあいに声こえかけられるとか、マジでオレ、運うん悪わるすぎ。」

「あの、ボク、あの、とおるさんの……。」

「知しってるよ。とおるの友ともだちで名な前まえはヒラナリ。うちの近きん所じょに住すんでて、おふくろやオヤジともすでに顔かお見み知しり。すごくかしこいけど、それを鼻はなにかけないいい子こなんだろ。この前まえ、うちにめし食くいに来きたろ？　そのあとおふくろがオレの部へ屋やの前まえで小こ一いち時じ間かん、頼たのみもしないのに、楽たのしそうに話はなしてくれたよ。」

「あ、そうなんですね。」

　やっぱりあのホームにいっしょに住すんでいるひとらしい。でも、それならどうしてあのときいっしょにごはんを食たべなかったんだろう。そこでとおるさんの言こと葉ばがよみがえる。

　──うちにもひとりで食たべてるやつがいるけどな。

（このひとのことだ。）

　かおるさんやよしおさんが話わ題だいに出だすことを避さけていたひと。これは難むずかしいことになってきた。へたな聞きき方かたをするとこのひとだけではなくて、とおるさんたちにもいやな思おもいをさせるかもしれない。ボクは言こと葉ばを選えらんで質しつ問もんをすることにした。

「あの、好すきな料りょう理りはなんですか？」

「は？」

　そこで初はじめて男おとこのひとはこちらをふりむいた。

「ボクは、『オニシメ』と『ヒジキ』と『ツクダニ』が好すきになりました。」

「じじいか！」

　やっぱりツッコミがきた。この前まえのごはんのときも『オニシメ』と『ヒジキ』と『ツクダニ』ばかり食たべていると、とおるさんとかおるさんから同どう時じに「年とし寄よりか！」とツッコミを入いれられたのだ。ためしに同おなじラインナップをあげてみて正せい解かいだった。

　ボクがニコニコしていると、男おとこのひとも気きづいたみたいだ。

「なんだ、ボケだったのか。わかりにきーよ。」と言いいつつも、男おとこのひとの『ヒゲ』が「ふっ。」となびいた。笑わらってくれたんだと思おもいたい。

「オレはあの日ひの献こん立だてだと、から揚あげが好すきだ。」

　急きゅうに素す直なおに答こたえてくれたのでボクはびっくりしてしまった。

「な、なんだよ。好すきな料りょう理りを聞きいてきたのはそっちだろ！」

「いえ、はい。そうですよね。ボクも『カラアゲ』大だい好すきです！」

「だろ、うちのうまいだろ？　マヨネーズで下した味あじをつけるのが福ふく家いえ流りゅうなんだよ。」

　今こん度どはあきらかに笑え顔がおだった。この質しつ問もんにしてよかった。ボクはもう少すこし掘ほり下さげてみることにした。

「どうしてあの日ひ、いっしょに食たべなかったんですか？」

　男おとこのひとはふっと目めをふせた。しまった、ストレートすぎたかな。でも、言こと葉ばは返かえってきた。

「手てがはなせなかったんだよ。」

「あ、仕し事ごとか何なにかですか？」

「……仕し事ごとじゃねーよ。仕し事ごとのわけねーだろ。」

「あ、そうなんですか。じゃあ、何なにを。」

　ちゃんとした答こたえが出でないと質しつ問もんを続つづけてしまうのはボクの悪わるいクセかもしれない。

「ゲ、ゲームだよ。」

「ゲーム？　というと、あの仮想現実バーチャルリアリティを楽たのしむ？」

「そうだよ、悪わるいか。」

「いいえ。うらやましいです。」

　ゲームができるのは二は十た歳ちからと決きまっているからだ。

「じゃ、あなたは二は十た歳ちを過すぎてるんですね？」

「は？　今こ年とし二十一だよ。なんだよ、いい年とししてって言いいたいのか？」

　なんだろう。質しつ問もんするたびにこのひとは機き嫌げんが悪わるくなっていく。

「ちがいますよ。ボクはゲームをしたことがないから、本ほん当とうにうらやましいなって。」

「ほんとか？　おふくろに何なにか言いわれて来きたんじゃないのか？」

　言いっている意い味みがよくわからない。

「いいかげん引ひきこもってないで、外そとに出でて働はたらきなさいってそう言いってたろ？」

　ますます意い味みがわからない。

「『ヒキコモル』って、もしかして。」

「ああ、そうだよ。オレはニートだよ！」

『ニート』。図ず鑑かんにもあまり大おおきくはないけれど紹しょう介かいされていた。特とくに教きょう育いく機き関かんに通かようことも、仕し事ごとをすることもしなかった生いき物ものだ。『ヒキコモリ』とは必かならずしも同おなじ種しゅ族ぞくではないけれど、両りょう方ほうの習しゅう性せいを兼かね備そなえることも少すくなくないと書かいてあった。

　教きょう育いく機き関かん卒そつ業ぎょう後ご、必かならず仕し事ごとにつくことが義ぎ務むづけられているニホンにおいて『シュフ』と同おなじくらいその生せい態たいはめずらしい。予よ想そうはしていたけど、こんなにレアなひとに会あえるなんて思おもってもいなかったボクは、完かん全ぜんに絶ぜつ滅めつ種しゅ好ずきのスイッチが入はいってしまった。

「あの、あの。どうして、『ニート』になったんですか？」

「おお、なんだよ、急きゅうにぐいぐいと。」

「純じゅん粋すいに興きょう味みがあるんです。」

「なんか聞きいてたイメージとちがうな。でもま、おふくろのさしがねじゃないんなら久ひさしぶりにひとと話はなすのも悪わるくないか。」

「はい、お願ねがいします！」

「オレがニートになったのはよくある理り由ゆうだよ。高こう校こうまでは結けっ構こう勉べん強きょうもできて、友ともだちも多おおかったんだ。カノジョだっていたんだぞ。」

　この感かんじは、口くちをはさまないほうがスムーズに話はなしてくれるパターンだ。ボクはじっと男おとこのひとの顔かおを見みて、相あいづちをうつだけにした。

「でも、大だい学がく受じゅ験けんでつまずいちまってさ。志し望ぼう校こうどころか第だい二志し望ぼうも、第だい三志し望ぼうも、すべり止どめすら落おちちゃってさ。自じ分ぶんでもしばらく信しんじられなかったよ。」

『ジュケンセイ』というのも図ず鑑かんにのってたな。

「浪ろう人にんさせてくれるほどの余よ裕ゆうはうちにはないからな。あきらめて就しゅう職しょくしたんだけど、どうにもそこになじめなくてさ。それこそ『ちょっと頭あたまがいいのを鼻はなにかけてる。』なんて同どう期きや先せん輩ぱいに言いわれてさ。もう、やってらんなくなって、すぐに仕し事ごともやめてやったよ。」

『ロウニン』は『ブシ』や『サムライ』のページにのってたような気きがした。このひとは『ジュケンセイ』から『ロウニン』。そこから『ニート』へと進しん化かを続つづけたことになる。なんてことだ。いままで会あってきた絶ぜつ滅めつ種しゅのみなさんの中なかで最さい強きょうかもしれない。

「すごい！　すごいですよ、『ニート』さん。」

「な、何なにがすごいんだよ。つか、ニートさんはやめろって。」

「じゃ、なんてよべば？」

「普ふ通つうに名な前まえでいいだろうよ。」

「お名な前まえなんていうんですか？」

　そこで『ニート』さんは少すこし名な前まえを言いうのをためらった。とおるさんはあんなに堂どう々どうと自じ己こ紹しょう介かいをするのに。

「まもるだよ。」

　声こえが小ちいさくて聞ききとれなかった。

「え？」

「ま・も・る！　福ふく家いえまもるだよ。」

　とおるにまもる。名な前まえも似にている。これはいっしょに暮くらしていることとなにか関かん係けいがあるのだろうか。

「いい名な前まえですね。」

　ボクはとおるさんの名な前まえもかっこいいと思おもっていたので素す直なおにそう言いった。

「いや、なんか自じ宅たく警けい備び員いんしてて、名な前まえがまもるって。ニートするために生うまれてきたみたいでさ。」

「え？」

「いや、なんでもない。」

　まもるさんの顔かおはなぜだか赤あかくなっていた。そんなまもるさんに、ボクはひとつ提てい案あんしたいことがあった。

「まもるさん。適てき性せい試し験けんを受うけてみませんか？」

「試し験けん？　おまえ、やっぱりおふくろに何なにか言いわれて……。」

「ち、ちがいます！　いま話はなしを聞きいててふと思おもったんです。まもるさん、きっとゲームチェッカーの適てき性せいがあると思おもうんです。」

「ゲームチェッカー？」

　ゲームは大人おとなの遊あそびとしていますごくブームになっている。だからなのか、いままでのゲームではユーザーが満まん足ぞくできなくなっているとニュースになっていた。そもそも、ゲームのプログラム自じ体たいは人じん工こう知ち能のうがつくっているのだが、そのままだと魅み力りょくに欠かけるらしい。よりおもしろいゲームにするためには、そのゲームを試し作さく段だん階かいでひとがチェックする必ひつ要ようがある。そして、そのための人じん材ざいが圧あっ倒とう的てきに足たりていないらしいのだ。

「それ、どんな仕し事ごと？」

「ゲームをする仕し事ごとです。」

「それだけ？」

「えーと、それだけ、みたいです。」

　念ねんのためボクは手て元もとの端たん末まつで「ゲームチェッカー」の仕し事ごと内ない容ようを確かく認にんして答こたえた。

「そこ、人にん間げん関かん係けいとかメンドくさくない？」

「基き本ほん、個こ室しつで個こ人じん作さ業ぎょうみたいですね。」

「でも、働はたらいたら負まけだと思おもうしな～。」

「でも、そこで働はたらいたら少すくなくともゲームではだれにも負まけなくなるんじゃないですか？」

「だれにも？」

「はい。だれにも。」

「マジで？」

「はい。『マジ』で。」

　まもるさんはゲームチェッカーの仕し事ごとに興きょう味みが出でてきたみたいだ。

「適てき性せい試し験けんって、何なにか必ひつ要ようなものあるの？」

「え～と、特とくにないみたいですけど、その髪かみの毛けと『ヒゲ』はさっぱりしたほうがいいかもしれませんね。結けっ構こうめずらしがられると思おもうので。」

「もちろん。そこまで社しゃ会かい不ふ適てき合ごう者しゃじゃねーし。」

　まもるさんは、にかっとさわやかに笑わらいたかったんだと思おもう。ボクには少すこし引ひきつって見みえたが、たぶん久ひさしぶりにそんな表ひょう情じょうをしたからなんだろうな。

「よ～し、そうと決きまれば、帰かえって試し験けんの準じゅん備びだ。行いくぞ、ロッキー。」

　すっかり飽あきて、横よこになっていたロッキーは急きゅうにリードを引ひっぱられて少すこし不ふ機き嫌げんになっていた。

「ありがとうな、ヒラナリ。そんな仕し事ごとがあるって知しらなかったよ。今日きょう、たまたまだけど、外そとに出でておまえと出で会あえてほんとによかった。運うんいいな、オレ。」

　お礼れいを言いいたいのはボクのほうだ。ボク史し上じょう最さい強きょうの絶ぜつ滅めつ種しゅと会あえて、こうして話はなしができるなんて。でも、仕し事ごとを紹しょう介かいしてしまったら『ニート』ではなくなってしまうのか。それはちょっと残ざん念ねんだけど、それでもいま人にん気きの『ゲームチェッカー』になったまもるさんの話はなしをもっと聞きいてみたいと思おもった。

「ロッキー、帰かえったらめしだぞ。」

　その声こえでロッキーは急きゅうにかけだし、今こん度どはまもるさんが逆ぎゃくに引ひっぱられることになった。

「じゃあなー、ヒラナリ。」

　ロッキーの勢いきおいによろけながらも、まもるさんはボクに手てをふってくれている。

「さようならー、まもるさん。」

　今日きょうはまもるさんも含ふくめた四人にんで食しょく卓たくを囲かこむ気きがする。いや、絶ぜっ対たいいっしょに食たべるにちがいない。

　ボクはまもるさんに手てをふりながらそう確かく信しんしていた。
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7　絶ぜつ滅めつ種しゅ『バスガイド』を目め指ざす







　ボクの目めの前まえには『カラアゲ』の山やまがそびえたっていた。

　今日きょうは、まもるさんの就しゅう職しょく祝いわい。ボクもその就しゅう職しょくに一ひと役やく買かったということで、ふたたびかおるさんにお招まねきいただいていた。五人にんで囲かこむ食しょく卓たく。『カラアゲ』の山やまの向むこう側がわには、『ヒゲ』もなくなり、髪かみの毛けもさっぱりしたまもるさんが座すわっている。適てき性せい試し験けんは見み事ごと合ごう格かく。ワンウィークたって、職しょく場ばにもだいぶ慣なれたみたいだ。

「大おおげさなんだよ、仕し事ごとが決きまったくらいでさ。」

　言こと葉ばとはちがって、まもるさんはうれしそうだ。かおるさんやよしおさんもニコニコしている。ひとりとおるさんはなんだか難むずかしそうな顔かおだ。

「ほんとだぜ。いままで働はたらいてなかったんだからよー。お祝いわいはその借かりを返かえしてからでもよかったんじゃねえの？」

「あ？　なんだよ、とおる？」

「ああん？　なんだってなんだよ、くそアニキ？」

「な、な、なんでもねえよ。」

　まもるさんは、とおるさんの迫はく力りょくに負まけてしまった。しかし、かおるさんは負まけていない。

「うるさいなぁ。いややったらとおるは食たべんでもええんやで。おにいちゃんが部へ屋やから出でてこんくなっていちばんさみしがってたのはあんたのくせに。」

「バ、バカヤロー。何なに言いってんだ。そんなことねーよ。」

　とおるさんはあわてている。耳みみが真まっ赤かだ。

「とおる。」

　まもるさんがまじめな顔かおをしてとおるさんを見みる。

「な、なんだよ。別べつにさみしがってなんかねーからな。」

「キモい。」

「な！　なんだと、コラぁ。」

　とおるさんはまもるさんにつかみかかろうとした。

「コラコラ。ケンカなら外そとでやってや。ほこりがたつやろ。」

　ボクは、はらはらしてその様よう子すを見みていた。するとよしおさんが小ちいさくつぶやいた。

「あの、ビールの泡あわがなくなりそうなんですけど。早はやくはじめませんか。」

　みんながいっせいによしおさんのほうを見みた。よしおさんは、グラスを見みつめて泣なきそうな顔かおをしている。

「おとうちゃん、なんちゅう顔かおしてんのよ。」

「わかったよ、オヤジ。」

「早はやく食たべよーぜ。」

　まもるさんもとおるさんもおとなしく自じ分ぶんの席せきに座すわりなおした。ボクはきょろきょろとみんなの顔かおを観かん察さつする。

（もうケンカはしないかな？　怒おこってないかな？　うん、大だい丈じょう夫ぶそうだ。）

「いただきまーす。」

　五人にんの声こえがダイニングに響ひびいた。『カラアゲ』のほかにもたくさんの料りょう理りが並ならんでいる。みんなまもるさんが好すきなものらしい。どれもおいしい。特とくに『ギョーザ』が最さい高こうだった。だってこれはボクもつくるのを手て伝つだったから。といっても、かおるさんが用よう意いしてくれた『アン』を『カワ』で包つつんだだけなんだけど。それでも料りょう理りを手て伝つだうのなんて初はじめてで、すごく楽たのしかった。

　そんな楽たのしいディナーだったのだが、ボクにはひとつ大おおきな悩なやみがあった。とおるさんたちにバレないようにそっとため息いきをついたら、口くちから『ギョーザ』のにおいがした。

「ん？　どうしたんだ、ヒラナリ。」

　こういうときのとおるさんの鋭するどさは異い常じょうだ。絶ぜっ対たいに気きづかれないようにこっそりとだったのに。ボクはおどろきを通とおり越こして、感かん心しんしてしまっていた。

「ううん、なんでもないよ。あー、おいしいなー、『カラアゲ』。」

　それでもまもるさんのお祝いわいの場ばで、ボクのくだらない悩なやみなんかを打うち明あけるわけにはいかない。「演えん技ぎ」は得とく意いではなかったけど、精せい一いっ杯ぱいバレないようにボクはがんばった、つもりだった。

「ははっ。ヒラナリちゃんは、ほんま大だい根こんやねー。」

　今こん度どはかおるさんがボクの顔かおを見みて笑わらった。なぜここでベジタブルの名な前まえが出でてくるのかわからなかったが、どうやらボクの演えん技ぎは通つうじなかったらしい。

「ガキが気きを使つかうなよ。なんだ、悩なやみでもあんのか？」

　まもるさんが『カラアゲ』をつまんだままのハシでボクをさして言いった。「こら、お行ぎょう儀ぎ悪わるい。」とかおるさんがしかったので、その『カラアゲ』はすぐにまもるさんの口くちに吸すいこまれてしまったが。

「話はなしてみてはいかがですか？」

　そうよしおさんにやさしい声こえですすめられて、ボクは観かん念ねんしてしまった。とおるさんたち全ぜん員いんの視し線せんがボクに集あつまる。

「いや、え～と、その、悩なやみなんて大おおげさなことじゃないんですけど。」

　歯は切ぎれの悪わるいボクに「いいから！」と、とおるさんが勢いきおいをつけてくれた。

「今こん度ど、ソーシャルスタディがあるんですけど。」

　四人にんの顔かおが「ぽかん」となる。ボク、何なにかおかしなことを言いっただろうか。

「ヒラナリちゃん、ソーシャルなんちゃらって、なに？」

「あれじゃねえか？　直ちょく訳やくするなら社しゃ会かい勉べん強きょう……あ！　社しゃ会かい科か見けん学がくか？」

　ボクが説せつ明めいする前まえにまもるさんがフォローを入いれてくれた。まもるさんは福ふく家いえ家けのブレーン的てきな役やく割わりのようだ。

「なんだ。社しゃ会かい科か見けん学がくか。それって遠えん足そくみてーなやつだろ。超ちょう楽たのしそーじゃねぇか。」

　とおるさんはボクがなぜ悩なやんでいるのかわからないという反はん応のうだった。たしかに、ソーシャルスタディ自じ体たいはボクもいやではない。問もん題だいは、そのガイドをティーチャーに命めいじられてしまったということなのだ。

「ヒラナリちゃんがみんなを先せん導どうすんの？」

　かおるさんは「えらいわー。」と手てをたたいてほめてくれたが、ボクはあまりうれしくなかった。少すこし前まえまでクラスメートにはいじめられていたのだ。ソフィさんの態たい度どが一いっ変ぺんしてそれはなくなったとはいえ、急きゅうにクラスのまとめ役やくなんてできるはずがなかった。

　ティーチャーからの命めい令れいが下くだったときのクラスメートのとまどった顔かお。思おもい出だすだけで、ギョーザのにおいがするため息いきを、あと五回かいはつけそうだった。

「でも、みんな反はん対たいはしなかったんだろ？」

「ならいいじゃねぇか。」と、とおるさんは言いうが、反はん対たいなどできるはずがないのだ。スクールにおいてティーチャーは絶ぜっ対たい。それはホームでマザーの言いうことが絶ぜっ対たいである以い上じょうに絶ぜっ対たいだった。クラスメートを従したがえているソフィさんだってティーチャーにはさからえない。

「ま、なんだ。先せん公こうが勝かっ手てに決きめたってのは気きにくわねぇが……。」

　途と中ちゅうでかおるさんが「先せん生せいって言いいや。」と、とおるさんをたしなめるが、とおるさんはかまわず続つづけた。

「その先せん公こう、見みる目めあると思おもうぜ。」

　そう言いうと、とおるさんはボクの目めの前まえでぐっと親おや指ゆびを立たてた。

「そうですね。」と、よしおさんも同どう意いした。かおるさんもまもるさんもうなずいている。

「ヒラナリちゃんにはなんや、ひとをひきつけるチカラがあると思おもうで。」

　かおるさんの言こと葉ばに心こころ当あたりはあった。ここ最さい近きん、たしかにボクはひとをひきつけている。ただ、それは『ヤンキー』や『サラリーマン』や『シュフ』や『ニート』などの絶ぜつ滅めつ種しゅに限かぎるチカラだと思おもう。クラスメートたちに通つうじるものでは、きっとない。

「なんだよ、まだそんな顔かおして。自じ信しん持もてって。」

　とおるさんがボクの背せ中なかをどんとたたいてはげましてくれた。が、その勢いきおいが強つよすぎて、思おもわずボクはせきこんでしまう。

「ほら、とおる！　なんで、そう加か減げんできへんの。」

　とおるさんはすぐに「すまねえ。」と手てを合あわせてあやまってくれた。背せ中なかはまだ少すこし痛いたかったが、その痛いたみがなんだかボクに勇ゆう気きを与あたえてくれたような気きがした。

「うん、ボク、がんばってみるよ。」

　拳こぶしをぎゅっとにぎってみる。でも、ヤル気きは出でたけど、ガイドなんて何なにをやればいいのかわからない。当とう然ぜんのことだが、ティーチャーはそんなことを教おしえてくれはしない。

「なんだよ、その先せん公こう、指し名めいするだけして、あとはほったらかしかよ。」

　とおるさんはあきれつつも「なら、いいお手て本ほんがいるぜ。」と、かおるさんのほうを指ゆびさした。

「うちのかあちゃん、昔むかし、バスガイドやってたんだぜ。」

　その言こと葉ばにボクの絶ぜつ滅めつ種しゅ好ずきの血ちが一いっ気きにさわいだ。『バスガイド』といえば、かつてトラベルに欠かかせない存そん在ざいだったらしい。『バス』の中なかでトラベラーを盛もりあげるのはもちろん、目もく的てき地ちに着ついたあとも、ポイントの解かい説せつをしたり、いっしょにフォトを撮とったり、人にん気き者ものだったと図ず鑑かんにはあった。『バス』という乗のり物ものがなくなったことで急きゅう速そくに生せい息そくの場ばを失うしない、ロボガイドの登とう場じょうで絶ぜつ滅めつしてしまったとも。

「ほんとですか、かおるさん！　すごい『センギョウシュフ』の前まえは、『バスガイド』だったなんて、すごいレア進しん化かですね。」

　ボクは自じ分ぶんでも興こう奮ふんしているのがわかった。目めなんておそらくキラキラにかがやいているだろう。

「なんやの、ひとをゲームで集あつめるモンスターみたいに言ゆうてから。」

　そうは言いいつつも、かおるさんはまんざらでもなさそうな顔かおをしている。『バスガイド』だったころの自じ分ぶんが好すきだった証しょう拠こだ。

「みなさま～。」

　かおるさんは急きゅうに右みぎの手てのひらを上うえにむけて、ふだんとはまったくちがう甘あまい声こえを出だした。

「右みぎ手てに見みえますのは～。」

　ボクはかおるさんのあげている右みぎ手てをじっと見みつめる。『バスガイド』にはトラベラーのハートをつかむスペシャルなテクニックがあったと図ず鑑かんにあった。かおるさんはいままさに、そのテクニックをボクに伝でん授じゅしてくれようとしているのかもしれない。

「右みぎ手てでございま～す。」

　ボクはぽかんとしてしまった。しかし、とおるさんも、まもるさんも、よしおさんまでもが楽たのしそうに笑わらっている。ボクには意い味みはわからなかったが、これが『バスガイド』のハートキャッチテクニックのようだ。

「はー、おもしれえ。いつ見みても、かあちゃんのソレは笑わらっちまうぜ。」

　涙なみだ目めになってとおるさんが言いうと、かおるさんは少すこし照てれくさそうに右みぎ手てを下さげた。

「まさかこの年としになってまたやるとは思おもわんかったわ。」

「なつかしいですね。」

　よしおさんが、うれしそうにかおるさんの顔かおを見みつめている。

「なに、おとうさん。ほれなおした？　って、もうとっくにゾッコンやろがーい。」

　かおるさんは自じ分ぶんで言いって、自じ分ぶんでツッコんでいる。よしおさんの目めはさらにやさしくほほ笑えんでいる。そのやりとりを見みたとおるさんとまもるさんは、げんなりとした顔かおをしていた。ボクは不ふ思し議ぎだった。かおるさんとよしおさんの仲なかがいいのは、すてきなことじゃないか。なぜとおるさんたちはあんなに気き持もち悪わるそうな顔かおをするんだろう。

「ま、いまのは冗じょう談だんやけど、ヒラナリちゃん。ガイドっていうてもそんなに難むずかしく考かんがえることはないんよ。」

　かおるさんがボクの顔かおをじっと見みつめてそう教おしえてくれた。

「要ようは、その場ば所しょをだれよりも楽たのしむこと。そのためにはいろいろ知しっとかなあかんやろ。で、調しらべたことをみんなに教おしえてあげればええんよ。ヒラナリちゃんなら得とく意いやろ。」

　たしかにそう言いわれれば、いじめられる前まえまでは絶ぜつ滅めつ種しゅのことをクラスメートたちに説せつ明めいするのは好すきだった。好すきなものをみんなにも好すきになってもらいたいという思おもいなら、ボクは昔むかしから持もっていた。

「なんだか自じ信しん出でてきたかも。」

　そう口くちにすると、本ほん当とうに自じ信しんが持もてるから不ふ思し議ぎだ。

「よかったな、ヒラナリ。」

　今こん度どは力ちからを加か減げんして、やさしくとおるさんがボクの肩かたをぽんとたたいた。

「おまえも行いってくればいいんじゃね？」

　まもるさんが、ふたたび『カラアゲ』の山やまにハシを伸のばしながら言いった。

「おまえ、遠えん足そくとか修しゅう学がく旅りょ行こうとか、行いったことねーじゃん。」

　まもるさんの言こと葉ばにとおるさんが悲かなしそうにうつむいた。「大だい丈じょう夫ぶ？」と今こん度どはボクがとおるさんの肩かたにそっと手てを置おいた。

「ええんよ、ヒラナリちゃん。この子このは、ただただ運うんが悪わるいだけなんやから。」

「運うんも頭あたまもな。」と、まもるさんがつけ足たす。

　聞きくと、とおるさんはスクールで遠とおくに出でかけるようなイベントがあるたびにカゼをひいたり、ケガをしたりして不ふ参さん加かになってしまってきたらしい。

「夜よ中なかに興こう奮ふんして外そとにかけ出だしたりするからやわ。」

　どうやら楽たのしみすぎて、ワクワクが止とまらないとおるさんは、心こころを落おち着つかせるため、いつも外そとをランニングしていたらしい。それで汗あせびっしょりになったまま寝ねてしまったり、途と中ちゅうでこけて足あし首くびをひねってしまったりしたようだ。

「毎まい回かいそうなんだから、少すこしは学がく習しゅうしろっての。」

　そう言いうまもるさんに「うるせぇな。」と、とおるさんは文もん句くを言いったが、その口く調ちょうにはあまり迫はく力りょくがなかった。本ほん当とうにがっかりしているようだ。

「ヒラナリに連つれてってもらえよ。」

　ふたたびまもるさんがそうすすめる。ボクもその提てい案あんには大だい賛さん成せいだった。とおるさんとソーシャルスタディなんて、想そう像ぞうするだけで楽たのしすぎる。心しん臓ぞうがすでにドキドキワクワク、音おとをたてはじめた。

「ヒラナリんとこの生せい徒とでもねーのに、できるかよ、んなこと。」

　めずらしくとおるさんはうしろ向むきだ。でも、とおるさん本ほん人にんが乗のり気きではなくても、ボクのほうはすっかりその気きになってしまっていた。

「明日あした、ティーチャーに聞きいてみるよ！」

　これまでだったらマザーにお願ねがい事ごとをしたり、ティーチャーに相そう談だん事ごとをすることなどありえなかった。ボクはただ「イエス。」と返へん事じをしておけばよかった。けど、最さい近きんのボクは「イエス。」だけでは物もの足たりなくなっていた。行こう動どうすれば何なにかを変かえられるということを、とおるさんたちに教おしえてもらったからかもしれない。

「マジか？」

「マジで！」

　ボクはお皿さらに残のこった最さい後ごの『カラアゲ』をフォークに刺さして、高たかく掲かかげた。

「この右みぎ手てに見みえますのは～、最さい強きょうの食たべ物もの、『カラアゲ』でございます。」

　かおるさんのマネをしてみたつもりだった。さっきまで不ふ満まんそうな顔かおをしていたとおるさんをはじめ、みんなが笑わらってくれた。しかも、大おおきく声こえに出だして。もしかしたらボクにもガイドがつとまるかもしれない。

　ボクは、そのまま『カラアゲ』を口くちに運はこび、がぶりと嚙かみついた。表ひょう面めんは少すこし冷さめてはいたが、その中なかからはアツい肉にく汁じゅうが飛とび出だしてきた。まるでいまのボクのようだ。ボクの中なかのアツいヤル気きは、いまにも体からだ中じゅうから飛とび出だしそうになっていた。





8　絶ぜつ滅めつ種しゅ『チーマー』に囲かこまれる







　ボクはがっくりと肩かたを落おとしていた。

　ソーシャルスタディにとおるさんも参さん加かするというアイデアは、ティーチャーに却きゃっ下かされた。ボクは「でも。」と食くい下さがったが、「ＯオーＫケー。」と返かえってくることはなかった。

　とおるさんにそのことを伝つたえると「仕し方かたねぇよ。」と笑わらってゆるしてくれたが、少すこし残ざん念ねんそうな顔かおを一いっ瞬しゅんしたのにボクは気きづいていた。

「あーあ。」

　思おもわずため息いきがもれる。これではせっかくガイドをする自じ信しんをつけてもらったのに、意い味みがない。

「どうしたの？」

　となりの席せきに座すわっていたソフィさんがボクの顔かおをのぞきこむ。移動用転送車スルートレインの席せき順じゅんはくじで決きめようと提てい案あんしたのだが、ソフィさんが「好すきな席せきに座すわりましょうよ。」と別べつ意い見けんを出だした。結けっ果か、ボクの案あんはまたしても却きゃっ下かされた。こんなのでガイドなどつとまるのか、ますます不ふ安あんになったのを覚おぼえている。

「転てん送そう酔よい？」

　心しん配ぱいそうに聞きいてくれるが、理り由ゆうはそれではない。たしかにボクは乗のり物ものに酔よいやすい体たい質しつだが、意い外がいと移動用転送車スルートレインは平へい気きだった。ただ、ワープ機き能のうを使つかうこのクルマは、普ふ通つうの乗のり物ものとちがって転てん送そうに伴ともなう「脳のうのゆれ」が生しょうじるので、ひとによっては気き持もち悪わるくなったりするらしい。

「ヘイ、ヒラナリ。おまえ、転てん送そう酔よいなんて情なさけねーな。」

　うしろの席せきからタイラくんがひょこりと顔かおを出だした。

「情なさけね～な。」

　そのとなりからケニーくんもぴょこんと顔かおを出だしてきた。ソフィさんが「好すきな席せき」になぜかボクのとなりを選えらんだことで、いつもソフィさんのうしろについてくるタイラくんとケニーくんも、もれなくボクの近ちかくの席せきになってしまったのだ。

「ちがうよ、転てん送そう酔よいじゃないよ。」

　ボクはきちんとそう反はん論ろんするが「じゃあ、なんなんだよー？」とタイラくんはしつこく聞きいてきて、ゆるしてくれそうにない。仕し方かたがないので、とおるさんをこのソーシャルスタディに連つれてこようとしてティーチャーに「ＮノＯー」とされたことを三人にんに話はなした。

「ええ？　とおるさんが？」

　ソフィさんは瞬しゅん間かん顔かおをかがやかせて喜よろこび、直ちょく後ごに残ざん念ねんそうに暗くらい顔かおをした。本ほん当とうにとおるさんと出で会あってからソフィさんは表ひょう情じょうが豊ゆたかになった気きがする。前まえは冷つめたい顔かおか、悪わるそうな笑え顔がおかしか見みたことが、ボクはなかったから。

「ヘイ、ヒラナリ。お、おまえ、ティーチャーに意い見けんするなんてバ、バカじゃねーの。」

「バ、バカじゃね～の。」

　タイラくんとケニーくんはそう言いったが、ふたりの顔かおはボクをバカにしてはいなかった。ボクがスクールにおける絶ぜっ対たい的てき支し配はい者しゃであるティーチャーにさからったことに、心こころの底そこからおどろいているようだった。

「でも、とおるさんがいらしたら、このつまらないソーシャルスタディもさぞかし楽たのしくなったでしょうね。」

　たしかに、とボクも思おもった。ただ、ガイドに任にん命めいされたからには、このソーシャルスタディをつまらないもので終おわらせるつもりはなかった。ソフィさんの思おもい出でに残のこるようにがんばろう。

　そう考かんがえると不ふ思し議ぎなもので、とおるさんがいないことでうなだれていたボクだが、なんだか気き持もちが前まえ向むきになってきた。とおるさん的てきにいえば「気き合あいが入はいった」というやつだろう。ボクはしゃんと背せを伸のばして、前まえを見みつめる。フロントガラスに転てん送そう終しゅう了りょう間ま近ぢかの表ひょう示じが出でる。さあ、いよいよ今こん回かいの目もく的てき地ち「セントラル」だ。




「すげ～。」

　移動用転送車スルートレインをおり、ステーションを出でた瞬しゅん間かん、かん高だかい声こえでさけんだのはケニーくんだ。クラスの女じょ子したちがその大おおげさな反はん応のうにくすくす笑わらっている。ただ、声こえには出ださなかったが、ボクも心こころの中なかでさけんでしまいそうなほど、感かん動どうしていた。

　目めの前まえには空そらにつき刺ささりそうなほどに高たかいビルディングがにょきにょきと。そのビルの三階がいくらいの高たかさには透とう明めいなパイプがいくつも張はり巡めぐらされていて、その中なかをオートモービルが走はしっていた。タウンでは事じ故こ防ぼう止しのためオートモービルの使し用ようは禁きん止しされていた。だから、本ほん物ものを見みるのはボクも初はじめてだった。

「おお、なんか地じ面めんがふかふかしてるぜ。」

　タイラくんが足あしぶみをしながらおどろいている。セントラルでは、シューズではなく、地じ面めん自じ体たいに反重力アンチグラビティが埋うめこまれているらしい。ボクはあらかじめ自じ分ぶんのシューズの反重力アンチグラビティをオフにしてあった。オンのまま歩あるいていたら、ボクはシューズと地じ面めんの両りょう方ほうの反重力アンチグラビティで宙ちゅうに飛とびあがってしまっていただろう。

「さ、さあ、みんな、い、行いきましょう。」

　ほとんどのメンバーがセントラルを訪おとずれるのは初はじめてだったようだ。興こう奮ふんと感かん動どうでざわつくクラスメートに、ボクはガイドらしく、先せん導どうの声こえをかけた。

「ヘイ、ヒラナリ。ティーチャーにガイドまかされたからって、あんまりえらそうにすんじゃねーぜ。」

「すんじゃね～ぜ。」

　タイラくんとケニーくんはいつものように文もん句くを口くちにしていたが、それでもおとなしくボクのあとについてきていた。右みぎも左ひだりもわからないこのセントラルでは、事じ前ぜんに下した調しらべをし、マップを持もっているボクからはぐれるのは即そく迷まい子ごを意い味みするからだ。

「じゃあ、最さい初しょはドッグミュージアムに行いきましょう。」

　そこは、絶ぜつ滅めつ種しゅではないが、限かぎりなく絶ぜつ滅めつ種しゅに近ちかい『イヌ』たちを保ほ護ごしている施し設せつだ。ここセントラルはタウンにはない機き能のうがたくさんある。たとえば、ボクらのホームにあるフリッジに転てん送そうするための食しょく料りょうをつくっているのもここだ。タウンでのルールやスクールでラーニングする内ない容ようを決きめているのもセントラルだ。ふだん見みることのできないものを見みて体たい験けんするというのが、今こん回かいのソーシャルスタディの目もく的てきだった。

　そして、どの施し設せつで何なにを見みるかなど、今日きょう一いち日にちのプランはある程てい度どガイドであるボクに一いち任にんされていた。ただ、ティーチャーからはセントラルの研けん究きゅう所じょにだけは近ちか寄よるな、ときつく言いわれていた。あそこは危き険けんだから、と。

　ボクはその言いいつけどおり、研けん究きゅう所じょ以い外がいでみんなが楽たのしめそうなところを効こう率りつよく回まわれるプランを考かんがえてきていた。そのスタートにドッグミュージアムはぴったりな自じ信しんがあった。

「ワタシ、本ほん物もののドッグ見みるの初はじめて。」

　ソフィさんのワクワクした顔かおを見みて、ボクの自じ信しんは確かく信しんに変かわっていた。無む意い識しきにボクは胸むねを張はって、ドッグミュージアムにむかって、みんなの前まえを歩あるいた。

「いてーな。」

　クラスメートがついてきているか、うしろをふりむいていたときだった。ボクはだれかにぶつかってしまい、その反はん動どうで地じ面めんに尻しりもちをついた。反重力アンチグラビティのおかげでちっとも痛いたくはなかったが、その気き合あいの入はいった低ひくい声こえにおどろいてしまった。

「どこ見みて歩あるいてんだ、コラ！」

　とおるさんが言いいそうなセリフだったが、その声こえに聞きき覚おぼえはない。そして、見みあげると案あんの定じょう、そこには見みたこともないひとが立たっていた。いや、見みたことのあるかっこうはしていたのだ。【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】の中なかで。
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「『チーマー』だ！」

　ボクは思おもわず声こえに出だしてしまっていた。ヤンキーの変へん化か形けい。『トーキョー』の『シブヤ』や『イケブクロ』というタウンに限げん定てい的てきに生せい息そくしていた絶ぜつ滅めつ種しゅ。集しゅう団だんで行こう動どうするのが特とく徴ちょうで、チームだとわかるようにみんなで同おなじかっこうをしていたらしい。彼かれらは『ジーンズ』とよばれるブルーのパンツをはいて、動どう物ぶつの革かわでつくった『ジャンパー』を着きている。さらに『バンダナ』という布ぬのを頭あたまに巻まいたりしていたようだ。

　目めの前まえのひとはまさに男だん性せいにしては長ながい髪かみに『バンダナ』を巻まいて、『ジャンパー』の前まえを大おおきく開あけ、『ジーンズ』のポケットに両りょう手てをつっこんで、ボクのことをにらみつけてきていた。その視し線せんはとおるさんやかおるさんのそれに似にていて、ボクは足あしがすくんで立たちあがることができなくなっていた。

「コラ！　ガキ。ひとにぶつかってなにだんまり決きめこんでんだ、コラ！」

　あやまらなければいけないのはわかっている。よそ見みをして歩あるいていたのはボクだ。

「す、す、す、すみ、すみ、すみ。」

　でも、ダメだった。口くちはがくがくとふるえて、すみませんのひと言ことが出でてこない。

「ああん？　ふざけてんのか、てめえ。」

『チーマー』さんの顔かおが近ちかづいてくる。その眼がん力りきにますますボクはふるえてしまう。

「ちょっと、やめなさいよ。」

　声こえをあげたのはソフィさんだった。眼がん力りきでいえばソフィさんだって負まけてはいない。彼かの女じょと目めが合あってしまったが最さい後ご、もうさからうことはできない。だから、ソフィさんは基き本ほん的てきにこわいもの知しらずだ。だれにでも強つよ気きで対たいすることができる。とおるさんと初はじめて会あったときもそうだった。

（ダメだ、ソフィさん。）

　ボクはとおるさんで思おもい出だしていた。ソフィさんのチカラはたしかにすごいが、絶ぜつ滅めつ種しゅであるとおるさんには効きかなかった。となると、同おなじ絶ぜつ滅めつ種しゅである『チーマー』さんにも、彼かの女じょの眼がん力りきは通つう用ようしないはずだ。

「なんだ、おめえは。女おんなだからって容よう赦しゃしねーぞ。」

『チーマー』さんは、ボクから視し線せんをはずし、ソフィさんのほうににらみをきかせる。

「あ、あ、あ。」

　止とめたいのにボクの口くちはまだうまく動うごかない。足あしもそうだ。いいかげん立たちあがりたいのに。

「なんだ、はこっちのセリフよ。おかしなかっこうしちゃって。」

　ソフィさんは『チーマー』さんの服ふく装そうを指ゆびさして、バカにするように笑わらった。とおるさんのかっこうもかなりめずらしいものだと思おもうが、それは「かっこいい」で、『チーマー』さんのは「おかしな」ものらしい。ソフィさんのセンスがよくわからない。

「なんだと！」

　当とう然ぜんのごとく、『チーマー』さんは自じ慢まんのファッションをバカにされて頭あたまにきていた。拳こぶしをふりあげてソフィさんに殴なぐりかかろうとしている。

「ダ、ダメだー！」

　やっと言こと葉ばになったと思おもったが、もう間まに合あわない。『チーマー』さんの拳こぶしはソフィさんにむかってふりおろされたあとだった。

「自じ分ぶんを殴なぐりなさい。」

　ソフィさんがさけんだ。

（ああ、このひとには効きかないんだよ。）

　ボクは思おもわず目めをつむった。なんて勇ゆう気きのない行こう動どうだろう。でも、こわくて仕し方かたなかったのだ。

「い、いってえ。」

『チーマー』さんの吐はき出だすような声こえでボクは目めを開あけた。そこには満まん足ぞくそうにほほ笑えむソフィさんと、鼻はなから血ちを流ながして、ひざをつく『チーマー』さんの姿すがたがあった。

「てめえ、何なにしやがった。」

　自じ分ぶんで自じ分ぶんの鼻はなを殴なぐってしまったらしい『チーマー』さんは、混こん乱らんしている。ソフィさんのチカラは『チーマー』さんには効きいたようだ。

（絶ぜつ滅めつ種しゅ全ぜん員いんに効きかないってわけじゃないのかな。）

　ボクはソフィさんの無ぶ事じが確かく認にんできたことで少すこし冷れい静せいさを取とり戻もどしていた。分ぶん析せきする余よ裕ゆうも出でてきた。

「いいから、もう行いきなさい！」

　ソフィさんが、今こん度どは『チーマー』さんを見み下おろすようにそう言いうと、『チーマー』さんは立たちあがって回まわれ右みぎをした。

「くそっ！　なんでだよ。足あしが勝かっ手てに。」

　あきらかに自じ分ぶんの意い思しに反はんしたカラダの動うごきにとまどいながらも、『チーマー』さんは向むこうに歩あるきだした。

「覚おぼえてろよ！」

　そう低ひくい声こえですごんでいるが、反重力アンチグラビティの地じ面めんを勢いきおいよくふんでいるため、反はん動どうでスキップしているみたいになっている。そのどこかまぬけな後うしろ姿すがたを見みて、さっきまでおびえていたクラスメートたちも、くすくすと笑わらいだした。

「覚おぼえとくぜ、スキップ野や郎ろう！」

　遠とおざかる『チーマー』さんの背せ中なかに、タイラくんが笑わらいながらさけんだ。タイラくんは本ほん当とうに口くちが悪わるい。でも、スキップし続つづける『チーマー』さんを見みていると、ボクも笑わらいがこみあげてきてしまう。あんなにこわかったのに。

　ソフィさんのおかげで、なんとか大たい変へんなことにならずにすんだ。ボクは気きを取とりなおして、ガイドを再さい開かいする。今こん度どはよそ見みをせずにまっすぐドッグミュージアムを目め指ざした。




『シバイヌ』『レトリーバー』『ビーグル』『ポインター』『ダックスフント』そのほか、いろいろ。ドッグミュージアムには見みたことのない『イヌ』たちがたくさん飼し育いくされていた。

　本ほん当とうにたくさんで、ボクはおどろいていた。『イヌ』は絶ぜつ滅めつこそしていないが、その数かずをかなり減へらしていて、いまでは保ほ護ご動どう物ぶつとしてわずかに残のこっているだけだと図ず鑑かんで読よんだことがあったからだ。

「こんなにいるなら一匹ぴきくらい持もっていってもわかんねーよな。」

　タイラくんがとんでもないことを言いっているが、ボクも内ない心しん同おなじ意い見けんだった。ただ、めずらしくケニーくんの意い見けんはタイラくんとちがったようだ。

「でも～、生いき物ものといっしょには暮くらせないんだろ。」

　ボクらはそう教おそわってきた。ひとより先さきに死しぬ生いき物ものといっしょには過すごせないと。ボクも少すこし前まえまではそう思おもっていた。とおるさんと出で会あい、「きよし」の話はなしを聞きくまでは。そして、ロッキーの鳴なき声ごえや抱だき心ごこ地ちを知しってしまったいまでは、マザーの教おしえがすべて正ただしいわけではないのでは、と思おもいはじめていた。

「ドッグといっしょに暮くらせたら楽たのしいよね、きっと。」

　タイラくんとケニーくんが目めを丸まるくしてボクのほうを見みていた。優ゆう等とう生せいのボクがそんなことを言いうのが信しんじられなかったようだ。

「ヘイ、ヒラナリ。おまえ、なんか最さい近きん変かわったな。」

　そうかもしれない。ボクは変かわったのだ。そして、その理り由ゆうはひとつしかない。絶ぜつ滅めつ種しゅであるとおるさんたちに出で会あったからだ。ボクに絶ぜつ滅めつ種しゅを引ひき寄よせる能のう力りょくが本ほん当とうにあるとしたら、とおるさんたちにはひとを変かえてしまう強きょう力りょくなチカラが備そなわっているにちがいない。それは超ちょう能のう力りょくなどではなく、影えい響きょう力りょくというものかもしれないけれど。




「捜さがしたぜ。」

　ドッグミュージアムを出でると、さきほど別わかれたばかり、そして二に度どと会あいたくなかった人じん物ぶつが立たっていた。

「『チーマー』さん……。」

　先せん頭とうを歩あるいていたボクは、恐きょう怖ふで立たちすくんでしまう。

「あ、また来きた。しつこいわね、あなたも。」

　ソフィさんが『チーマー』さんに気きづいて、ボクの背はい後ごからすっと前まえに出でた。

「同おなじ手てはくわねーぜ。」

『チーマー』さんはそう言いうと、右みぎ手てをあげて、パチンと指ゆびを鳴ならした。すると、どこからか『チーマー』さんと同おなじかっこう、『ジャンパー』『ジーンズ』『バンダナ』のひとたちがわらわらと集あつまってきた。五人にん、十人にん、十五人にん。増ふえ続つづけた『チーマー』さんの仲なか間まは、トータルで二十人にんにまでなっていた。

「この人にん数ずうを同どう時じに相あい手てはできねーだろ。」

　ソフィさんのチカラの正しょう体たいに気きづいたわけではなさそうだが、たしかにこれはソフィさんの眼がん力りきを防ふせぐのに有ゆう効こうな手てだ。ソフィさんの目めはふたつ。対たいして、相あい手ては全ぜん部ぶで四十の目めがある。だれかを眼がん力りきで支し配はい下かに置おいても、ソフィさんの死し角かくにいた人にん間げんからおそわれてしまったら防ふせげない。

「な、なによ、みんなで変へんなかっこうして。」

　ソフィさんは強つよ気きで言いい返かえしているが、弱よわいところをつかれて困こまっているようだった。どうしよう。今こん度どこそボクがなんとかしなければ。しかし、『チーマー』さんとその仲なか間またちはボクらを囲かこみ、徐じょ々じょにその円えんを小ちいさくしていった。

「ヘイ、ヒラナリ。こいつらみんな同おなじだぜ。」

　タイラくんがさけんだ。絶ぜつ滅めつ種しゅを知しらないから仕し方かたないが『チーマー』とはそういう生いき物ものなんだよ、タイラくん。みんなで同おなじ服ふくを着きて、チームとして活かつ動どうするから『チーマー』なんだ。

「同おなじ、同おなじ顔かお！」

　ケニーくんがふるえるような高たかい声こえでさけんだ。

（同おなじ顔かお？）

　ボクははっとして、頭あたまをあげる。そこには『チーマー』さんのこわそうな顔かおがある。視し線せんを少すこし横よこにずらす。そこにも『チーマー』さんのこわそうな顔かおがある。そのとなりにも、『チーマー』さん。そのとなりにも。うしろにも。『チーマー』さんと『チーマー』さんの間あいだにも『チーマー』さんの顔かおがあった。

「みんないっしょだ！」

　おどろきのさけびがボクの口くちから飛とび出でてくる。

「だからそう言いってるだろうが、ヒラナリ。」

　タイラくんがいらついた声こえで返かえしてくるが、いまは彼かれと言いいあっている場ば合あいではない。

「これってどういうこと？」

　ソフィさんもことのおかしさに気きづき、動どう揺ようしている。ほかのクラスメートもだ。しかし、ボクはひとつの可か能のう性せいに、いや、さきほどのドッグミュージアムのときにも覚おぼえた違い和わ感かんの正しょう体たいにいたっていた。

「『クローン』なんだ！」

　聞きき慣なれない単たん語ごに、一いち同どうポカンとしている。仕し方かたがない。【絶ぜつ滅めつ種しゅ図ず鑑かん】にも小ちいさくしかのっていない絶ぜつ滅めつ種しゅだ。その種しゅは、生うみ出だしたのも人にん間げんの勝かっ手てなら、絶ぜつ滅めつさせたのも人にん間げんの勝かっ手て。悲かなしい悲かなしい生いき物ものなのだ。

「俺おれらは工こう事じ現げん場ばでなんか働はたらいてねえぞ！」

　二十人にんの『チーマー』さんがいっせいにボクをにらみつけてくる。同おなじ目めで、同おなじ顔かおで。同おなじ声こえで。

「クレーンじゃなくて『クローン』です。」というツッコミは、恐きょう怖ふと、そして同おなじくらいの切せつなさのせいでボクの口くちからは出でてこなかった。





9　絶ぜつ滅めつ種しゅ『クローン』との再さい会かい







　ボクは目めをぎゅっとつむり、歯はも食くいしばっていた。拳こぶしも強つよくにぎりしめた。つまり、体からだ中じゅうに力ちからを込こめて、「殴なぐられる」という生うまれて初はじめての事じ態たいに備そなえようとしていた。

（あ、でも、普ふ通つうだとひとはどこを殴なぐるんだろう？）

　こんなときなのにボクの頭あたまは冷れい静せいにそんなことを思おもい巡めぐらせていた。図ず鑑かんで見みた絶ぜつ滅めつ種しゅの『ボクサー』同どう士しは顔かおを殴なぐりあっていた。だとすると、歯はを食くいしばっているだけではダメなんじゃないだろうか。ガードしなければ。

　とっさに両りょう腕うでを顔かおの前まえに持もってきた。「マイク・タイソン」というかつてのスーパーボクサーの画が像ぞうをマネてみる。

　──ガツッ！

　腕うでに鈍にぶい痛いたみが走はしり、ボクはうしろにふっ飛とんだ。どうやら、『チーマー』さんはボクの予よ想そうどおり顔かおをまっすぐねらってきたようだ。ガードしていなければどうなったのか。遅おくれてやってきた腕うでの痛いたみがボクをゾッとさせた。

「てめえ、ケンカ慣なれしてやがんな。」

　そんなわけないじゃないか。でも、一発ぱつ目めをラッキーで防ふせいだことで、『チーマー』さんは少すこし用よう心じんしているようだった。見みた目めからして完かん全ぜんに弱よわそうな相あい手てに自じ慢まんのパンチを防ふせがれたのだから仕し方かたない。

「ちょっと！　なんで警備ロボガーディアンが来こないのよ!?」

　ソフィさんがさけんでいる。たしかに、ボクらのタウンだったら、こんな状じょう況きょうのときすぐに警備ロボガーディアンが集あつまってきて、対たい象しょう者しゃを拘こう束そくしてしまう。セントラルは同おなじシステムになっていないのだろうか。むしろ、タウンよりもここのほうがセキュリティは万ばん全ぜんだと思おもっていたボクはそれが意い外がいだった。

（それか、相あい手てが『クローン』だから……？）

　同おなじ遺伝子情報ジーンを持もつ人にん間げんが複ふく数すういることで、システムが個こ人じん情じょう報ほうを特とく定ていできずにいるのかもしれない。とはいえ、そんな推すい理りをしていても仕し方かたがない。二十人にんの『クローン』に囲かこまれているいま、助たすけが来こないという問もん題だいの解かい決けつにはならない。

「助たすけてー、マザー！」

　ケニーくんが、金かな切きり声ごえでさけんだ。悲ひ痛つうのさけびというやつだ。ボクはどんなピンチでもマザーをよぶ気きにはなれないが、そこはそれぞれマザーとの関かん係けいもあるのだろう。

「ちくしょー！」

　タイラくんが『チーマー』さんめがけて突とっ進しんした。ふだん口くちも態たい度ども乱らん暴ぼうなタイラくんだが、暴ぼう力りょくをふるうことはなかった。おそらく彼かれもケンカなどしたことはないだろう。

「ほらよ。」

　案あんの定じょう、『チーマー』さんはひらりとカラダをかわすと、タイラくんの足あしを横よこからけりはらった。タイラくんは派は手でな音おとをたてて、前まえのめりに倒たおれこんだ。

「やめなさいよ！」

　これに怒おこったのは、ソフィさんだった。最さい近きんはめっきり穏おだやかになったソフィさんのこんな表ひょう情じょうを見みるのは久ひさしぶりだった。

「あやまりなさい！」

　その声こえと視し線せんに、前ぜん方ぽうに陣じん取どっていた『チーマー』さんの五人にんが「ごめんなさい。」と言いって、深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。しかし、後こう方ほうにいる残のこりの『チーマー』さんはそれを見みて、ケタケタと笑わらっている。

「情なさけねえ、女おんなになんか頭あたま下さげてんぜ。」

「マジウケる。ごめんなちゃい、だってよ。」

「こいつら明日あしたからパシリ決けっ定ていな。」

『パシリ』という言こと葉ばの意い味みはわからなかったが、どうやら、『チーマー』さんたちは『クローン』でありながら、同おなじＤディーＮエヌＡエーを持もっていながら、おたがいの絆きずなはそこまで深ふかくないようだった。

（なんか、いやだな、こんな絶ぜつ滅めつ種しゅ。）

　ふと、とおるさんたちの顔かおが頭あたまに浮うかぶ。ひとりひとりあんなにちがう生いき方かたをしてるのに、なぜか気き持もちが通つうじあっている。ああいう関かん係けいにボクは憧あこがれているのだ。絶ぜつ滅めつ種しゅ同どう士しのそういうつながりがボクは大だい好すきなのだ。

「とおるさーん！」

　気きづけば、ボクはさけんでいた。助たすけてほしいという気き持もちはもちろんあるが、それ以い上じょうに、いま、とおるさんにすごく会あいたかったのだ。こんなとこに。そう、セントラルなんかにいるはずないのはわかっているのに。

「おーい、ヒラナリー。」

　なんてことだろうか。あまりのピンチに耳みみがおかしくなったのかもしれない。とおるさんの声こえが聞きこえる。

　しかも、おかしくなったのはボクの耳みみだけではなかったようだ。

「この声こえは、あの方かたの。」

　ソフィさんの顔かおから怒いかりが消きえ去さり、代かわりにハートマークが瞳ひとみの中なかにあらわれていた。ソフィさん、落おち着ついて、とボクは立たちあがり、彼かの女じょにかけ寄よった。

「わんわんわんわん！」

　今こん度どは『イヌ』の鳴なき声ごえがする。さきほどまでミュージアムの中なかで聞きこえていた生なま々なましい、本ほん物ものの『イヌ』の声こえ。しかし、それが外そとにまで聞きこえるはずがない。ますますボクは自じ分ぶんがおかしくなったのだとあわてた。ソフィさんに落おち着ついて、などと言いっている場ば合あいではない。

「おい、ヒラナリ！」

　耳みみをふさぐ代かわりに頭あたまを押おさえたボクの背はい後ごから、ふたたびとおるさんの声こえがした。

　そこにはロッキーを連つれたとおるさんがいた。

「とおるさん！」

「おっす、ヒラナリ。」

　いつもの『学がくラン』姿すがたでとおるさんは、いつもの感かんじで軽かるく手てをあげた。

「とおるさん！　とおるさん！　とおるさんだ！」

　ボクはあまりの感かん激げきに、何なん度どもとおるさんの名な前まえをさけんだ。

「うるせーよ。何なん回かいよぶんだ。」

　とおるさんは、名な前まえの連れん呼こにちょっと迷めい惑わくそうにしている。

「え、でも、なんで？　なんで、とおるさんがセントラルに？」

　すると急きゅうにとおるさんは照てれくさそうに「いや、オレも社しゃ会かい科か見けん学がく行いってみたくてよ。」と小ちいさな声こえで、歯は切ぎれ悪わるく答こたえた。

　──おまえ、遠えん足そくとか修しゅう学がく旅りょ行こうとか、行いったことねーじゃん。

　ボクはまもるさんの言こと葉ばを思おもい出だしていた。とおるさんはティーチャーに同どう行こうを断ことわられてしまったのが残ざん念ねんで、こっそりあとからついてきたらしい。

「よくひとりで移動用転送車スルートレイン乗のれたね？」

　ボクらもソーシャルスタディという理り由ゆうと、ティーチャーから預あずかっているスペシャルＩアイＤディーがないとタウンから簡かん単たんには外そとに出でられないのだ。

「いや、なんかよくわかんねーけど、ロッキー連つれてたら、すぐに乗のせてくれたぜ。」

　どうやら、ドッグミュージアムの関かん係けい者しゃだと思おもわれたらしい。それで、ミュージアムも「ノーチケット」で入はいれたのか。

　ボクらは、ひとしきり、「転てん送そう」が酔よいそうだの、『シバイヌ』のかわいさはムテキだのと、いっしょにソーシャルスタディを回まわってきたかのように感かん想そうを言いいあって、笑わらった。いまがどんな状じょう況きょうにあるのかをすっかり忘わすれて。

「おい、コラ！　なに勝かっ手てにそっちで盛もりあがってくれちゃってんだよ！」

　その気き合あいの入はいった脅おどし文もん句くで、ボクはいまがどんな状じょう況きょうなのかを思おもい出だした。

「とおるさん、助たすけて！」

「おいおい、なんだってんだよ。」

　そこで初はじめて、とおるさんはボクらが大おお勢ぜいの『チーマー』さんに囲かこまれていることに気きづいたようだ。

「お、なんだなんだ、こっちにもやんちゃなやつらがいんじゃねーか。」

　とおるさんはちっともおどろいたり、ひるんだりしない。それはそうだ。『チーマー』は『ヤンキー』が都と市し型がたに進しん化かした生せい物ぶつのようなものだから。

　それにしてもと、ボクは思おもう。進しん化か系けいにしては、ずいぶんとちがう生いき物ものに思おもえる。図ず鑑かんに書かいてあることははたして本ほん当とうに正ただしいのだろうか。

「オレ様さまのダチ公こうに手てを出だそうとは、ふざけたやろう、だ、って、ん？」

　なんだか様よう子すがおかしい。いつもの「ケンカジョートー」の文もん句くが出でてこない。

「クニサキ先せん輩ぱい!?」

　とおるさんは、そうさけぶと二、三歩ぽ一いっ気きにあとずさった。

「ちゃーっス！　お久ひさしぶりっス！」

　とおるさんは、ソフィさんに命めい令れいされたわけでもないのに、腰こしを九十度どに折おって、『チーマー』さんに挨あい拶さつをしている。

「とおるさん、この『チーマー』さんたちと知しりあいなの？」

　ボクはおどろいて、頭あたまを下さげたままのとおるさんの腰こしにしがみついて、質しつ問もんした。

「チーマー？」

　とおるさんは顔かおをあげて、逆ぎゃくにボクに質しつ問もんを返かえしてきた。

「そうだよ。『トーキョー』の『シブヤ』や『イケブクロ』を中ちゅう心しんに、チームで生せい息そくしてた『チーマー』。」

　ボクは暗あん記きしている図ず鑑かんの解かい説せつ文ぶんを読よみあげるようにとおるさんに伝つたえた。

「東とう京きょう？　はは。ヒラナリ、何なに言いってんだよ。クニサキ先せん輩ぱいは東とう京きょうなんかにゃいねーよ、ねえ、先せん輩ぱい？」

「ああん？　さっきから馴なれ馴なれしいなおまえ。だれだよ？」

　さきほどボクを殴なぐった『チーマー』さん、いや、クニサキセンパイが、とおるさんをにらみつけながら、じりじりと前まえに出でてきた。

「またまた～。何なに言いってんスか。西にし中ちゅうでいっしょだったとおるっスよ。」

「だから、知しらねーっつってんだろが！」

　もちろんクニサキセンパイは冗じょう談だんを言いっているような表ひょう情じょうではない。頭あたまをいったん低ひくい位い置ちに下さげ、見みあげるようにとおるさんをにらみつけてくる。

「いやいや、その特とく徴ちょう的てきなガンつけ。絶ぜっ対たい、クニサキ先せん輩ぱいじゃねースか。マジで、オレのこと忘わすれちゃったんスか？」

　もうクニサキセンパイは返へん事じすらしない。すでにとおるさんの『学がくラン』の胸むなぐらをつかんでいる。ただ、それでもとおるさんはあわてず、クニサキセンパイに問といかけている。見み知しった顔かおのひとに自じ分ぶんが忘わすれられているということが信しんじられないようだ。

「あの町まちで先せん輩ぱいとオレだけだったじゃないスか、こんな気き合あい入はいったヤンキーやってんの。」

　とおるさんの声こえは悲かなしそうだった。

「どんなにまわりのやつらがバカにしてきても、これこそヤンキースタイルだって、卒そつ業ぎょうまで貫つらぬいて……、オレ、そんな先せん輩ぱいの背せ中なかに憧あこがれて……。」

　悲かなしいを通とおり越こしてつらそうだった。とおるさんの肩かたがふるえている。ボクはどうしていいのかわからなくなっていた。ソフィさんやタイラくんたちも、事じ情じょうがのみこめず、ただただだまって見み守まもっている。

「いいかげんにしろよ！　知しらねーってんだろがよ！」

　しびれを切きらしたのか、クニサキセンパイは右みぎ拳こぶしをふりあげて、とおるさんを殴なぐろうとした。

　──バシッ！

　しかし、とおるさんはその拳こぶしを左ひだり手てで軽かる々がると受うけ止とめていた。

「やっぱり、先せん輩ぱいじゃないスか。先せん輩ぱい、ケンカはからっきしで。それでも意い地じを張はるから、オレ、尊そん敬けいしてたんスよ。」

　どうやら、クニサキセンパイは強つよくはないらしい。よかった。さきほど殴なぐってきたのがとおるさん並なみのケンカジョートーの絶ぜつ滅めつ種しゅだったら、ボクは大おおケガしていたかもしれない。

「て、て、てめー。おい、おまえら、やっちまえ！」

　パンチを止とめられてくやしかったのか、クニサキセンパイは、周しゅう囲いにいたほかのクニサキセンパイたちに指し示じを出だした。

「マジかよ。クニサキ先せん輩ぱいが囲かこめ、とか。もう、いろいろがっかりっス、って、え、うお？」

　周しゅう囲いから円えん周しゅうを狭せばめてくるクニサキ先せん輩ぱいたちの顔かおを見みて、とおるさんの顔かお色いろがみるみる青あおくなった。

「おい、ヒラナリ。こりゃいったいどうなってんだ。クニサキ先せん輩ぱいがたくさんいるぞ。」

　気きづいてなかったのか。ボクはあきれてしまった。しかし、それもとおるさんらしい。

「『クローン』だよ、きっと。」

「あ？　クニサキ先せん輩ぱいは空そらなんて飛とばねーよ。」

「それ、ドローンでしょ。『クローン』だよ、『クローン』。」

「工こう事じ現げん場ばにあるやつか？」

「それはクレーンでしょ。その『ボケ』は、さっきクニサキセンパイがやったよ。」

「ボケじゃねーよ。じゃあ、なんなんだよ、こりゃよー。」

「だから、『クローン』だって！」

　ボクの『ツッコミ』の声こえもつい激はげしくなってしまう。だって、とおるさんたら、ぜんぜんわかってくれないんだもの。

「ああ、もういいや。とりあえず逃にげるぞ、ヒラナリ。」

「え？　闘たたかわないの？」

　とおるさんの口くちから「逃にげる」という言こと葉ばが出でたのが意い外がいだった。

「仕し方かたねーだろ。クーロンだか、クローンだか知しらねーけど、クニサキ先せん輩ぱいとはケンカできねーよ。」

　そうつらそうに吐はき出だすと、とおるさんはボクの腕うでをつかんで、クニサキセンパイたちの間あいだを抜ぬけ、輪わの外そとへ出でた。

「ヘイ、ヒラナリ。どこ行いくんだよ。オレたちはどーすりゃいいんだ？」

「とりあえず、散ちれ！　こういうときはバラバラに逃にげんのが鉄てっ則そくだ。」

　ボクの代かわりにとおるさんが答こたえる。ボクも「ケンカのガイド」などしたことはない。ここはとおるさんの考かんがえにまかせるしかない。

「みんな、うまく逃にげて！」

　そう言いって、とおるさんとロッキーとかけだすが、おそらくクラスメートたちは大だい丈じょう夫ぶだろう。だって、うしろをふり返かえったら、二十人にんのクニサキセンパイたちは全ぜん員いんボクらを追おっかけてきていたから。ボクはみんなの心しん配ぱいをしている場ば合あいではないと悟さとった。まずは、このひとたちから無ぶ事じに逃にげないと、二に度どとタウンに戻もどれないかもしれない。
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　とおるさんは反重力アンチグラビティの地じ面めんを器き用ように飛とび跳はねながらどんどんスピードをあげていく。ボクも必ひっ死しにそれについていく。

「おい、ヒラナリ。とりあえず、あそこに逃にげこもう。」

　とおるさんが指ゆびさしたビルディングは、窓まどがひとつもない、真まっ白しろなボックスのような見みた目めをしていた。ほかのビルとくらべても不ふ思し議ぎな外がい観かんだ。ボクはいやな予よ感かんがしたが、とおるさんはすでにその白しろいボックスの入いり口ぐちめがけてジャンプしていた。

　──ウイーン

　自動扉オートマチックドアが開ひらくと、そこには人ひと気けのない空くう間かんが広ひろがっていた。いやな予よ感かんは、ますますボクの中なかで大おおきくなっていた。





10　絶ぜつ滅めつ種しゅ『スケバン』が目め覚ざめる







　白しろい箱はこのようなビルディングは、中なかも白しろかった。窓まどのない壁かべも、ほこりひとつ落おちてない床ゆかも、ライトもついていない天てん井じょうもすべてが真まっ白しろだった。

「なんだ、ここ、病びょう院いんみてえだな。」

　とおるさんはそう言いうと、居い心ごこ地ち悪わるそうに、左ひだりの二にの腕うでをさすっていた。

「オレ、注ちゅう射しゃ、苦にが手てなんだよなー。」

　ボクが「え？」と聞きき返かえすと、「いや、痛いてぇからじゃねーぞ。」とあわてて言いい返かえした。そうか、『チュウシャ』とは痛いたいものなのか、と頭あたまの中なかにメモしていると、とおるさんはルームの奥おくに扉とびらがあることに気きがついた。

「おい、アレ、エレベーターじゃねーか？」

　そう言いって、ずんずん進すすんでいく。

「ちょ、ちょっととおるさん。ダメだよ。勝かっ手てに。ただでさえ不ふ法ほう侵しん入にゅうなんだから。」

　そう。ボクらはこのビルディングになんの許きょ可かもなしに入はいっている。通つう常じょうなら入いり口ぐちにＩアイＤディーセンサーか守衛ロボガーディアンがいるはずなのだが、ここにはそれがなかった。おかげでクニサキセンパイたちをまくことができたのだけれど。

「まあ、かてぇこと言いうなって。これも、あれだ、ソー、ソーサル、え～と……。」

「ソーシャルスタディ。」

「そう！　そのスタディの一いっ環かんだよ。」

　とおるさんはそう言いって笑わらうと、ますます迷まよいなくエレベーターらしき扉とびらの前まえまで進すすんでいった。仕し方かたがないので、ボクもとおるさんに続つづく。

　エレベーターのドアの脇わきには【▼】のボタンしかない。地ち下かしかないビルディング。それを知しって、ボクの頭あたまに「ビビビ」と電でん流りゅうが走はしった。

「とおるさん、ダメだ、ここは。」

　しかし、その瞬しゅん間かん、ボクは腕うでをつかまれて、エレベーターの中なかに引ひきこまれた。そして、「あっ。」と言いう間まもなく、エレベーターは降こう下かをはじめてしまっていた。

「ん？　なんか言いったか？」

　とおるさんの顔かおはワクワクで埋うめ尽つくされていた。本ほん当とうにソーシャルスタディを楽たのしみにしてたんだろう。けど、ボクは後こう悔かいでいっぱいだった。

「とおるさん、ここ、研けん究きゅう所じょだよ。」

「研けん究きゅう所じょ？」

　とおるさんはなんのことだかよくわかっていない。遠とおくから来きたとおるさんが知しらないのはムリもない。タウンでは有ゆう名めいな話はなしなのだが。

「セントラルの研けん究きゅう所じょは、よくないウワサがあるんだ。」

　それは、ロボットの性せい能のうをあげるためにヒトの脳のうを移い植しょくする研けん究きゅうをしているとか、ハイスペックな人じん類るいをつくりあげるために人じん体たい実じっ験けんをしているとか、あやしくておそろしいウワサばかりだった。

「ティーチャーもここだけはプランに入いれるなって言いってたし。」

　そうだった。研けん究きゅう所じょに行いくことだけは固かたく禁きんじられていたのだ。

「へえ、先せん公こうがねぇ。」

　ボクはまじめに訴うったえたつもりだったが、とおるさんはうれしそうにニヤリとした。

「いいか、とおる、よく覚おぼえとけ。先せん公こうが『ダメ』って言いった場ば所しょは、たいてい、楽たのしいところだ。」

　とおるさんらしい意い見けんだが、それはとおるさんが住すんでいたタウンの話はなしであって、ここではティーチャーの「ダメ」は「ゼッタイ」だ。

　──ガウン！

　そんな話はなしをしていると、エレベーターが少すこしゆれてから止とまった。エレベーターの中なかに階数フロア表ひょう示じはなかったが、どうやらどこかのフロアには着ついたみたいだ。

　エレベーターの扉とびらが開ひらく。

「なんじゃこりゃ？」

　すぐさま飛とび出だしたとおるさんが、そのフロアの様よう子すを見みてさけんだ。

「なんかたくさんあるぜ、ヒラナリ。」

　とおるさんの話はなしはよく「だれが」とか「何なにが」とかが抜ぬけ落おちている。まもるさんなんかはそのたびに「わかんねーよ。」と文もん句くを言いっているが、不ふ思し議ぎとかおるさんとはそれで話はなしが通つうじていた。かおるさんもよく勢いきおいでしゃべっている。ボクも最さい近きんやっと慣なれたと思おもったのだが、それでも、今こん回かいは「何なに」がたくさんあるのか見けん当とうもつかなかった。

　仕し方かたがないので、ボクもエレベーターを出でる。そこに広ひろがっているのは、スクールのグラウンドくらいの空くう間かんにずらりと並ならべられた医療用メディカルカプセルだった。ホスピタルにあるやつだが、こんなにたくさん並ならんでいるのを見みたのは初はじめてだった。

「とおるさん、やっぱり帰かえろうよ。なんかいやな予よ感かんがするよ。」

　このフロアでもロッキーを連つれて、さらにずんずん進すすんでいくとおるさんの背せ中なかに、ボクは頼たのみこむように言いった。

「おーい、ヒラナリ。こっち来きてみろよ。」

　とおるさんは泣なきそうになっているボクとは対たい照しょう的てきに、うれしそうに手てをふっている。

「スケバンがいんぜ。気き合あい入はいってんなー。」

　その言こと葉ばを聞きいて、一いっ転てん、ボクの心こころが浮うき立たつ。

『スケバン』、それは『ヤンキー』と対ついになる存そん在ざい。『ヤンキー』の女じょ性せい版ばんであり、一いっ時とき、『ヤンキー』や『ツッパリ』よりも人にん気きがあった絶ぜつ滅めつ種しゅだ。

「うわあ、ほんとだ。」

　上じょう部ぶが透とう明めいな医療用メディカルカプセルの中なかで眠ねむっている女おんなのひとは、たしかに図ず鑑かんで見みた『スケバン』のかっこうをしていた。『セーラーフク』とよばれる、首くびのうしろに四し角かくい布ぬのがついた服ふくに、長ながい長ながい『スカート』。髪かみはかおるさんほどではないがふわふわとした『パーマ』、真まっ赤かなルージュを唇くちびるに塗ぬっていて、手てには『シナイ』というバンブーでできた『カタナ』のようなものをにぎっていた。

「オレも初はじめて見みるよ。」

　とおるさんはカプセルに顔かおを近ちかづけてまじまじと『スケバン』さんを観かん察さつしていた。
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「え？　とおるさんのタウンにはよくいるんじゃないの？」

「ん？　いや、いねーよ。そもそもオレみたいなかっこうも時じ代だい遅おくれでさ。いまどきなんでヤンキーだよって、よくまわりにも笑わらわれててさ。」

　ボクは意い外がいだった。とおるさんのタウンでは『ヤンキー』は人にん気き者ものだと思おもっていたからだ。いまでは絶ぜつ滅めつしてしまった種しゅだが、とおるさんの居いたところでもすでに絶ぜつ滅めつの危き機きにあったとは。ボクはいまさらながら自じ分ぶんが非ひ常じょうにレアな体たい験けんをしていることを実じっ感かんした。

「とおるさんと会あえてよかった。」

　思おもわず本ほん音ねが口くちからこぼれた。

「なんだよ、あらたまって。気き持もちわりぃな。」

　とおるさんが照てれて頭あたまをかいていると、『スケバン』さんの医療用メディカルカプセルから急きゅうに「ビビー！」とブザー音おんが鳴なりだした。

「うお！　なんだなんだ？」

　ボクにもよくわからない。でも、なんだかよくないことが起おきそうな気きがする。

「おい、またか。」

　奥おくのほうから声こえがして、ボクらはあわてて医療用メディカルカプセルのすきまに身みをかくした。なんたって、ボクらは絶ぜっ賛さん不ふ法ほう侵しん入にゅう中ちゅうなのだから。

「今こん回かいも失しっ敗ぱいか。何なん度ど目めだ。」

　タウンでは見みたことのない黒くろい作業着ワーキングスーツを着きた男おとこがふたり。『スケバン』さんが眠ねむっていた医療用メディカルカプセルに近ちかづいて、なにやら嘆なげいているようだ。

「二十三回かい目め。」

「かーっ、やってられないな。」

「だから、ムリなんだよ、『クローン』に本ほん体たいの記き憶おくも移い植しょくするなんて。」

「だな。我われ々われみたいに、生うまれたときから記き憶おくをデータ化かしてるならまだしも、旧きゅう世せ代だいのアナログ記き憶おくだろ。デジタル化かするのは不ふ可か能のうなんじゃないか？」

（記き憶おく移い植しょく？　データ化か？　旧きゅう世せ代だい？）

　耳みみに入はいってくるワードにボクは不ふ吉きつな予よ感かんを抱いだいていた。いや、予よ感かんではない。とおるさんたち絶ぜつ滅めつ種しゅと出で会あってから、わざと考かんがえないようにしていたある「仮か説せつ」が、むくむくと頭あたまの中なかでその存そん在ざいを大おおきくしていく。

（そもそもとおるさんたちは、本ほん当とうに絶ぜつ滅めつ種しゅの生いき残のこりなのか。）

　ボクは頭あたまをぶんぶんふって、その考かんがえを追おい出だそうとした。考かんがえたくなかった。とおるさんが『クローン』だなんて。

　絶ぜつ滅めつ種しゅ『クローン』。それは、かつて人にん間げんが生うみ出だした人じん工こう的てきな生せい命めい。ヒトの細さい胞ぼうを取とり出だして特とく別べつな刺し激げきを与あたえ、強きょう制せい的てきに急きゅう成せい長ちょうさせる。すると短たん期き間かんでその細さい胞ぼうの持もち主ぬしとそっくりの人にん間げんが「出で来き上あがる」のだ。

　ただ、この技ぎ術じゅつはすぐに禁きん止しされた。「同おなじ人にん間げん」が複ふく数すういると社しゃ会かいが混こん乱らんするという声こえがあがったのだ。加くわえて『クローン』に人じん権けんはあるのか、という話はなしになった。人にん間げんなのか、そうじゃないのか、その定てい義ぎもしっかり決きめないまま、サイエンスの進しん歩ぽに浮うかれてつくってしまった人じん工こう的てきな「種しゅ」は、ほどなくして絶ぜつ滅めつさせられることになった。

（はずだったのに。）

　目めの前まえの男おとこたちは明あきらかに『クローン』技ぎ術じゅつに関かかわり、そして、おそらくこの医療用メディカルカプセルの中なか身みはすべて『クローン』だ。やはりセントラルはおそろしい実じっ験けんをしていたんだ。ボクはこわくなってふるえるカラダを自じ分ぶんで抱だきしめて、必ひっ死しに止とめようとした。

「大だい丈じょう夫ぶだよ、ヒラナリ。」

　とおるさんがそっと耳みみ元もとでささやいた。

「絶ぜっ対たいバレずに逃にげ出だせるからさ。」

　とおるさんは、不ふ法ほう侵しん入にゅうでつかまるのがこわくてボクがふるえていると思おもっているんだ。ちがうんだ。もっとこわいことに気きづいてしまったんだよ。でも、ボクはとおるさんの顔かおをまともに見みることができなかった。とおるさんも、この医療用メディカルカプセルから出でてきたひとだったらどうしよう。いや、それしか考かんがえられないじゃないか。だって『ヤンキー』も『サラリーマン』も『シュフ』も『ニート』も、とっくに絶ぜつ滅めつした生せい物ぶつなんだから。ここにいるはずがないんだから。

「それより、あの失しっ敗ぱい作さくたちはどこ行いったんだよ？」

「ああ、『チーマー』だっけ。なんであんな不ふ良りょうなんかを復ふっ活かつさせようとしたのかね。」

「前まえ連つれてきた『ヤンキー』が実じっ験けんでいいデータを出だしてるからじゃないか？」

　とおるさんがぴくりと反はん応のうしたのがとなりにいてわかった。そしてそれ以い上じょうにボクはびくりと大おおきくおどろいていた。

「もしかしてオレのこと、言いってる？」

　とおるさんもこの研けん究きゅう所じょが自じ分ぶんに関かん連れんしている場ば所しょであることに気きづきはじめたようだ。しかし、ボクはとおるさんに真しん実じつを知しってほしくなかった。このままの関かん係けいで、ずっといっしょにいたかった。けど、もうそれは難むずかしいだろう。ボクは研けん究きゅう所じょに入はいってしまったことを、いや、ソーシャルスタディに参さん加かしてしまったことをものすごく悔くやんだ。

　そんなボクの後こう悔かいをよそに男おとこたちの会かい話わは続つづく。

「でも、あいつらは『クローン』じゃないんだろ。同おなじような結けっ果かがほしいんだったら、『チーマー』や『スケバン』も時タ空イ転ム送マ装シ置ンで連つれてくればいいじゃないか？」

「だから、言いわれたろうが。過か去こに行いくときは、現げん在ざいに影えい響きょうが出でないように、入にゅう念ねんに下した準じゅん備びをしてからじゃないとムリだって。」

「はいはい。そうだったな。だからあんな面めん倒どうなことをして時タ空イ転ム送マ装シ置ンで連つれてきたんだもんな。」

（時タ空イ転ム送マ装シ置ン？　まさか開かい発はつに成せい功こうしていたのか？）

　理り論ろんだけで実じつ現げんは不ふ可か能のうとか、発はつ明めいできても悪あく用ようの可か能のう性せいがあるからつくらないとか、いろいろなウワサがあったけれど、本ほん当とうは完かん成せいしていたようだ。しかも、過か去こから絶ぜつ滅めつした生せい物ぶつを連つれてくるために使つかっているなんて。

「そうそう。かなり手てのこんだ芝しば居いしたなー。」

「ああ、新あたらしい職しょく場ばを紹しょう介かいしてやるとか言いってな。そもそもあの『サラリーマン』がリストラされる原げん因いんをつくったのは、あいつの会かい社しゃに上じょう司しとして潜せん入にゅうしたオレだけどな。」

（まさか、よしおさんが言いっていた合あわない上じょう司しってこいつ？）

　とおるさんたちがボクらの住すむタウンに来きたのも、どうやらこいつらが全ぜん部ぶ仕し組くんだことだったようだ。

「あいつらは『ヨニゲ』したってことにしないと、まわりがさわいで面めん倒どうだからな。」

「そうそう。いなくなったことが問もん題だい化かすると、それが原げん因いんで、我われ々われの時じ代だいに影えい響きょうが出でないとも限かぎらないしな。」

「そういう意い味みでは、『ヤンキー』たちには心しん配ぱいするようなやつらはいなかったけどな。」

　今こん度どはとおるさんがふるえている。しかし、恐きょう怖ふでではない。その横よこ顔がおは怒いかりに満みちていた。

「ちっくしょーめ。」

「ダメだよ、とおるさん。」

　ボクはあわててとおるさんの腰こしにしがみついた。

「止とめるな、ヒラナリ。あいつらぶん殴なぐってやる！」

「だから、ダメだって。『クローン』をつくるようなやつらだよ。どんな武ぶ器きを持もってるかわからないじゃないか。」

　ボクは必ひっ死しに説せっ得とくするが、とおるさんの怒いかりはおさまらない。

「だって、あいつら、オレに心しん配ぱいしてくれるようなダチがいねーみたいな言いい方かた……。」

（あ、そっち？）

　とおるさんにとっては、だまされて別べつの時じ代だいに連つれてこられたことよりも、友ともだちのいないさみしいやつだと思おもわれたことのほうが腹はら立だたしかったらしい。ほんと、とおるさんらしいというか。

「ん？　なんだ、だれかいるのか？」

　しまった。とおるさんが暴あばれるから、物もの音おとでバレてしまったんだ。すると、とおるさんが不ふ思し議ぎな声こえを出だした。

「にゃ～ん。」

「なんだ『ネコ』か。」

　知しらなかった。『イヌ』と同おなじように絶ぜつ滅めつの危き機きにある動どう物ぶつだが、そんな声こえで鳴なくのか。図ず鑑かんには【かわいらしく鳴なく】としか書かいてなかった。

「わんわんわん！」

　とおるさんの『ネコ』の鳴なきマネに反はん応のうしたのか、さきほどまでおとなしかったロッキーが急きゅうにほえだした。

「今こん度どは『イヌ』か。」

「バカ！　アニマルクローンのフロアはここじゃないだろ。」

「あ、そうか。おい、何なに者ものだ！」

　男おとこたちがカプセルを回まわりこんで、ボクたちのほうにやってくる。

「バレちまっちゃー、しょーがねーな。」

　カラダを小ちいさくしてかくれていたとおるさんが、すくっと立たちあがる。腰こしにしがみついていたボクは、その勢いきおいでふり払はらわれてしまった。

「あ！　『ヤンキー』。なんでセントラルに!?」

「うるせえ。社しゃ会かい科か見けん学がくだよ。」

　とおるさんはもう拳こぶしをにぎっている。ケンカジョートー福ふく家いえとおるは、ヤル気き満まん々まんだ。

「とおるさん、逃にげよう。」

　ボクはとおるさんの『ボンタン』の布ぬのがあまっているところを引ひっぱって、もと来きたエレベーターのほうに連つれていこうとした。

「あ、ほかにもいたのか。」

「しかも、タウンの住じゅう人にんじゃないか。セントラルの秘ひ密みつをもらされたら大たい変へんだぞ。」

　ボクの存そん在ざいがよけいに男おとこたちを本ほん気きにさせてしまったらしい。

「たしか、あのヤンキーって『ケンカ』で負まけたことがないんじゃなかったか。」

「ああ。そういうやつを選えらんだからな。間ま違ちがいない。」

　男おとこたちはボクよりもとおるさんについてくわしいようだ。

「仕し方かたない。こいつを使つかうか。」

　片かた方ほうの男おとこはそう言いうと、『スケバン』さんの眠ねむっていたカプセルのタッチパネルを操そう作さしはじめた。

　──ウウウウーーーン

　重おも々おもしい音おとがして、カプセルのカバーが開ひらいていく。中なかからゆっくりと『スケバン』さんが起おきあがってくる。

「ここはどこだ？　ん？　あたいはだれだ？」

　なんだか寝ねぼけているようにも見みえる。男おとこたちはあんな状じょう態たいの『スケバン』さんでとおるさんをつかまえようとしているのだろうか。

「おまえは『アサミヤガクエン』の八代だい目め女おんな番ばん長ちょう。あそこにいるやつは、おまえのかわいい『コブン』をかわいがってくれた『スズランコウコウ』の番ばん長ちょうだ。」

『スケバン』さんの背はい後ごで、男おとこがまるでマニュアルを読よみあげているかのように言いった。

「なんだよ、その設せっ定てい。」

「知しらないよ。こいつのオリジナルのプロフィールの一いち部ぶを読よんだだけだから。」

　なにやらごちょごちょやっているが、とおるさんとボクを『スケバン』さんの敵てきに仕し立たてあげようとしているらしい。

「そんなの、洗せん脳のうじゃないか！」

　ボクはさけんだ。しかし、男おとこたちは「それが何なにか？」という顔かおだ。ボクはくやしくなった。人じん工こう的てきに生うみ出だされた存そん在ざいとはいえ、『クローン』はこんな仕し打うちをされても文もん句くが言いえないのか。

「てめえ、よくもうちのかわいい子こ分ぶんたちを。」

　男おとこたちの言こと葉ばですっかり目めが覚さめたのか、『スケバン』さんはすっくと立たちあがった。右みぎ手てには『シナイ』を固かたくにぎりしめている。

「やべえ。」

　さっきまで男おとこたちと闘たたかう気き満まん々まんだったとおるさんは一いっ転てん、回まわれ右みぎをして『スケバン』さんに背せをむけてかけだした。『ボンタン』をつかんでいたボクもそのまま引ひっぱられるように逃にげだした。

「くおら、待まちやがれ！」

『スケバン』さんは、女じょ性せいとは思おもえないほどの低ひくくて大おおきな声こえでさけびながら追おいかけてくる。

「まいったな、オレ、女おんなとはケンカできねーんだよ。」

　以い前ぜんソフィさんに『ガン』をつけていたが、あれはケンカのうちには入はいらないらしい。

「いいよ。それでこそ、とおるさんだよ。早はやく逃にげよう。」

　ボクらはエレベーターの前まえまでやってきた。【▲】ボタンを連れん打だするが、どうやらエレベーターは上うえのフロアに行いってしまっているらしい。

「追おいついたぜ、こるぁ。」

　ふり返かえると肩かたにかつぐように『シナイ』を持もったスケバンさんが、怒いかり狂くるった目めをして立たっていた。自じ分ぶんがだれかもわからないはずなのに、怒いかりという感かん情じょうはしっかりダウンロードされているらしい。

「覚かく悟ごしろや、おら。」

　ふりおろされる『シナイ』。間かん一いっ髪ぱつでとおるさんはかわすが、床ゆかに穴あなでも開あけそうな衝しょう撃げきが足あし元もとに響ひびく。

「おまえら、これ、ただの竹刀しないじゃねーな。」

　とおるさんは後こう方ほうで成なり行ゆきを見みているだけの男おとこたちにさけんだ。

「ああ、よく気きづいたな。そいつは持もち主ぬしがふりおろす瞬しゅん間かんだけ、自じ重じゅうを十倍ばいにするよう重力制御機能グラビティコントロールを付ふ加かしてある。」

「ちっ、よけいなことを。」

　とおるさんは舌した打うちをする。どうやら、素す手でで受うけたりしたら、ただではすまなそうだ。

「おい、ヒラナリ。おまえのくつ、貸かせ！」

「え、シューズ？」

「おお、それ脱ぬいで早はやくオレによこせ。」

　わけがわからなかったが、ボクは急いそいでシューズを脱ぬいでとおるさんに渡わたした。すると、とおるさんはロッキーをつないだリードをボクに渡わたし、シューズを左ひだり手てと右みぎ手てにグローブのようにはめた。いったいどうするつもりなのだろうか。

「おい、あの『あんぐらなんとか』ってやつのスイッチはどれだ？」

「これだよ。」

　ボクは反重力アンチグラビティダイヤルを「ＭＡＸマックス」にした。

「よっし！　さあ、ばっちこい！」

『スケバン』さんは今こん度どは両りょう手てで『シナイ』をにぎりしめる。

「おねんねしちゃいな！」

『スケバン』さんは『シナイ』をまっすぐとおるさんのリーゼントめがけてふりおろしてきた。

　ボクは思おもわず目めをつぶった。「とおるさん、よけて！」と心こころでさけびながら。

「ああん、てめえ。」

「へへ、真しん剣けん白しら刃はどりってな。」

　とおるさんの声こえが聞きこえてボクは目めを開あけた。とおるさんはボクのシューズを両りょう手てにはめて、『シナイ』を頭あたまの上うえではさんでいる。そして次つぎの瞬しゅん間かん。

　──メッキィ！

『シナイ』が真まっ二ぷたつに折おれた。
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「わりいが、ケンカに使つかうにゃ、ちょい物ぶっ騒そうすぎるからな。」

（そうか。反重力アンチグラビティダイヤルを「ＭＡＸマックス」にして両りょう方ほうからはさんでいるから、シューズの底そこと底そこが合あわさる面めんに反重力アンチグラビティの力ちからがかかって『シナイ』が折おれちゃったんだ！　すごいよ、とおるさん。まさかシューズを防ぼう具ぐにしちゃうなんて。）

「この野や郎ろう！」

　折おれた『シナイ』を投なげ捨すてた『スケバン』さんは、とおるさんめがけてパンチを繰くり出だしてきた。

　──バキィ！

　鈍にぶい音おとがボクのすぐとなりから聞きこえた。とおるさんはほほで『スケバン』さんの拳こぶしを受うけ止とめていた。なぜ。とおるさんならきっとよけられたはずなのに。

「いってー。やっぱ気き合あい入はいったパンチは痛いてえや。」

　思おもいっきり殴なぐられているのに、とおるさんはうれしそうだ。

「これで竹刀しないの分ぶんはゆるしてくれよ。」

　口くちから血ちが少すこしこぼれている。それだけ『スケバン』さんのパンチには威い力りょくがあったんだ。

「あんたの名な前まえも知しらねえけど、一いち度ど拳こぶしを交まじえたらもう他た人にんじゃねーよな。」

　そう言いって、とおるさんは握あく手しゅをしようと『スケバン』さんに右みぎ手てを差さし出だした。ボクのシューズをはめたままで。

「うお、やべっ。これつけたままだった。」

　あわててシューズをボクに返かえしてくれる。とおるさんははずかしさで真まっ赤かになって、「ダッセー。」と笑わらっている。

「ふふ。おかしなやつ。」

『スケバン』さんはそう言いって笑わらった。怒おこるとあんなにこわいのに、笑わらうと、とてもかわいらしい印いん象しょうになる。『スケバン』って不ふ思し議ぎだ。

「こら！　『スケバン』。そいつをつかまえろよ！」

「ダメだ。やはり、失しっ敗ぱい作さくに期き待たいするのが間ま違ちがいだったんだ。」

　男おとこたちは勝かっ手てなことを言いっている。ボクは腹はらがたっていた。自じ分ぶんたちで勝かっ手てにつくって、勝かっ手てに失しっ敗ぱいして、そして、勝かっ手てにあきらめている。ボクの大だい好すきな絶ぜつ滅めつ種しゅを、勝かっ手てにムチャクチャにしている彼かれらに心こころの底そこから腹はらがたっていた。

「くそ。奥おくのルームから、ひとを集あつめてこい！　ロボも忘わすれるなよ！」

「おお！」と片かた方ほうの男おとこが奥おくに走はしりだした。『スケバン』さんが敵てきじゃなくなったといっても、こちらはふたりと一匹ぴき。どう考かんがえたって勝かち目めはない。とおるさんがどんなに強つよかったとしても、たったひとりじゃ。

（だれか助たすけて。）

　ボクは心こころの中なかで強つよく、そうさけんだ。
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　──ウイーン

　奥おくのドアが開ひらいた瞬しゅん間かん、向むこうから数すう十じっ体たいのロボットと、何なん人にんもの黒くろい作業着ワーキングスーツの男おとこたちがいっせいにこちらのルームになだれこんできた。男おとこたちはロボットとともに、ボクらをつかまえようとかけ寄よってきた。

「とおるさん！」

「わりぃ、ヒラナリ、なんかオレ、手てがあがんなくなっちまった。」

　とおるさんは、両りょう腕うでを肩かたからぶらりと下さげて、つらそうな顔かおをしていた。考かんがえてみれば当あたり前まえのことだ。反重力アンチグラビティＭＡＸマックスの力ちからをとおるさんは両りょう手てで受うけ止とめていたのだ。しばらく腕うでは使つかい物ものにならないかもしれない。

（さっきの握あく手しゅはやせがまんだったのかな。）

　女おんなのひとの前まえではかっこうをつけたいのが『ヤンキー』という生いき物ものなのかもしれない。

　そんなことに思おもいを巡めぐらせているうちに、ロボットと黒くろい作業着ワーキングスーツの男おとこたちがどんどん迫せまってくる。そのときうしろから、たのもしすぎる声こえがした。

「ちょっとあんたら、大だいの大人おとなが大おお勢ぜいで子こども囲かこんで何なにしてんねん！」

　ふりむくと、いつものかっこうのかおるさんが「ずん」と立たっていた。その姿すがたは堂どう々どうとしていて、ここにいるだれよりも強つよそうだった。気きのせいか、胸むねの『ヒョウ』もほえているように見みえる。

「なんだよ、ムリヤリ職しょく場ばから連つれてこられたと思おもったら、すごいことになってんじゃん。」

　まもるさんもいる。

「あ、これ、うちの製せい品ひんですね。」

　ロボットたちを指ゆびさしているのはよしおさんだ。こんなときにもよしおさんの口く調ちょうはていねいだ。

「かあちゃんたち、なんでここに？」

「いや、なんやビビッときたんよね。牛うしの知しらせってやつ。」

「おふくろ、それだとモーモーうるせえだろうが。虫むしの知しらせだよ。」

「牛うしでも虫むしでもいいけど、それならもちっと早はやく来きてくんねーかな。すげえピンチなんだよ、いま。」

「へへ、いいタイミングじゃねーか。ヒーローはいつだって遅おくれてやってくるもんなんだよ。」

「うるせえ、だれがヒーローだ、バカアニキ！」

「まあまあ、とりあえずこの状じょう況きょうをなんとかしませんと。」

　よしおさんがみんなをなだめている。こんなときでもこのひとたちは変かわらないな。ボクは、目めの前まえの危き機きを忘わすれて感かん心しんしていた。

「こいつら、実じっ験けんデータをとるためにタウンに放はなってた絶ぜつ滅めつ種しゅたちじゃないか。なんで、集あつまってきてんだ。」

　黒くろい作業着ワーキングスーツの男おとこが目めを丸まるくしてさけんだ。

「は？　絶ぜつ滅めつ種しゅ？　なんじゃそりゃ？」

　まもるさんが首くびをかしげている。

　ボクは、とおるさんたちが時タ空イ転ム送マ装シ置ンでこの時じ代だいに連つれてこられたことを、すごく簡かん単たんに、わかりやすく説せつ明めいした。そして、自じ分ぶんで説せつ明めいしながらボクはある決けっ心しんをしていた。

（とおるさんたちを元もとの時じ代だいに戻もどさないと。）

　黒くろい作業着ワーキングスーツの男おとこはだれも心しん配ぱいしていなかったと言いっていたけど、とおるさんはちがうと怒おこっていた。きっととおるさんが正ただしい。こんな魅み力りょく的てきなひとたちだもの。絶ぜっ対たいに元もとの時じ代だいで、とおるさんたちがいなくなったことを悲かなしんでいるひとがいるはずだ。

「みんなで時タ空イ転ム送マ装シ置ンに乗のらないといけないんだ！」

　解かい説せつの最さい後ごのほう、ボクはさけんでいた。そのくらい必ひっ死しだったんだ。とおるさんたちを帰かえすことに。

　けど、ボクの熱ねつのこもった説せつ明めいも、あまりに突とっ拍ぴょう子しもない話はなしに、かおるさんたちはピンときていないようだった。いっしょに研けん究きゅう所じょに入はいったとおるさんも、いまいち理り解かいしていないっぽい。

「ヒラナリちゃん、いまマンガの話はなししてる場ば合あいちゃうと思おもうで。」

「わたしたちは引ひっ越こしてきただけですしね。」

「すまん、ヒラナリ。それ、マジのマジなのか？」

　どうしよう。なんとかしてみんなを時タ空イ転ム送マ装シ置ンに乗のせないといけないのに、当とうの本ほん人にんたちがこれでは、この場ばを切きり抜ぬけることさえ難むずかしい。

「つまり、ここはオレたちからしたら未み来らいの世せ界かいで、この時じ代だいではすでに『ヤンキー』や『サラリーマン』や『シュフ』は絶ぜつ滅めつしてるってことだな。で、オレたちは実じっ験けんのために、だまされて連つれてこられたって感かんじか。」

「まもるさん！」

　まもるさんだけが理り解かいしている。

「こういうの、アニメやゲームじゃテンプレだからな。」

　まもるさんがかっこよく見みえてくる。

「マジかよ。だまされたって。じゃ、オレが地じ元もとを離はなれなきゃいけなかったのも。」

「うちがためたスーパーのポイントがムダになったのも。」

「わたしがリストラされたのも。」

「オレが大だい学がく受じゅ験けんに失しっ敗ぱいしたのも。」

「それは、関かん係けいないだろ。」

「関かん係けいないやろ。」

「関かん係けいないでしょうね。」

　とおるさん、かおるさん、よしおさんが、同どう時じにまもるさんにツッコむ。

「そうだよ、みんなこいつらのせいなんだ！」

　ボクが指ゆびさすと、とおるさんたちが黒くろい作業着ワーキングスーツの男おとこたちをにらむ。

「この時じ代だいは気きに入いってきたとこなんだけどよー、だれかにだまされてってのは納なっ得とくいかねぇなぁ。」

「めっちゃ腹はらたってきたわ。あと五百円えんでお皿さらもらえるとこやったのに。」

「言いわれてみれば、あのひと、わたしにムチャクチャ言いってきた上じょう司しに似にてますね。」

「オレはこの時じ代だいのほうがいいけどな……。」

　約やく一名めいちがう意い見けんのひともいるけれど、四人にんは完かん全ぜんに臨りん戦せん態たい勢せいに入はいった。とはいえ、とおるさんは両りょう腕うでが使つかえない。ここはかおるさんに頼たよるしかない。

「かあちゃん、そういえばさっきあそこのやつが、『なんだ、あのヒョウ柄がらのババア。』って言いってたぜ。」

「な～ん～や～て～。」

『スケバン』さんが怒いかりくるったとき以い上じょうにフロアの空くう気きがふるえる。かおるさんの顔かおは、まるで『ヒョウ』そのものだ。

「だれが、ヒョウの威いを借かるブタババアじゃ、こらぁ。」

　かおるさんが、男おとこたちに突とっ進しんしていく。

「だ、だれも、そんなこと言いってな……！」

　言いい終おわる前まえに、次つぎ々つぎと男おとこたちはふっ飛とばされていく。四し方ほうを囲かこまれていたのに、かおるさんが通とおったあとには道みちができた。

「ロボットのほうはまかせてください。」

　かおるさんにふっ飛とばされた男おとこが落おとしたリモコンによしおさんがかけ寄よる。手てに取とると、まるで踊おどるようにリズミカルにボタンを押おしている。すると突とつ然ぜん、ロボットの動うごきが止とまったかと思おもうと反はん転てん、ルームのサイドにあるドアから列れつになって出でていった。

「おい、おまえら、どこ行いく気きだ、おい！」

　まだかおるさんの突とっ進しんを受うけていない黒くろい作業着ワーキングスーツの男おとこがさけんだ。

「たぶん、トイレです。」

　やさしくほほ笑えむよしおさんの広ひろいおでこがライトに照てらされてかがやいていた。

「よし、行いくぜ、ヒラナリ。かあちゃんに続つづけ。」

「うん！」

　ボクらはかおるさんがつくった道みちを、奥おくのルームへと続つづくドアを目め指ざして一いっ直ちょく線せんに走はしった。
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　ドアを開あけるとそこは、さっきのルームにくらべてだいぶ小ちいさい円えん形けいのドームのようなところだった。地ち下かのはずなのに、天てん井じょうからはやわらかい光ひかりがふりそそいでいた。

（まさか、人じん工こう太たい陽よう？）

　そんなものまで研けん究きゅう所じょはつくっていたのか、とボクの口くちはぽかんと開あくばかりだった。

　しかし、人じん工こう太たい陽ようより、もっとおどろくものがドームの中ちゅう央おうにはあった。それはボクが、いや、この時じ代だいのすべてのひとがよく知しっている「あのひと」の姿すがたをした像ぞうだった。

「なんだ、このでっけーねえちゃんの像ぞうは。」

「とおる、ほんまあんたはアホやなぁ。これ、マニア像ぞうやないの。」

「おふくろ、それじゃオタクの像ぞうだろ。ちげーよ。これ、マリア像ぞうだよ。」

　そうか、とおるさんたちの時じ代だいからこの姿すがたなんだ。でも、これはマリア像ぞうじゃない。

「ちがうよ。これは、マザーだ。」

　ボクは、像ぞうを見みあげながら言いった。像ぞうの足あし元もとには複ふく雑ざつな計けい器きがぐるりと囲かこむように置おかれていた。こんなところにあったんだ。
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「マザー？　マザーっておまえがいつも言いってるやつか？　あれ、かあちゃんって意い味みじゃなかったのかよ。」

「正ただしくは『マザーシステム』。とおるさんたちの時じ代だいのだいぶあとだけど、人にん間げんが増ふえすぎたことで世せ界かい中じゅうが食しょく糧りょう難なんになったんだ。そのころは地じ獄ごくのようだったらしいよ。食たべるものがなくて死しんでいくひとたち。食しょく料りょうを奪うばいあって起おこる戦せん争そう。あっという間まに世せ界かいの人じん口こうはピーク時じの一万まん分ぶんの一にまで減へってしまったんだ。残のこされたひとびとはこのままだと人じん類るいが滅めつ亡ぼうしてしまうと、平へい和わ協きょう定ていを結むすび、ひとが減へった代かわりの労ろう働どう力りょくとしてロボットを増ふやし、そして空あいた土と地ちに小こ麦むぎを植うえたんだ。」

「あの金きん色いろの小こ麦むぎ畑ばたけはそういう理り由ゆうだったんかよ。」

　ボクはとおるさんのほうを見みて静しずかにうなずいた。

「それから生いき残のこったひとたちは人じん口こうをコントロールすることにしたんだ。ふたたび同おなじような悲ひ劇げきが起おこらないようにね。」

「そのために生うみ出だされたのが『マザーシステム』ってことか？」

　やはりまもるさんは理り解かいが早はやい。

「そう。マザーがその時じ期きに必ひつ要ような人にん間げんの数かずを計けい算さんして、ＤディーＮエヌＡエーを配はい合ごうするんだ。そして、毎まい年とし決きまった人にん数ずうの子こどもたちがマザーの手てによって生うみ出だされ、育そだてられるんだ。ボクらの名な前まえもマザーがつけてくれたんだよ。」

「マ、マジかよ。」

　とおるさんが両りょう手てで頭あたまを押おさえてうなった。よかった。もう両りょう腕うでは動うごくみたいだ。

「うん。このことは、この時じ代だいのだれもがスクールで教おしえられて知しってることだよ。」

「じゃ、ヒラナリちゃんには、おとうさんもおかあさんもおらへんの？」

　いつかこの質しつ問もんはされるかな、と思おもっていた。ボクはこのときのために用よう意いしておいたセリフを、読よむように発はっした。

「ボクだけじゃないよ。この世せ界かいのみんながそうさ。かおるさん、この時じ代だいではね。ううん、もっともっと昔むかしに『カゾク』は絶ぜつ滅めつしてるんだよ。」

「ヒラナリちゃん……。」

　ボクはそれがなんてことのない普ふ通つうのことのように言いった。そのために前まえから用よう意いしておいたセリフだ。ごはんを食たべたら歯はを磨みがく、そのくらい当あたり前まえのことのように言いった、はずだった。

「ヒラナリ！」

　とおるさんが、ボクをうしろから抱だきしめた。ぎゅっと強つよく。

「どうしたの、とおるさん。いいんだよ、これが普ふ通つうのことなんだから。」

「じゃあよ。じゃあよぉ。なんでおまえは泣ないてんだよぉ！」

　気きづかないうちにボクの目めからはぼろぼろと涙なみだがこぼれていた。たしかに『カゾク』がいないことはボクにとって普ふ通つうのことだった。とおるさんたちに出で会あうまでは。ボクは知しってしまった。『カゾク』を守まもりたいという思おもいがどんなにひとを強つよくするかも、『カゾク』で食たべるごはんがすごくおいしいことも、ケンカできる『カゾク』がいることがどんなにすばらしいことかも。

「うわあああああああああああん。」

　もうボクはがまんできなかった。とおるさんに抱だきしめられながら大おお声ごえで泣ないた。

「泣なかないで、私わたしのかわいいぼうや。」

　マザー像ぞうから聞きき慣なれた声こえがした。そう、ボクらのホームには必かならず一台だい大おお型がたの空中映写機ホログラムシステムが設せっ置ちされている。そこにはこの像ぞうと同おなじ姿すがたのマザーが映うつし出だされ、その日ひあったことの報ほう告こくをしたり、翌よく日じつからの指し示じを受うけたりする。ひとりひとりに対たい応おうしたプログラムになっているので、姿すがたは同おなじでも、それぞれがまったく異ことなるマザーなのだ。

「やはり、この実じっ験けんは失しっ敗ぱいだったかしら。」

「実じっ験けん？」

　涙なみだでまともに話はなすことができないボクの代かわりに、まもるさんが質しつ問もんしてくれた。

「そう。環かん境きょうによって多た様よう性せいを持もった子こどもを育そだてる実じっ験けん。」

「どういうことだよ！」

「滅めつ亡ぼうの危き機きを逃のがれ、生いき残のこった人じん類るいは、ふたたび同おなじ過あやまちを繰くり返かえさないために私わたしを創つくった。しかし、長ながく人じん類るいを生うみ出だし、管かん理りしてきた私わたしには、人ひとの数かずをコントロールするだけでは不ふ十じゅう分ぶんに感かんじられた。」

「そこまでしてまだ不ふ十じゅう分ぶんって言いうのかよ？」

　まもるさんがそこで口くちをはさんだ。

「ええ、私わたしは人じん類るいを超こえる人じん類るいを創つくろうとしていました。」

「人じん類るいを超こえる、人じん類るい……？」

「さまざまな生いき物もののチカラを組くみこむことで、争あらそいも過あやまちも起おこらない社しゃ会かいをつくれる人じん類るいのことです。」

「セントラルの研けん究きゅう所じょで人じん体たい実じっ験けんをしてるってウワサは本ほん当とうだったんだ。」

　もう、涙なみだはおさまった。ボクは赤あかい目めをしながらマザーに問といかけた。

「人じん体たい実じっ験けんとは少すこしちがいます。この時じ代だいにわずかに残のこった生せい物ぶつたちのＤディーＮエヌＡエーをクローン培ばい養ようし、ヒトに配はい合ごうして生うみ出だすのです。その副ふく産さん物ぶつがセントラルで飼し育いくしているアニマルたちです。」

　やはりドッグミュージアムの『イヌ』たちも『クローン』だったんだ。絶ぜつ滅めつをまぬがれたわけじゃなかったのか。ボクは『シバイヌ』のかわいらしい顔かおを思おもい出だして、切せつなくなった。

「それでその実じっ験けんは成せい功こうだったの？」

　その答こたえをボクは知しっていたが、たずねないわけにはいかなかった。

「争あらそいがなくなることはありませんでした。それはあなたもよくわかっているでしょう？」

　ボクはこくりとうなずく。

「私わたしのかわいい子このひとり、ソフィ。ヒラナリ、あなたのクラスメートでしたね。あの子こは特とく殊しゅな能のう力りょくを持もっているのに、その使つかい方かたを誤あやまりました。」

　やはりソフィさんのあの目めのチカラは、そうだったんだ。

「ソフィには、スネークの眼がん力りきとライオンの威い圧あつ力りょくを組くみこみました。グループの支し配はい者しゃになれる能のう力りょくだったのですが、彼かの女じょはそれを自じ分ぶんのためにしか使つかってきませんでした。」

　たしかにそのとおりだ。ボクはソフィさんたちから『ツチノコ』と言いわれて宙ちゅうに放ほうり投なげられていた日ひ々びを思おもい出だす。

「で、でも、最さい近きんは！」

　ボクはとおるさんと出で会あってからのソフィさんの変へん化かを告つげようとしたが、マザーにさえぎられた。

「だからこそ、別べつの実じっ験けんも進すすめる必ひつ要ようがあったのです。」

「それが、オレたち、人にん間げんの『絶ぜつ滅めつ種しゅ』を集あつめることだったってのか。」

「直ちょく接せつ過か去こから連つれてくるのにはリスクがあった。だからＤディーＮエヌＡエーだけ過か去こで採さい取しゅしてクローン人にん間げんを創つくりました。しかしうまくはいかなかった。姿すがた形かたちや能のう力りょくはコピーできても、肝かん心じんのハートがクローンにはうまく移い植しょくできなかった。」

「さっきのスケバンのねえさんや、クニサキ先せん輩ぱいもクローンだってのかよ!?」

　とおるさんもやっと同おなじ顔かおのクニサキセンパイがいる謎なぞの答こたえに気きづいたようだ。『スケバン』さんが記き憶おくを持もたなかったのも、ハートのダウンロードが不ふ完かん全ぜんだったからだ。

「私わたしは覚かく悟ごを決きめました。歴れき史しをゆがめるリスクを負おいつつも、実じっ際さいに過か去こから絶ぜつ滅めつ種しゅをこの時じ代だいに連つれてくることにしたのです。」

「そのために、わたしはリストラに……。」

　よしおさんがショックを受うけている。ムリもない。未み来らいの実じっ験けんのために人じん生せいを狂くるわされたと聞きいたらだれでもそうだろう。

「そして、この実じっ験けんの対たい象しょうがあなたです。私わたしのかわいいぼうや、ヒラナリ。」

　なんてことだ。ボクが絶ぜつ滅めつ種しゅと出で会あえる能のう力りょくに目め覚ざめたと思おもっていたのはただの勘かんちがいで、すべてマザーによる実じっ験けんの対たい象しょうとして動うごかされていただけだったんだ。

「あなたは、絶ぜつ滅めつ種しゅたちによって見み事ごとに成せい長ちょうしました。引ひっこみ思じ案あんで臆おく病びょうだったあなたが、ひとの前まえに立たち、頭あたまを使つかい、周しゅう囲いのために勇ゆう気きをふりしぼろうとしました。」

　ボクは、めずらしくマザーにほめられている。テストで満まん点てんをとったときでもほめられたことなどなかったのに。けど、ぜんぜんうれしくない。

　──ガンッ！

　突とつ然ぜん大おおきな音おとがした。とおるさんが計けい器きを思おもいっきりけったのだ。

「もうだまれや、オバサン。」

　とおるさんは真まっ赤かになって怒おこっていた。

「聞きいてりゃ、あんたはヒラナリたちの親おや代がわりのくせしやがって、子こどもを使つかって実じっ験けんだぁ？　人じん類るいを超こえる人じん類るいだぁ？　争あらそいのない世せ界かいだぁ？　おまえがいちばん争あらそいのもとだろうがよー！」

「そうやね。うちももうがまんできへんわ。ヒラナリちゃんを育そだててる言ゆうからだまって聞きいとったけど、同おなじ母はは親おやとしてあんたのやり方かたはほっとけん！」

　かおるさんはすでに計けい器きの上うえにのぼっている。手てにはどこで拾ひろったのか、鉄てつの棒ぼうを持もっている。

「子こどもは、親おやの言いうことを聞きくだけのロボットじゃないですからね。」

　よしおさんは計けい器きのボタンを、さっきロボットを誤ご作さ動どうさせたようにリズミカルにたたいている。

「ラスボスの弱じゃく点てんってのはたいていこういうとこにあんだよ。」

　まもるさんは、マザー像ぞうの裏うら側がわに回まわって、なにやら探さがしている。

「わんわんわん！」

　ロッキーは片かた足あしをあげて計けい器きにおしっこを引ひっかけようとしている。

　このひとたちは自じ分ぶんがさらわれてきたことよりも、ボクが実じっ験けんの対たい象しょうになっていたことに怒いかりを感かんじてくれている。なんてひとたちだ。

「絶ぜつ滅めつ種しゅの反はん乱らんも想そう定ていの範はん囲い内ないです。」

　ドームの四し方ほうから大おおきなアームが伸のびてきた。とおるさん、かおるさんはうまくアームをかわす。しかし、よしおさんはつかまってしまった。

「おとうちゃん！」

　アームがよしおさんを壁かべにたたきつけようとする。「あぶない！」とボクがさけんだその瞬しゅん間かん、まもるさんが何なにかを持もった手てを高たか々だかとあげた。

「見みつけた！　やっぱりあったぜ、本ほん体たい。」

　まもるさんの手てにあるのは手てのひらより少すこし大おおきいくらいのマザー像ぞうだった。ガラスでできているのか、全ぜん体たいが透とう明めいで、中なかにはチップがひとつ入はいっている。

　同どう時じにアームの動うごきが止とまる。

「それをはなしなさい、『ニート』よ。」

「ニート言いうな！　はなしてほしけりゃオレたちを元もとの時じ代だいに帰かえせ。そして、オレをどこかに就しゅう職しょくさせろ！」

　後こう半はんはムチャクチャな要よう求きゅうだが、まもるさんのお手て柄がらだ。しかし、一いち度ど止とまったアームはふたたび反はん動どうをつけてよしおさんを壁かべにたたきつけようとした。

「私わたしの本ほん体たいがそれだけだと？」

「まもるさん、貸かして！」

　ボクはまもるさんのところまでかけ寄より、手てから小ちいさなマザー像ぞうを奪うばった。

「ヒラナリ!?」

　ボクは、手てに持もった像ぞうを地じ面めんにたたきつけた。

　──キシャァァァァァァァン

　マザー像ぞうは音おとをたててくだけた。ボクは中なかにあったチップを拾ひろい、親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびではさんで力ちからを込こめた。

「おお、私わたしのかわいいヒラナリ。そのチップを破は壊かいしても、ほかのエリアに私わたしのバックアップがいるのですよ。」

「でも、しばらくは復ふっ旧きゅうできないでしょ。」

　──パキン！

　ボクの指ゆびの中なかでチップはきれいにふたつに折おれた。同どう時じにアームはだらりと動うごかなくなり、よしおさんは地じ面めんに落おとされた。

「おとうちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

「はい、大だい丈じょう夫ぶですよ。」

「おとうちゃん、めっちゃかっこよかったわー。ほれなおしたわー。」

「いや、それほどでも。」

「おい、そこ、いちゃつくんじゃねーよ。」

　とおるさんは、げんなりした顔かおでふたりをさとしたあと、ボクのほうを見みた。

「ヒラナリ！　やったな！」

　親おや指ゆびを立たてて、ぐっとこっちにつき出だした。

「オレたち『絶ぜつ滅めつ種しゅ』の反はん乱らんは想そう定ていの範はん囲い内ないでも、自じ分ぶんの子こどもの反はん抗こう期きは予よ想そうできなかったみたいだな。」

　大だい活かつ躍やくのまもるさんはボクの肩かたにぽんと手てを置おいて言いった。

（マザーに反はん抗こう……か。）

　ボクはただ、とおるさんたちがボクのために怒おこってくれているのに、当とうの本ほん人にんが何なにもしないのはおかしいと思おもっただけだった。

「なあ、いまのうちじゃねえの？」

　まもるさんの声こえでボクははっとした。そうだ。マザーシステムの復ふっ旧きゅうまでに、時タ空イ転ム送マ装シ置ンでとおるさんたちを元もとの時じ代だいに帰かえさなければ。

　ボクらは時タ空イ転ム送マ装シ置ンを探さがした。すみずみまで探さがしたが、「乗のり物もの」といえるものはひとつしかなかった。だが、それは意い外がいなカタチをしていてボクらをおどろかせた。

　巨きょ大だいマザー像ぞうの裏うら、さらにその奥おくにあった四し角かくくて横よこに長ながい箱はこ。輪わっかが四つついているということは、これも『シューティングスターゴウ』のような乗のり物ものなのだろうか。

「なんだよ、コレ。オレたちが引ひっ越こしのときに乗のってきたワンボックスじゃねーか。ほんとにこれがタイムマシンなのか？」

「あ、ほんとにそうみたいだぜ。運うん転てん席せきが普ふ通つうのクルマじゃない。」

　すでに箱はこの前まえに乗のりこんでいたまもるさんが言いった。

「あ、これならだいたいわかるかも。」

　まもるさんはそう言いうと、運うん転てん席せきでなにやら計けい器きをいじっている。となりに、よしおさんが乗のりこんだ。

「ナビがいるかはわかりませんが、とりあえずここに乗のりましょう。」

「オヤジ、免めん許きょ持もってないからな。変へんなとこいじんないでくれよ。」

　うしろの席せきにかおるさんが乗のりこんだ。

「あ、でも冷れい蔵ぞう庫こだけは持もって帰かえったらあかんかな。買かい物ものいらずで家か計けいも助たすかるし。」

「元もとの時じ代だいじゃただの箱はこじゃね？」

　そのさらにうしろに慣なれた感かんじでロッキーが乗のりこむ。

「わん！」

「ロッキー、カーブのたびにはしゃぐんじゃねえぞ。」

　最さい後ごに中ちゅう央おうのドアからとおるさんが乗のりこもうとする。ボクの手てをぐっとつかんで。

「さ、行いくか、ヒラナリ。」
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　ボクは、そっととおるさんの手てをふりほどいた。とおるさんは、びっくりしている。

「おいおい！　ここに残のこるつもりか？　あんな子こどものこと考かんがえてねーオバサンのとこにか？　おまえ、モエルモットーにされちまうんだぞ。」

「とおる、モルモットな。」

　まもるさんのツッコミが四人にんの中なかでいちばん的てき確かくかもしれない。

「うん、そうなるかもしれない。でも、そうならないかもしれない。だって、ボクらは成せい長ちょうしてるんだから。マザーにだってこれからのすべてを予よ測そくすることなんて不ふ可か能のうだよ。」

「でもよー。」

「それにね。とおるさんたちを見みてて思おもったんだ。『カゾク』はぶつかることもあるけど、きっとわかりあえるものだって。」

「ヒラナリ……。」

　とおるさんはまだボクといっしょに行いきたそうだ。

「とおる。ヒラナリちゃんの言いうとおりやで。ヒラナリちゃんなら、きっとあのひとを変かえてくれるやろ。」

　このひとたちは「システム」としてのマザーの正しょう体たいを見みても、まだ「ひと」としてとらえてくれている。この考かんがえ方かたは、ボクからマザーに伝つたえなきゃいけない。

　とおるさんはなごり惜おしそうに『ワンボックス』のドアを閉しめた。

「じゃあな、ヒラナリ。」

『ワンボックス』の中なかからとおるさんが言いった。でも、ボクからは黒くろい棒ぼうしか見みえない。とおるさんが下したをむいているから『リーゼント』しか見みえないんだ。

「とおるさん、笑わらってよ。ボク、とおるさんの堂どう々どうとした笑え顔がおが大だい好すきなんだよ。」

「お、おうよ。」

　そう言いってもすぐには顔かおをあげてくれなかった。しばらくごそごそしたあと、真まっ赤かな目めで、くしゃくしゃに笑わらった顔かおを見みせてくれた。

「あばよ！」

「うん、さよなら、とおるさん。」

　──ブルルルルルルゥゥゥゥン

『ワンボックス』が起き動どうしたみたいだ。ボクは少すこしはなれて立たち、右みぎ手ての親おや指ゆびを立たて、ぐっと前まえにつき出だした。親おや指ゆびの向むこうで『ワンボックス』がふっと消きえて、またすぐあらわれた。

　中なかにはもうだれも乗のっていなかった。





エピローグ







　その日ひ、オレはいつものように学がっ校こう帰がえりに地じ元もとをぶらぶらしていた。コンビニ行いって立たち読よみして、ゲーセン行いって格かくゲーやって、いつもどおりだ。

　でも、いつものようには楽たのしめねぇ。見み慣なれた地じ元もとの景け色しきが、どこか色いろあせて見みえる。理り由ゆうはわかってる。未み来らいに行いってきたせいだ。

　あの日ひ、オレたちはワンボックスの形かたちをしたタイムマシンで、元もとの時じ代だいに戻もどってきた。正せい確かくには、夜よ逃にげした翌よく日じつ。未み来らいで過すごした時じ間かんをなかったことにしたのは、「浦うら島しま太た郎ろうはいやだからな。」と、アニキが戻もどる時じ代だいの設せっ定ていをそこにしたからだ。ワンボックスはオレたちがおりるやいなや消きえてしまった。アニキが言いうには「時じ間かん移い動どうしたら、あの時じ代だいに戻もどるように自じ動どう設せっ定ていされてる。」らしい。過か去この人にん間げんに見みつかったり、勝かっ手てに使つかわれたりしないようにだろうな。

　ワンボックスが消きえてから、オレたちはなつかしいわが家やに戻もどった。

　オヤジは、クビになった会かい社しゃでふたたび働はたらけることになった。未み来らいから潜せん入にゅうしてたニセ上じょう司しのやり方かたはひどすぎると、オヤジの同どう僚りょうたちが「フトウカイコ」だと会かい社しゃに訴うったえたらしい。当とうのニセ上じょう司しも突とつ然ぜんいなくなってしまい、会かい社しゃとしても申もうし訳わけないって、クビになってた間あいだの給きゅう料りょうを出だしてくれた。その金かねで借しゃっ金きんもなんとか返かえせたらしい。

　かあちゃんは、たまったポイントカードをスーパーに持もっていって皿さらをもらってきた。同おなじようなのが家いえに何なん枚まいもあるっていうのによ。ただ、かあちゃんいわく、もっと節せつ約やくして新あたらしい冷れい蔵ぞう庫こを買かいたいんだと。未み来らいの冷れい蔵ぞう庫こにすっかり味あじをしめちまったらしい。あれはムリだろ、とオレが言いうと、「科か学がくの進しん歩ぽ、なめたらアカン！」ってどなられちまった。わけわかんねぇ。

　アニキはまた元もとどおり部へ屋やにこもるかと思おもったけど、意い外がいにも毎まい日にち仕し事ごとを探さがしに行いっている。最さい初しょは「部へ屋やにあるゲーム、未み来らいでやったのとくらべるとつまんねーから。」とか言いってたけど、ありゃ本マ気ジだ。だって、仕し事ごとしながらもう一いち度ど大だい学がく受じゅ験けんにもチャレンジするとか言いってたからな。未み来らいに行いって、いちばん影えい響きょう受うけたのはアニキかもしんねー。

　いや、ちがうな。オレだってすげー変かわった。でも、アニキみたいな前まえ向むきな変へん化かとはちがう。戻もどってきてからのオレは、なんだかぼんやりしてることが多おおい。他た中ちゅうとのケンカとか言いわれても血ちがさわがねーし、地じ元もとの町まちもなんか味あじ気けねー。

　ヒラナリ。やっぱり、おめーがいねーのがでっけぇよ。オレは、こっちに帰かえってくるときのワンボックスの中なかでの会かい話わを思おもい出だしていた。




「いつまで泣ないてんの、とおる。ヒラナリちゃんは笑わらって送おくってくれたやないの。情なさけないねぇ、ほんま。」

「う、うるせえよ、くそババア。」

「な～ん～や～て～。」

「おい、おふくろ！　ここで暴あばれんのはやめてくれ。とおる、あやまれって。」

「ま、今日きょうんとこはあんたがんばったし、聞きかんかったことにしてあげるわ。」

「お？　助たすかったな、とおる。」

「オレは、ヒラナリのことが心しん配ぱいなんだよ。あのオバサンにこれからもつらい思おもいをさせられるかと思おもうとよ、心こころがぐってなんのよ。」

「でも、あのマザーってひとは、ヒラナリくんのことをちゃんと大たい切せつにしていたと思おもいますよ。」

「なんで、そんなことがわかんだよ、オヤジ。」

「ヒラナリくんたちの名な前まえは、あのひとがつけたんでしょ。親おやが子こどもの名な前まえをつけるっていうのは、愛あいがないとできないことなんですよ。ね、おかあさん。」

「ま、うちのふたりは適てき当とうやけどな。」

「ま、かおる、まもる、とおる、だもんな。ラップみたいでかっこいいな。ってオイ！」

「はは、冗じょう談だんやって。」

「でもよ、とおる。名な前まえのこともあるけど、あのマザーってひとさ、オレたちの時じ代だいに憧あこがれてたっぽいぜ。」

「なんでだよ？」

「この運うん転てん席せきさ、操そう縦じゅうは普ふ通つうのクルマといっしょなんだけど、タイムマシンとしての設せっ定ていとかは、オレたちの時じ代だいに超ちょう流は行やったゲームとまったくいっしょなんだよ。」

「たまたまだろ。」

「いや、ぜってー偶ぐう然ぜんじゃねえよ。わざわざ『スイッチテーション』ってロゴ入いれてあるしな。」

「マジかよ。」

「あと、ヒラナリの名な前まえ。あれ、漢かん字じにしてみ？」

「漢かん字じ？」

「いつもの『夜よ露ろ死し苦く』みたいに当あて字じじゃねーぞ。ヒラナリってな、漢かん字じにすると『平成』って書かけるんだよ。」

「あ、ほんまや！」

「だろ！　だからあのマザーってひとは、『平へい成せい』から連つれてきたオレたちと『平ひら成なり』と名なをつけたあいつを会あわせることを、じつは楽たのしみにしてたんじゃねえかな。全ぜん部ぶ、親おや心ごころからのことだったとしたら、まだ救すくいがあんじゃね。」

「アニキ……。」

「ま、おまえの『ヤンキー』ファッションは『平へい成せい』というより『昭しょう和わ』だけどなー。」

「う、うるせえよ！」

「ふふふふ。」

「あ、オヤジ、なに笑わらってんだ、コラ。」

「よかったじゃねーか、とおる。ハト神がみさまにウケてよ。」

「うれしくねえよ！」

「あ、そういえば、あの公こう園えんのハトさんたち、わたしのこと忘わすれてないですかね。」

「おとうちゃん、それ、さみしがるところ？　もうリストラとかされんといてよ。」

「いや～、がんばります。」

「頼たのむぜ、オヤジ。うちの唯ゆい一いつの稼かせぎ手てなんだからよ。」

「アニキ、おまえも働はたらけよ。」

「ああ、気きがむいたらな～。」

「はあ、なんや、あんたらの話はなし聞きいてたら、未み来らいから帰かえってるってのがウソみたいやわ。」

「だな。」

「ですね。」

「ああ。」

　ただ、オレたちに起おきた出で来き事ごとはウソでもユメでもねえ。だって、ヒラナリとの時じ間かんはオレの心こころにこんなにもアツく残のこってんだからよ。




　アニキたちのおかげで、ヒラナリの心しん配ぱいはいらねえ。そう思おもえるようにはなった。

　でも、でも、オレの心こころにはぽっかりと穴あなが開あいてしまったみたいで、どうにもスカッとしねえ。そう、うじうじと下したをむきながら考かんがえていたら、だれかと肩かたがぶつかった。

「おおっと！　いてーな、おい。どこ見みて歩あるいてんだ、コラ！」

　オレはびっくりして顔かおをあげた。「いんねん」をつけられたからじゃねえ。その声こえに聞きき覚おぼえがあったからだ。

「なに見みてんだ、コラ！」

　そこには、セリフとは逆ぎゃくにニコニコ笑わらったヒラナリの顔かおがあった。

「ヒラナリ！」

「とおるさん！」

「おまえ、どうしてここに？　かあちゃんといっしょにいるって……。」

　オレはあのマザーってやつがヒラナリのかあちゃんだってこと、認みとめてやることにしていた。

「うん、ちゃんと話はなしあったよ。『カゾクカイギ』ってやつだね。」

「マジかよ。で、わかってもらえたんか？」

「うん。ボクらにはボクらの成せい長ちょうの仕し方かたがあるって。とおるさんたち絶ぜつ滅めつ種しゅをムリヤリ実じっ験けんに巻まきこんだことは、マザーも反はん省せいしてたよ。」

　オレはなんだか変へんな感かんじだった。オレはまだこの時じ代だいではバリバリヤンキー続つづけてんのに、ヒラナリの時じ代だいでは絶ぜつ滅めつしたことになってんだ。いや、いいや。ならいっそのことオレは『ラストヤンキー』として気き合あい入いれまくってやんぜ。

（クニサキ先せん輩ぱいもヤンキー卒そつ業ぎょうしちまったしな。）

　この前まえ会あいに行いったら、着きなくなった短たんランとボンタンくれたんだ。東とう京きょうにだけは行いかないでくれと念ねんを押おしておいた。そこでオレは思おもい出だしたんだ。未み来らいのクニサキ先せん輩ぱいたちのことを。

「クニサキ先せん輩ぱいたちは元げん気きかよ。」

「ん？　ああ、『クローン』の『チーマー』さんたちだね。うん、もちろん。いま、『クローン』さんたちがタウンで暮くらしていけるようにマザーと話はなしあってるところ。」

「よかった。じゃあ、全ぜん部ぶまるくおさまりそうなんだな。」

　オレはホッと胸むねをなでおろした。でも、むこうが平へい和わってことは、なおさらヒラナリがオレたちの時じ代だいで暮くらす理り由ゆうがなくなっちまう。せっかく再さい会かいできたのに、すぐサヨナラかよ、とオレはさみしくなった。

「それが、そうでもないんだ。」

　とたん、ヒラナリは眉まゆ毛げを八はちの字じにして、困こまった顔かおになった。

「とおるさんたち以い外がいにも、絶ぜつ滅めつ種しゅが実じっ験けんで連つれてこられてたんだよ。」

「マジかよ。」

　オレはさけばずにはいられなかった。オレたち家か族ぞく以い外がいにもそんな目めにあったやつがいるなんて。ゆるせねー話はなしだ。

「じゃあ、そいつらも元もとの時じ代だいに戻もどさねぇとな。」

「うん。そうなんだけど……。」

「だけど、なんだよ？」

「その絶ぜつ滅めつ種しゅさんは、帰かえりたくないっていうんだ。」

　オレはその気き持もちがわからなくもなかった。オレもあっちでヒラナリに出で会あって、未み来らいも悪わるくねえと思おもっていたからだ。だが、それでも戻もどんなきゃだよな。オレたちみたいな過か去こから行いった人にん間げんが未み来らいに居い座すわるのはよくねえことなんだろうから、きっと。

「で、もしとおるさんがよかったらなんだけど、そのひとを元もとの時じ代だいに戻もどすのを手て伝つだってほしいんだ。」

「オレが？　マジかよ。また未み来らいに行いくっていうのかよ？」

「うん。ダメかな？」

「んなわけあるか。ダチの頼たのみを断ことわれるかよ！」

　オレに迷まよいなんてなかった。行いってやるさ、また未み来らいに。ヒラナリといっしょならどんなことでも解かい決けつできる気きがした。だって、オレたちゃマブダチだからよ。

「ありがとう、とおるさん。」

　ヒラナリがすっと出だした手てを、オレはぎゅっと、にぎり返かえした。

「んで、ヒラナリよ。その帰かえりたくないってゼツメッシュはどんなやつなんだ？」

「とおるさん、『ゼツメッシュ』じゃなくて『絶ぜつ滅めつ種しゅ』だよ。」

「いいじゃねーか。メッシュのほうがかっこいいだろ。」

　ヒラナリはうれしそうにうなずいた。やっぱりこいつとはセンスが合あう。

「そのゼツメッシュは『ヤマンバギャル』さんっていうんだ。」

「マジかよ。オレ、ギャルは苦にが手てだぜ。」

「大だい丈じょう夫ぶ。とおるさんなら絶ぜっ対たい大だい丈じょう夫ぶだよ。」

　ヒラナリ、ずいぶん前まえ向むきになったな。気きのせいか少すこし背せも伸のびた気きがする。オレは、ヒラナリのやる気きにすっかり乗のせられていた。

　その勢いきおいで、オレはなつかしい「ワンボックス」に乗のりこんでいた。そして、そこにはさらになつかしい顔かおがあった。

「とおるさん、ごぶさたしております♥」

　ソフィとかいうねえちゃんだ。ヒラナリのクラスメートだったやつだ。

「ヘイ、ヒラナリ。ほんとにヤンキーなんか連つれてくのかよ！」

「連つれてくのかよ～。」

　とりまきのうるせーふたり組ぐみもいっしょか。ずいぶんにぎやかなメンバーだな、おい。でも、なんだか、楽たのしくなってきた。血ちがさわいでたまんねぇ。

「あらためて、とおるさん。よろしくね。」

　運うん転てん席せきに座すわったヒラナリがふり返かえって言いった。

「ああ、マジ気き合あい入いれてくんで、そこんとこ夜よ露ろ死し苦くぅ！」

　ワンボックスは、オレの大だい好すきなこのちっぽけな町まちを出でて、大だい好すきなあのタウンにむかって走はしりだした。
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あとがき




　青あおい鳥とり文ぶん庫こファンのみなさん。はじめまして。絶ぜつ滅めつ種しゅ『ショウセツカ』の百も舌ず涼りょう一いちと申もうします。

　ボクがいまいるこの世せ界かいでは、物もの語がたりを書かくのはＡエーＩアイの仕事ワークです。空くう想そうや妄もう想そうに頼たよって文ぶん章しょうを書かくなんて時じ代だい遅おくれ。これまでに人にん気きが出でた作さく品ひんや流りゅう行こうをデータ入にゅう力りょくしてＡエーＩアイがキャラクターもストーリーも考かんがえるんです。

　これがまた、なかなかおもしろいから悔くやしいんですよね～。

　でも、ボクはもっと自じ由ゆうで、ぶっ飛とんでて、ＡエーＩアイが「ヒコウリツですね」と嫌いや味みを言いうような、そんな物もの語がたりを書かきたかったんです。

　そんな想おもいから生うまれたのがこの『ゼツメッシュ！』です。ＡエーＩアイに「絶ぜつ滅めつ種しゅ」と入にゅう力りょくしたら『ティラノサウルス』や『ドードー』なんかがすぐに出でてきたんですけど、それじゃあ、ボクの妄もう想そうはふくらまない。

　だから、「人にん間げん」を「絶ぜつ滅めつ種しゅ」にしたらどうかな、って考かんがえたんです。しかも、個こ性せい的てきで特とく徴ちょう的てきで、いなくなったことをいまでも誰だれかが「もったいない」と思おもっているような、そんなひとたちを「絶ぜつ滅めつ種しゅ」として復ふっ活かつさせたい！

　すぐに頭あたまに浮うかんだのが『ヤンキー』でした。ボク自じ身しんは『ヤンキー』ではなかったけれど、『短たんラン』や『ボンタン』は持もってました。なんでかって？　卒そつ業ぎょうしていく先せん輩ぱいがくれるんですよ（笑）。

　見みた目めはちょっと怖こわいけど、仲なか間ま思おもいで、まっすぐで、そして、なにより生いき方かたがおもしろかった。そんな『ヤンキー』の先せん輩ぱいや友ともだちがいたことが、この『ゼツメッシュ！』が生うまれるきっかけのひとつになっています。

　ちなみに、ボクの奥おくさんは『センギョウシュフ』ですし、『ニート』をしていた友ともだちもいますし、なによりボクは『サラリーマン』経けい験けん者しゃです。

　もしこのお話はなしを読よみ返かえすことがあったら、登とう場じょうしてくる絶ぜつ滅めつ種しゅたちにモデルがいるかもしれないと思おもってもらえると、また少すこし違ちがった印いん象しょうになるかもしれません。『ティラノサウルス』や『ドードー』には残ざん念ねんながらもう会あうことはできませんが、この本ほんの絶ぜつ滅めつ種しゅは、みなさんのおとうさんやおかあさんに聞きけば、知しってる、会あったことがあるという声こえを聞きくことができるかもしれません。

　そして、もしかしたら、みんなが知しっているひとも、未み来らいでは絶ぜつ滅めつ種しゅになっているかもしれない、と想そう像ぞうしてみてはいかがでしょう。

『ユーチューバー』は？　『アイドル』は？　『ギャル』は？

　果はたして、未み来らいの世せ界かいでも変かわらず人にん気き者ものでしょうか？

　そんなみんなの想そう像ぞうもカタチにしたくて、いまシリーズの続ぞく編へんを書かいています。ＡエーＩアイには「そんなことしてないで働はたらきなさい」と小こ言ごとを言いわれながら（笑）。

　いったいどんな【ゼツメッシュ】が登とう場じょうするんでしょうか。みんなの知しらない、あるいは、みんな知しっているあのひとも、未み来らいで大おお暴あばれするかもしれません。そう、今こん回かい『ヤンキー』とおるが、未み来らいで大おお暴あばれしたように。

　来らい年ねんの春はるには読よんでもらえるようにがんばっていますので、どうぞお楽たのしみに！

　最さい後ごに、ここまで読よんでくれた読どく者しゃのみんなにはこっそり教おしえますが、じつはこのお話はなし、最さい初しょに思おもいついたのは六年ねんも前まえなんです。そして、ボクが生うまれて初はじめて書かいた『ショウセツ』でもあります。

　六年ねん間かん、この物もの語がたりを置おいてどこに行いってたんだ？　と聞きかれれば、別べつの『ショウセツ』を書かいていました。

　おなかが弱よわくてすぐトイレにこもってしまう頼たよりない主しゅ人じん公こうと、酔よっぱらうとすぐに記き憶おくをなくしてしまう美び女じょのお話はなしや、無む口くちすぎる青せい年ねんが、魔ま女じょを自じ称しょうする女じょ性せいが店てん長ちょうの花はな屋やでアルバイトをするお話はなしとか。他ほかにもいろいろと。

　と、こんなことを書かいていると、隣となりでＡエーＩアイが「あとがきでセンデンなんてみっともない」と注ちゅう意いしてきました。でも、仕し方かたないんです。ボクは『ショウセツカ』でもあるけど『コピーライター』という絶ぜつ滅めつ種しゅでもあるのだから。『センデン』や『コウコク』も得とく意い技わざ。

　ボクはいまではすっかり絶ぜつ滅めつ種しゅになってしまったけど、後こう悔かいはしてないです。だって、とおるたちのように、自みずからのチカラで復ふっ活かつすることもできるはずだから。

　あなたは将しょう来らい何なにになりたいですか？　それがもしかして未み来らいで絶ぜつ滅めつ種しゅになる運うん命めいだとしても、自じ分ぶんを信しんじて、突つき進すすんでほしいです。

　だって、【ゼツメッシュ】は、いつだって最さい強きょうの生いき物ものだから。

　そこんとこ、「夜よ露ろ死し苦く」です！





読者のみなさまからのお便りをお待ちしています。

下のあて先まで送ってくださいね。

いただいたお便りは、編集部から著者へおわたしいたします。

〒112-8001　東京都文京区音羽2-12-21　講談社　青い鳥文庫編集部






＊この作品は第三回青い鳥文庫小説賞金賞受賞作を改題し、改稿したものです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：百舌涼一（もずりょういち）

　1980年、山口県生まれ。大学卒業後、広告制作会社に就職。コピーライターを生業とする。『ウンメイト』（「アメリカンレモネード」を改題）で第２回本のサナギ賞を受賞し、小説家デビュー。おもな作品に、『中退サークル』『生協のルイーダさん　あるバイトの物語』（ともに集英社文庫）などがある。2020年、本作（原題「ロストカゾク」）で、第３回青い鳥文庫小説賞金賞を受賞した。





画家：TAKA（タカ）

　イラストレーター。大阪府在住。児童書の装画・挿絵をはじめ、新聞、教材、アプリ等、幅広い媒体でイラストを手がけている。おもな仕事に「地霊町ふしぎ探偵団」シリーズ（角川つばさ文庫）、「七不思議神社」シリーズ（あかね書房）、「2018年8月号～2019年3月号　基礎英語３」（NHK出版）などがある。





本作品は、二〇二〇年一一月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







ゼツメッシュ！

ヤンキー、未み来らいで大おおあばれ




二〇二〇年一二月一日発行

百も舌ず涼りょう一いち

©Ryoichi Mozu 2020


発行者　渡瀬昌彦

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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